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プロローグ






　窓から午後の日差しがやわらかく差し込む、完成したばかりの屋敷の一室。

　いつもなら聞こえてくる村人たちの声も、鳥たちの鳴き声も、わずかな潮しお騒さいの音さえも──一切の音が消きえ失うせた部屋の中。

「もう、逃がしませんわよ、カイ様♡」

　耳元でささやくユーリの蠱こ惑わく的てきな声音だけが、不思議な残響音を伴いながら脳に響く。

　緩い力で抱きしめられ、その柔らかさ、薄い服越しに伝わるぬくもりに、判断力を狂わされてしまう。

「なにを──」

　呻うめくように、それだけ口にする。

　ぴったりと全身で寄り添うユーリの、あまりの積極性に思わず一歩後ずさるが、音もなく、踵かかとと背中が壁のようなものに触れる。部屋の真ん中なのに、見えない壁のようなものに阻まれてしまった。

　周囲に見えない壁のようなものがあり、前にも後ろにも動くことができない。

「え……なんだ、これ」

「ふふ……逃がしませんと言いましたわよ」

　耳元でささやくユーリ。

　俺おれは今、誰の目にも見えない密室に、ユーリと二人閉じ込められている。

　なぜ、ユーリがこんなことをするのかはわからない。

　頰ほおを肩にうずめられユーリの顔は見えないが、耳が赤くなっているのが見える。

　積極的に見えるユーリでも、さすがにこんなことを平気でしているわけではないはずだ。なにせ、一国のお姫様だったのだから。

　異性との接触など普通に考えればダンスパーティー程度が限界だっただろう。

「神が作り出した絶対無敵の盾……。これが、私の力」

　ユーリはそう告白し、しかし能力を解除することはなかった。

　腕の力を少しだけ強め、熱くなったその頰ほおが、俺の首筋に遠慮がちに触れる。

　俺を探しに部屋に入ってきたアビスが異変に気付き、不可視の壁を殴りつける。

　ユーリはアビスに見せつけるように、どんどん行動を過激化しはじめる。挑発するように、首に触れる唇。背筋をなぞる細い指先。

　床が軋きしむほどのパワーで、不可視の壁を殴り続けるアビス。

　せっかくやっと屋敷が完成したというのに。どうしてこうなった──








第一章






　サラたちが島にやってきたのは、夏の終わりの頃だった。

　ほとんど行きがかりで連れてきたような形だったが、概おおむね問題なく島での生活にも順応してくれて安心したものだ。故郷であるモンディアルは田舎国だったから問題ないというユーリの話は本当だったらしい。

　カエデはともかく、レンの事は受け入れてもらえるのか不安だったが、レン自身が屈託のない性格なのが幸いしたのか、結構仲良くやっているようだ。

　戦士君のことも最初は距離を測りかねていたようだが、いっしょに仕事をしたりしているうちに、自然と受け入れられていった。戦士君の出自については、もう俺の祝福の能力だと告白済みだ。もちろんアラミラの名は出さないのだが、いずれにせよなんらかの能力によるものだとさえわかっていてもらえればいい。

　だが、レンの出自については、とりあえずボカしてある。

　謎なぞ生物である戦士君を生み出す能力と、レンのような「人間」を生み出す能力とでは、似ているようで隔絶したものがあるように感じたからだ。いずれは告白する時が来るだろうが、焦ってなにもかもをぶっちゃける必要もないだろう。

　大事なのは無害な存在だと認知されること。あとは、時間を使ってお互いのことを知っていけばいい。出自そのものはたいして重要ではない。

　まあ、最初はさすがにキツネ人間のレンに、みんなギョッとした様子だったが……。

　戦士君に関しては、あの可愛かわいらしい外見と、力持ちで仕事を手伝ってくれる優しさとで、女性ばかりの近衛このえ隊に案外早く受け入れられた。

「とりあえず、滑り出しは好調……だけど、問題はこれからだな」

　簡易的な住居も完成し、少し落ち着いてきた頃。

　ユーリとサラからの突然の嫁宣言＆同居宣言もなんとかはぐらかし（そもそも俺おれが暮らしていた小屋はアビスとカエデとレンですでに満員状態だ）、新しい村人となった元近衛隊の面々とコミュニケーションを取り、最低限の情報は得られた。

　そろそろ、これからの方針について考えなければならない。

　俺は、島の住民全員を集めて会議を執り行うことにした。第一回島民会議である。

　彼らは俺の『てのひら開拓村』のことを、すでに大まかには理解している。村から資材や食料を取り出せるということも。

　それも踏まえた上で、これからどうするべきかを考えるのだ。

「えー、それでは第一回島民会議を開催いたします。司会進行は私、カイ・ハスクバーナが担当いたします」

　わー、パチパチパチと、まばらな拍手が起こる。そもそも、総人口はたったの十四名。村と呼ぶのすらおこがましい規模だが──

「えー、一応この島に国を作る……ということになりましたので、みなさんのお知恵を拝借できたらなと考えています」

　国なのである。

　いや、本当にまだ十四人と戦士君たちだけしかおらず、それこそ学級レベルの人数なのだが、国を作ると決めたのだ。まあ、あくまで最終的な目標……という以上の意味は、現段階ではないのだけど。

　さて、こうして意見を求めてみると出るわ出るわ。足りないものだらけだ。

「服がない」「靴くつがない」「農機具が足りない」「油が欲しい」「釣り具はないか」「生活用具が足りない」「トイレを作りたい」「お風ふ呂ろに入りたい」「いろんなお肉が食べたい」

　などなど。考えるまでもなく、こうなるのは当然なのだ。島にはまだ店の一つすらなく、どこかの街と繫つながっているわけでもない、正真正銘の孤島なのだから。

　俺の開拓村のことを抜きにすれば、まだまだ無人島サバイバルと同等の生活レベルでしかないのである。

「カイ様。いま、この島に必要なものはハッキリしていますわ」

　思い思いに意見を出す元近衛隊員たちを黙らせ、ユーリが余裕たっぷりに口を開いた。

「国に必要とされる三要よう素そは、国民、領地、そして支配力。今、この島に足りないのは……ハッキリしています、ね？　カイ様？」

「うん……。うん？」

　まず、その三要素のことを知らなかったが、そうだな……。領地に関しては問題ないだろう。決して広くはないが、この島が領地ということになる。この世界に領海という概念があるかどうかは知らないが、海の分も入れれば結構領地は広いかもしれない。

　次に支配力。支配力とはつまり戦力のことだろうか。厳げん密みつには国が持つ戦力？　国有軍のことを指す……のだろう。

　まあ、これに関しては意外といい線いってるはず。なにせ、魔法使いが三人もいるのだ。この世界では魔法使いの数が戦力を測る基準になるほど、魔法使いが突出した力を持っている。ただし、一人は魔法を封じられているので、厳密には今は魔法使いは二人。だとしても、国の規模を考えれば悪くない。

　となれば、やはり答えは一つ。

「国民だな」

「さすがカイさまですわ。正解です」

　正解か、よかった。

　しかしユーリはなかなか物知りだ。さすがは元は一国の王女。教育の質が違う。

「だけど、国民はそうそう簡単には増やせられないぞ。他よ所そから人を連れてくるってのは、そう簡単なことじゃないし」

　ユーリたちを連れて来られたのは、あくまで偶然が重なった結果というやつだ。

「いえ、もっと常識的な方法があるではありませんか。普ふ遍へん的なやり方が」

「え、そんなのあるの？」

　常識的な方法ってなんだろう。戦士君をもっと積極的に増やすとか？　いや、それは常識的な方法じゃない。むしろ非常識な方法だ。

「降参。なにかいい方法あるなら教えてくれ」

「カイ様が頑張ればよろしいことかと」

「頑張る？　なにを？」

「……世継ぎ」

　ボソッとユーリがそう言うと、会議に参加していた元近衛このえ隊員たちに、謎なぞの緊張感が漂う。ユーリが、島暮らしの中でさえ陰ることのない美しい顔を上げ、一気にまくし立てた。

「カイ様は、私とサラが一緒に住むと言っているのに、な・ぜ・か！　避けているようですが！　一国の王を目指すのであれば、世継ぎは最重要事項ですし！　そうでなくても国民を増やすという意味でも！　必要なことなのではないですか!?」

「え、えええ？　そういう話？」

　突然ヒートアップするユーリに驚いてしまう。

　確かに、なんとなく避けているのは否めないけれど……。

「まあ、そうね、うん……。ユーリセシルさんの言い分もわかるけど」

「ユーリです！」

「ユーリセシルさん」

「ユーちゃん」

「……じゃあユーリで」

「はい、カイ様♡」

　……正直、ユーリが何を考えているのかよくわからないのだ。サラの「嫁になる」という言葉のほうが、まだ素直に聞き入れられるくらいである。

　ユーリは……なんというか、義務感というか、元王族だからというか、彼女個人が出した結論という感じが全然しないのだ。

『ユーリ』と呼ばれて、全国民十四名の前なのに、ただの少女のように恥ずかしそうに微笑ほほえむユーリは、確かにこんなサバイバルな状況にあっても輝くような美人だし、そりゃあ嫁宣言も嬉うれしいに決まっているのだけど。

「……ま、国民のことはおいおい考えるとして、まずは生活の安定からですね」

　俺おれは話を変えた。国民云うん々ぬんは、長い目でみれば必要だろうけど、現状のサバイバル状態で考えることではない。まだ彼らには「島での初冬越え」というハードなイベントをクリアーしてもらわなければならないのだ。この島の冬は本当に寒い。

「さっき出して貰もらった不満点は、すぐに解決できるものは開拓村から道具を出してなんとかしていきます。僕としても不便がないようにしていこうと思っているので、遠慮せずにどうぞ」

　さしあたって、まだまだこの島では「生きる」ことが重要な課題のままだ。

　俺は初年度を開拓村の能力のおかげでなんとか乗り切ったわけだが、人口が増えれば手が届かない部分も出てくるだろう。いくら祝福による能力があったところで、自分一人でカバーできる範囲など、たかが知れている。

　もうじき秋になる。そうしたら冬の到来は、あっという間だろう。この島の冬は、雪こそ降らないものの、かなり冷える。準備を怠れば死人が出てもおかしくはない。

　サラたちがやってきて、今、島の人口は十四名。戦士君を入れればもっと多いが、とにかく十四名だ。

　今までが、俺とアビスとカエデとレンの四人暮らしだったことを考えると、一気に三倍以上。もちろん、準備をしてあるわけでもないので、なにもかもこれからだ。

　衣食住の「食」、食べるものは、さしあたり俺が開拓村から出したもので賄える。

　村にも小規模な畑があるが、その生産量は全員分を賄うには程遠い。

　開拓村での収穫と違い出で来きにもムラがあるし、量も少ないので当てにはできそうもない。よって、開拓村が使える俺おれが倒れたら全滅ということになる。

　俺という個人頼りになってしまう状況は、あまり健全ではないが、今年の冬の間に根本的な解決はできないだろう。

　衣食住の「衣」、着るものは、ほとんどみんな来た時に着ていた簡単な作りの奴ど隷れい服を着用しており、これもとりあえず開拓村から簡単な服を取り出して着てもらうより他にない。開拓村から出せる服は、簡素なものが多く、素材も革か麻くらいのもの。今回の旅で羊を手に入れたので、毛糸が手に入るようになれば越冬がかなり楽になるのだが……。

　さて、最後の一つは住──つまり家だ。

「とりあえず、それぞれ簡単な小屋は作りましたし、当座は凌しのげる状況ですが、冬を越す為ためにはもっとしっかりした家を建てる必要があります。建築の知識がある人は？」

　俺の質問に、元近衛このえ隊のメンバーの一人が手を挙げた。

「元大工か何かなんですか？」

「私ではなく、実家がですが、最低限の知識はあります」

「おおっ！」

　本職でなかったとしても嬉うれしい。少なくとも闇やみ雲くもに作らなくて済む。

「では、冬までに僕といっしょにしっかりした住居を作るのを手伝って下さい」

「は、はいっ！　よろしくお願いします！」

　実家が大工の元近衛隊員さんは、サラより少し年下と思われる女性で、ソバカスがチャーミングだ。家造りはかなり労力がいる作業だが、その部分は戦士君がいればなんとかなるだろう。彼らは力持ちで身軽。助手としても役に立ってくれるに違いない。

「待って下さいカイ様。屋敷を作るということですが、どういう屋敷を建てるつもりなのですか？」

　話が決まりかけたところでユーリに口を挟まれた。

「どうって……。冬が越せるように隙すき間ま風かぜが入り込んでこない、暖だん炉ろがある家かな」

　越冬に必要なのは、とにかく保温だ。暖炉を作るのは大変だろうが、やってやれないことはないはず。とにかく冬に凍えて眠るのは勘弁してもらいたいのだ。カエデなんかは死んでしまってもおかしくない。

「何棟建てるつもりなのですか？」

「数？　そうだなぁ……どうしよう、十棟くらい？」

　理想を言えば、一人につき一棟ということになるのだろうか。国民のほとんどが繫つながりを持っていない。プライバシーの問題もあるが、仲の良い者同士でシェアするという手もある。さすがにカエデに一軒与えても仕方がないし、アビスやレンは俺と住みたがるだろう。ならば、俺とカエデとアビスとレンで一棟としても──

「カイ様。そんなにたくさん建てる必要はありませんわよ」

「えっ？」

「王の居城を一つ。それで事足りますわ」

「壮大なこと言い出した！」

　城って。

　ついさっき、衣食住をなんとか揃そろえてサバイバルしていこう的な話をしていたばかりなのに。やっぱりユーリはお姫様だから感覚ズレてんのかな。

「だって、アビスさんもレンさんも魔法使いなのでしょう？　魔法使いと近衛このえ隊が城に詰めているのは普通のことですわ。私たちは国民であり、国王軍。いっしょに暮らせばいいと思いません？」

「そうなの？」

　確かに大きな建物を一つだけ作ったほうが、面倒がなくていいのか？

「でも、近衛隊のみんなだって、個人で家が欲しいのでは？」

「近衛隊たちはもともと城の二人部屋で生活していましたし、問題ありません。私たちは奴ど隷れいにされるところだったのですよ？　温情も結構ですが、王として的確に判断して下さいませ」

「的確に……」

　たくさん家を建てるってのは的外れだったのか……。

　いや、そうだよな。一人一軒の家を持ってたって持て余すし、普通に寂しいかもしれないんだよな。こんな総勢十四名の孤島で、一人一人が別々に暮らすというのが、変な発想だったかもしれない。

「ですから、全員で暮らすことのできる立派な城を一つだけ。そこからこの国を始めていきましょう。立派な帰る家がある。そのことが、こういう場所での生活に勇気を与えてくれるということもあるでしょうから」

「そうだな。ユーリの言う通りだ」

　ユーリたちは、故郷であるモンディアル公国を滅ぼされ、もう帰る場所がない。

　そんなユーリが言うのだから、説得力がある。

　俺おれとしても、立派な城があれば、この島を国にするという夢みたいな目標に現実感が湧わいてくるかもしれない。

　実際問題、家さえ立派なものがあれば、それ以外は開拓村に１００％頼ってしまえばなんとか生きることができる。

　最優先でやっていくことにしよう。





　　　　◇◆◆◆◇






「てのひら開拓村！」

　次の日。俺おれは城を建築する為ための資材を出すため、開拓村の能力を発動させた。

　瞬時に視界がまったく別の場所へ切り替わる。

　開拓村もすでにレベル20。

　祝福を授かった時は、本当にただの荒野状態でどうしたものかと思ったものだが、それも今は昔の話。今では田舎の村程度にまで発展している。

　村の入り口にある看板の表記はこういう感じだ。


　──────────────────────



　☆☆☆　手のひらの開拓村　☆☆☆

　おめでとうございます！

　開拓村が『魔法の隠れ里』になりました！

『村の出口（東）』の機能が解放されます！

『種合成』の機能が解放されます！

　新しいアドバイザーエルフが追加されます！




　現在のレベルは　20　です。

　村には名前がありません。

　開拓度は『魔法の隠れ里』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　魔ま導どう師しの誕生


　──────────────────────



　この間の旅で手に入れた物資により、村は一気に成長した。

　開拓度が『魔法の隠れ里』になったのは斜め上だったが、悪くない。

　なぜ突然『魔法』などという要よう素そが登場したのか気になったが、エネルによると『外敵』として村でボコボコにした奴ど隷れい商館の傭よう兵へい団長が村で「攻撃魔法」を使った結果、村が「魔法」という概念を獲得したのだ……ということらしい。

　とはいえ、まだ村に魔法そのものは誕生していない。次のレベル条件が『魔導師の誕生』となっているくらいだ。

　村の様子にそう大きな変化はないのだが、ついこないだ入荷したばかりの小麦の栽培がもう始まっていた。主食になるような穀類に村人が飢えていたのかもしれない。

　能力についても、事実上のワープポイントである『村の出口』に新しく「東側出口」が加わった。今までは「北」だけだったのだが、二箇所に増えるということは、かなりいろいろな使用方法が考えられるだろう。

　さらに『種合成』というのも増えていた。種とは、村が成長するとエネルから貰もらえる「創造の種」のことで間違いない。創造の種からは戦士君が生えてくるのだから、合成することによりスーパー戦士君的なものが生えるようになるのだろうか。いずれ試してみたい。

「やあ、カイ。今日はどうしたの？」

　開拓村に住むエルフのエネルが、手に持った三本もの串くし焼やきを食べながら近づいてくる。

「ああ、エネル。なんか城──は大げさだけど、大きめの屋敷を建てることになってね。木材とか石材とか貰もらいに来た」

「城!?　こないだまで、小屋を作るとか言っていたのに、突然レベルアップしたもんだね」

「人も増えたからね。少しずつでも発展させていかないと」

　衣食住足りて礼節を知るなんて言葉もある。今までは少人数だったし、俺おれとカエデ以外は人間ですらなかったから、あまり関係なかった。だが、今はそこから十名も増えている。

　生きるのだけでギリギリな生活を続けていれば、いずれ人心が荒すさみ破は綻たんするときが来る。

　そうならないように。人間らしい生活ができるように。

　一足飛びでも二足飛びでも、島を発展させていくべきだろう。

「カイさーん！　ご注文はないですか！　ご注文！」

　串焼きを頰ほお張ばっているエネルの後ろから、エネルよりも少しだけ背の高いエルフの少女がぴょんと顔を出した。

「コロモか。ごめん。今日はまだない。近いうちにまた頼むよ」

「むー、私の腕を疑ってます？　食べてばかりのお姉ちゃんと違ってできる女なんですよ、私は！」

「むが!?　むがむがもごもが！」

「エネルも口に物詰めながら喋しやべらない」

　この、エネルにやたら絡んでいるのは、エネルの妹で名前をコロモという。

　彼女がやってきたのは、村のレベルが20に上がった時だった。




　──

　────

　────────

「おめでとうカイ！　ついについにレベルが20にまで上がったよ！　さすがにあれだけの品物を納めたからね。一気にいったね！」

　サラたちが村にやってきた次の日のこと。

　街で手に入れた物資を開拓村に入れたとはいえ、ここまで上がるとは想像もしていなかった。元のレベルが12だったのだから、８レベルも上がったということだ。

　孤島での生活だけでは、開拓村のレベルは伸び悩んでいたのだ。

　思い切って外に出たのが功を奏したと言えるだろう。

「とすると、なにかご褒美があるのか!?」

　開拓村のレベルは５刻みで、少し大きめの発展がある。レベル15と20の分。二つも大きなご褒美があるはずなのだ。

「うん……それなんだけどね……」

「私です！　私がついに来ました！」

　なにか言いい淀よどむような仕草を見せるエネルの後ろから、エネルよりも少しだけ背の高いエルフがヒョイっと姿をあらわした。少し個性的な服装をした艶あでやかな少女だ。

「え、だれ？」

「はじめましてカイさん！　私はエネルお姉ちゃんの妹のコロモ！　衣食住の『衣』を司つかさどるサポートエルフです」

「衣」

　衣だからコロモか。普段気にしていなかったけど、エネルは食ってことか……食べる専門のような気もするけど、毒味役として活躍してくれてるからいいのかな。レベルがもっと上がれば、いずれ「住」専門のエルフも来るってことか？

　ていうか、エネルに妹がいたのか。

「食べるしか能が無いお姉ちゃんと違って、私は一芸があります。なんと着るものが作れるんです。クリエイティブぅ！」
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「おお！」

　すごい！　嬉うれしい！

　服に関しては開拓村の村人が着ているレベルのものなら調ちよう達たつ可能だったが、それ以上の物は無理だったので、ちょっと……いや、かなり原始人感があったのだ。

　俺おれとカエデだけの問題ではなく、サラたちだって着の身着のままこの島に来た。だから、服をどうするかはけっこう真剣に悩んでいたのだ。着る物の心配がなくなれば、この島での生活の難易度はかなり下がるだろう。

　素材にしても、時間が経たてば羊毛も手に入るようになる予定だ。綿も仕入れた。麻ならいくらでもある。水牛の革もある。これは期待ができそうだ。

「ちょ、ちょっと！　なにさらっと私をディスってるの!?　一見食べてばかりいる私には、美食の探求やら栄養価のチェックやら毒味やらの、人間生活には欠かすことのできない重要な役目があるんだよ？？？」

　腕をわたわたと振りながら大食いの弁明をするエネル。

「ただの食いしん坊なのかと……」

「ひどい！　カイはわかってくれてると思っていたのに！」

　いやまあ、薄々わかっていたよ。

　こんな無人島生活でお腹なかを壊さずに生きていけてるのは、エネルのおかげだって。

　普通はどっかで食中毒になったり、毒で幻覚見たり高熱出したりしてもおかしくない。まあ風か邪ぜは一度ひいたけども。

「とーにーかーく！　注文を言い付けてくれれば、私がある素材でちゃちゃっと作っちゃうんで、なんでも注文して下さいね。たくさんは作れないですけど三日に一着くらいのペースなら余裕ですから！」

「三日って開拓村基準で？」

「いえ、すみません。カイさんの世界基準です。布を作るところからスタートするので、どうしても時間はかかっちゃいます！」

「布からとは、本格派だな……」

　しかし三日で一着か。フル稼働したとしても三〇日で十着程度ということになる。

　コロモに仕事頼むのは計画的にやっていったほうがよさそうだ。

「さっそく、なにか作りますか？」

「あー、そうだな。……靴くつは作れる？」

「靴ですか？　もちろん作れますよ」

「靴でも三日でできる？　革をなめすのも大丈夫なのか？」

「もちろんです！　素材のほうも処理からやりますから、完かん璧ぺきですよ」

「マジで優秀だわ、コロモ」

　革のなめしは、現状では「なんとかなめせた」というレベルでしかなかったのだ。

「じゃあ、とりあえず、人数分の靴くつを作ってくれないかな。ブーツのほうがいい。なるべく丈夫なやつで」

「ワークブーツですね。素材的にはなんとかなりそうですから、問題はサイズですね」

「ああ、全員連れてくるよ。採寸してやって」

「かしこまりましたー！」

　あれよあれよと話が進み、全員分の靴を作ってもらうことが決まった。

　なぜ靴かといえば、サラたちはみんなサンダル履きで、どう考えてもサバイバルには不向きだったからだ。服はまだ夏の終わりでなんとかなるが、靴ばかりはそうもいかない。なにをするにせよ足下は大事だ。

　その後、一人一人を開拓村で採寸してもらい、コロモによる靴の制作はスタートした。

　そして、三日後。

「カイさーん！　できましたよ、靴が！」

　俺おれが開拓村に入ると、コロモがすぐに走ってきた。

　手には完成したばかりの靴を持っている。

「どーですか、これ！　なにせウォーターバッファローの革ですからね、ツヤが違いますよ。今回はシンプルに黒にしましたが、他の色で染めることもできますよ。やっぱりオシャレは足下からですよね！」

　コロモがドヤ顔で差し出してきたブーツは、くるぶしが隠れるくらいの丈があり、編み上げ式でかなりの完成度を誇るものだった。

　これだけの品は、前世でも相当な値段で取引されるだろう。

「超かっこいい……。今ある素材で、こんなの作れるのか……？　マジで？」

「作れます作れます！　使ってるの革と木と骨と麻あさ紐ひもだけですよ！　でも、よく見て下さい、けっこう細かい部分で手が込んでるんですよ、これ。トゥキャップとアイレットは本来金属を使う場合が多いんですが、なかったので牛骨で造形してみましたし、鋲びようもモンスターの爪の硬い部分から作りましたし！　ソールはゴムがなかったので、伝統的なレザーソールで、耐久度を重視し思い切ってトリプルレザーに──」

「ストップストップ、コロモがすごく頑張ってくれたのはわかったよ」

「わかってくれますか！」

　好きなことになると、しゃべりが止まらないタイプだな、コロモは。

「とにかく履いてみるよ」

　コロモが固唾かたずを吞のんで見守るなか、俺はブーツに足を入れ、しっかりと紐で縛り上げた。

「おお……」

　すごい。足に吸い付くかのようなフィット感だ。

　軽くジャンプしたり、走ってみたが、足が痛くなったりすることもなく違和感ゼロ。

「ど……どうですか……？」

「いいよ！　最高じゃん！　これなら、靴くつに関してはもう考えなくていいってくらい！」

「やったー！　ま、まあ自信はありましたけどね！」

　腰に手を当てて、胸を張るコロモ。これだけの技術だ、どれだけ誇ってもらってもいい。

「ではでは、次の人の分も早速制作していきますね！」

「ああ、頼む。ありがとう！」

「えっへへー。お姉ちゃんよりお役立ちでしょ？」

「いちいち私を引き合いに出すな！」

　少し離れた場所で、俺おれたちのやりとりを見ていたエネルがツッコミを入れると、コロモは、笑いながら家へと引っ込んでいった。

「カイ、にやけてる！」

　俺もツッコミを喰くらう。

　新しいブーツの嬉うれしさについにやけてしまっていたようだ。

　ブーツでこの出で来きならば、服のほうもかなり期待できるだろう。

　国民みんなのブーツ作製が終わったら、次に作って貰もらうものも考えておかなければな。
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「カイ君！　みんなから、井戸か水路が欲しいという提案が出ているのだが、どうしよう？　地面を掘っていけば水が出てくるものなのか？」

　城造りがスタートし、元近衛このえ隊員たちは、それぞれが畑作りなどをスタートさせたころ、サラが代表して陳情に来た。

　いや、陳情は大げさか。単純にサラが一番俺と親しいからかも。

　しかし、井戸か。いつかは必要になると思っていたが、作るのは難しいだろうと後回しにしていたものだ。開拓村から綺き麗れいな水は取り出せるが、これから畑を増やしたり、島民が増えていくことを考えれば、当然水の確保の優先度は高くなってくる。

「井戸作りですが……闇やみ雲くもに掘っても水が出るかどうかは運次第です。浅い場所に水源がある場合もあるし、かなり深く掘らないと出ない場合もあります」

　前世で、井戸についてのテレビ番組は時々見た。井戸掘りそのものも、ボーリングの機械がないこの島では、すべて人力での作業になり相当な労力だろう。戦士君がいるとはいえ、限度はある。せめて、水源の場所がわかっているならともかく、闇雲に掘るのは勘弁してほしいところだ。

　サラは俺がイマイチ乗り気でないことを察したのか、別の要望を出してきた。

「では、井戸でなくてもいいんだ。水をたくさん貯ためておける場所かなにかでも」

　申し訳なさそうに言うサラ。確かに現状では農業用水に事欠くし不便だ。

「それか、大きめの水みず瓶がめみたいなものでもあれば……」

「水瓶……ああ！　そういえば！」

　水瓶！　陶器か！

　木き桶おけがあるから、あまり気にしていなかったけど、水瓶があれば水を貯めておける。

　水瓶──つまり陶器くらいならば技術的にも製作可能なはずだ。

「作れる作れる！　なんで思いつかなかったんだろ、ありがとうサラ！」

　嬉うれしくてサラの両手を握って振り回してしまった。

　頰ほおを赤らめて狼ろう狽ばいするサラのことも気にならないほど、気分が高揚していた。

　陶器の製作が村で始められれば、村が成長し技術力が上がることで、完成度や芸術性も高まってくるに違いない。今までは農作物が産業のメインだったが、工芸品を作れる村にクラスアップすることも可能だろう。これは決まりだ。

　まずは、素材となる粘土を探しに行かないとな！




　というわけで、粘土を探しに出ることにした日の朝。

　陶器の作り方そのものはそう難しいものじゃない。粘土をこねて形を作ったら焼いて固める。つまりはそういうことだ。厳げん密みつにはもっと奥の深いものだろうが、細かい部分は、実際に始めてみなければわからない。俺おれの前世の知識はあくまでもテレビで見た薄ボンヤリした記憶に基づくものであり、正確ではないのだ。

「とはいえ、知識のある人がいてくれてよかったよ」

「いえ、私は実家が商家だっただけで詳しく知っているわけではないので！　何度か父に付いて窯元に見学に行ったことあるだけですし！」

　手を顔の前でブンブンと振って謙遜するこの子はリアといい、実家が商家だったらしい。知識のある者を募集したら彼女が手を上げてくれたのだ。

「いや、釉ゆう薬やくの作り方を知ってる人がいると思わなかったから、本当に助かる。とりあえず縄文土器からスタートしなくて済む」

「じょうもん……？」

「ああ、いや、こっちの話」

　釉薬というのは陶器を作る際に、素焼きした器の表面につける液体のことだ。

　この釉薬が高温で焼かれガラス質に固まることで、前世でもよく使っていたツヤのある陶器ができる。

　使う材料を変えれば陶器ではなく磁器も作れるのかもしれないが、そっちの知識はさっぱりだ。まあ、そのあたりはおいおいだな。

「とにかく粘土だな。どっかにあったっけかな……。アビス覚えある？」

「……マスタ、私そういうの全然見てなくて、わかんない」

　申し訳なさそうに言うアビス。まあ、粘土がどこにあるかなんて、わからなくて当然だ。そうそう露ろ出しゆつしてるものでもないだろうし。確か、田んぼの土なんかでも作れたはずだから、沼っぽい場所を探せばいいのかな。

「あっ、あの。私聞いたことあります！　粘土は川の泥が集まる場所に堆たい積せきしていくんだそうです！　あと良い粘土がある場所は、大きな木が育たないって聞きました！」

　リアが手を挙げる。かなり有益な情報だ。そもそも粘土がなにかすら正確な知識を持っていない俺おれにとっては、こういう現地の知識がありがたい。

「泥の堆積する場所か。とりあえず、川を上流から下って探してみますか」

「……がんばろー」

「オサオサ！」

　メンバーは、俺とアビスと戦士君たちだ。

　まだ島にはモンスターが出る可能性がある為ため、リアには探索のほうは遠慮してもらった。

　島の移住区となっている巨大樹周辺は少し小高い丘の上であり、粘土がありそうな大きな川は近くにない。島はただの平地だけで構成されているわけではなく、山あり谷あり、起き伏ふくに富んだ地形だ。大きめの川の上流まで、走っても二時間程度かかるだろうか。




　川の上流から、川沿いに粘土を探しながら下ってくる。

　アビスと戦士君もいっしょに探してくれたが、それらしいものは見つからなかった。

「っていうかさ、戦士君、粘土ってどういうものかわかる？」

　近くにいた赤い頭ず巾きんの戦士君に質問してみる。

「オサ！　オッサオサオサ！」

「うん」

　わからん。通訳のレンを連れてこなかったのは失敗だった。

「こう……土なんだけどネトネトしてて灰色の……土？」

　下手か。粘土の定義なんてわかるか！　粘度の高い土としか言い様がない。

「わかりそう？」

「オサ！」

　元気に手を挙げて返事をしてくれる、戦士君。

　わかったんだ……。なら信用するしかないか。

「じゃあ、他の戦士君にも伝えてきてくれるか」

「オッサー！」

　戦士君がトテトテトテーと仲間たちのところに走って行く。彼らの言葉はわからないが、少なくとも俺おれの言葉は理解しているらしいので、問題ないだろう。多分。

「じゃあ、俺たちも探すか」

「……うん」

　アビスと二人で川かわ縁べりを中心に粘土を探す。それらしき土はけっこう見つかるのだが、粘土というには粘度が足りないものばかりだ。なかなか難しい。

　そうしている間にも、戦士君たちは川の中にジャブジャブ入って、川底の土まで調べてくれているようだ。川の流れが淀よどむ場所にあるという前情報があったからだろう。

　丹念に探してくれている戦士君たちのペースに合わせて、ゆっくり川沿いを下っていく。

「だいぶ下流まで来たな。この川はダメか？」

　正直、島にそう多くの川が流れているわけじゃない。

　それなりに広い島ではあるが、川はさすがに数本程度だ。大きな川は、ここしかない。

「川がダメだったら、今度は崖がけ肌はだが露ろ出しゆつしてる場所を探してみるか」

「……崖にねんどがあるの？」

「そういう話を聞いたことがあるってくらいだけどな」

　前世での聞きかじりで、確実性のある情報ではない。だが、そういうものに賭かけるしかないのも、また実情。

　そんな話をしながら粘土探しを続けていると、川に潜っていた水色頭ず巾きんの戦士君が、バッシャーとすごい勢いで飛び出してきた。

「オッササー!!」

　穫とったどー！のイントネーションで雄お叫たけびを上げる。

　その手には、確かに粘土らしき灰色の土が！

「見つけたのか！」

「オッサー！　オサオサオサ！」

　他の戦士君たちも次々に粘土を抱えて、水の中から飛び出してくる。

「ちょっ、ちょまって。粘土はとりあえずここに置いて」

「オサ！」

　ドサドサと灰色の土が置かれる。底に大量に堆たい積せきしていたのか、量も十分だ。

　手に取って見ると、なるほど子どもの頃に遊んだ覚えがある「ねんど」そのものだ。

「……これがねんど？　マスタが探してたの」

「そうだよ。これならネトネトしてるから形を作りやすいだろ？　形を作ったら焼いてやると器になるんだよ」

「……マスタ、すごい物知りだね」

　物知りか。すべての知識が中途半端すぎて、生前もっと勉強しておけばよかったと後悔することのほうが多いけどな！

「とりあえず持って帰れるだけ掘ったら一度戻ろう。粘土の一部は開拓村に新素材として入れておくよ」

　というわけで、無事に粘土は発見できた。

　一度みんなのところに戻り、次の日。ここからが本番である。

　陶器は焼かなければ完成しない。ということは窯が必要なのだ。当たり前だけど。

「どこに作るか～って決まってるな。おーい、レン！　戦士君たちも集合！」

　カエデと遊んでいたレンと戦士君たちを招集。窯造りに人手は欠かせない。

　窯を作る場所は、島か村かの二択だが、長い目で見れば開拓村で技術を確立してもらったほうが早い。あっちは最初のきっかけさえあれば、あとは勝手に発展していくのだから。

「どうしたんです、マイロード。いっしょに遊びますか？　カエデのトモダチが想像以上に身体能力高くて面白いですよ」

　どうやらカエデが「仮かり初そめの命」を与えた人形トモダチの性能検査をして遊んでいたらしい。ものすごく興味があるが、とりあえず窯作りが先だ。

「いや、これから村で陶器を作るための大きい窯を作るから、レンも手伝ってくれ。お前じゃなきゃできないことなんだ」

「わたくしちゃんじゃなきゃできないこと!?」

　窯作りそのものはレンじゃなくていいのだが、そこから先の工程にレンは欠かせない。

「なになに、お兄ちゃんなにかやるの？　見てて良い？」

「興味あるのか？　もちろんいいぞ」

　カエデも見てみたいということでいっしょに開拓村に移動した。

「うぁー、お兄ちゃんの村、少し見ない間に立派になったね」

　そういえばカエデが村に入るのは、レベルが20に上がってからは初めてだったか。

「まだまだこんなもんじゃないよ。これから大都市にする予定なんだからな」

　開拓村の成長が、俺おれの人生の豊かさや安全度に直結するのは、もう間違いがない。俺の人生は、この能力頼りだ。そして、今では島のみんなの生活もまとめて開拓村で面倒見ているようなもの。こんな村レベルで満足していられない。

「……カエデが暮らしてた街は、けっこう大きかったんだっけ？」

　ほえーっと村の様子を眺めていたカエデに話しかける。

　カエデの故郷は、まだどこにあるのかわかっていない。『ゴディエ』という名の街で暮らしていたらしいが、国名は不明。十二歳にもなって自国の名前も知らないとは──とも思ったが、この世界ではそういうものかも。俺には前世の知識があったから世界を広く見られるのであって、普通は自分の生活圏のことしか考えないものなのだろうから。

「うん。石畳の道を真まっ直すぐすすんでいくとお城があるの。パパがお城に勤めてたから、ママと迎えに行ったりしてたんだ」

「石畳とお城か。それじゃあかなりの大都市だな。俺おれの故郷にはお城なんかなかったし、石畳は大通りだけだったよ」

　正直、カエデの故郷はすぐに見つかると思っていた。なにせ城がある規模の街だ。だが今のところ情報はない。世界は俺が思っているよりも広く、同様に神しん殿でんの勢力範囲も広い。

「カエデの故郷も、かならず見つけてやるからな。すぐ……というわけにはいかないけど」

「うん……お兄ちゃんも大変だけど……お願いします。パパもママも私がいなくなって泣いてると思うから」

「優しい両親だったんだな」

「私、一人っ子だったから」

　なるほど、可愛かわいい一人娘が突然攫さらわれていなくなったら、両親のショックは計り知れないだろう。当人であるカエデが言うくらいだ、よほど仲の良い親子だったに違いないのだ。神殿はどんな言い訳を用意して親を納得させるのか。

　素直に「邪神」の祝福を受けたから捨てたと言っているのか、それとも珍しい祝福だから神殿の内部に匿かくまうとかなんとか言って誤ご魔ま化かしているのか。

　いつか、俺の親でも、カエデの親でも再会できたら訊きいてみたいものだ。

「コホン！　そろそろいいかい？　今日はみんなで何の用事？」

　話が終わるタイミングを待っていたのか、エネルが咳せき払ばらいして訊たずねる。

「ああ、悪い。ちょっと村に大きめの窯を作るからさ。エネルとコロモも手伝ってくれ。村人たちにも作陶を教えたいし」

「陶器！　そっか、村ではバナナの葉っぱがメイン食器だったからね。でも、カイは陶器の知識なんて持ってたのかい？」

「いや、ぜんぜん。テレビで見た程度だよ」

　まあ、それでも最低限の理屈はわかる。あとは、トライアンドエラーだ。

　エネルとコロモを従え、場所を決めて窯を作る。

　窯は、登り窯というスタイルで、斜面に作り火が下から上に登っていくのを利用した窯だ。村の中で少し土が盛り上がっている部分に作ることを決めた。

　少し高さが足りないので、戦士君たちを総動員して土を盛り高さを稼ぐ。

　窯を作る素材は本当はレンガがいい。だが、開拓村にはまだ日干しレンガしかない。木材は当然ダメ。

「とりあえず、日干しレンガで作るだけ作ってみよう。隙すき間まには粘土を詰めて。倒壊しないのを目標に」

　まずは、あるもので作ることにした。

　村人たちには俺以外の人間の姿が見えているわけで、少し困惑しているようだったが、そこは村の生き字引的存在のエネルが上う手まく説明したようだ。

　強度のない日干しレンガを悪戦苦闘しながら積み上げ、内外を粘土で塗り固める。

　村人や戦士君たちの活躍もあり、十時間程度で三連房式登り窯が完成した。

「……正直、かなり頼りない出で来きだな」

　全然うまくいく気がしないが、いちおう形にはなっている。

　とにかく、燃料である木材がちゃんと燃えて、熱が入り口から煙突まで抜ければいいのだ。そうすれば、中間に置かれた焼き物に熱が入る。

　村人たちも興味津々だ。全員ではないが、かなりの人数が集まってきている。

「エネル、村人たちに伝えて欲しいことがある」

「なになに？」

「これから、火を点つけるからその様子をちゃんと見ておけと。これが本物の魔ま導どう師しの魔法だと伝えて」

「ん？　あーなるほどね」

　とりあえず、火を点けて熱を通す。空気がちゃんと入って火が消えないことも確認しなければならない。そして、その火を点けるのが我らが獄炎の大魔導師レンの出番なのだ。

　事前に用意してあった薪まきを、窯の入り口に放ほうり込む。

　エネルはその間に、いろいろ村人たちに説明していたようだ。

「魔導師？」「あのケモ耳ッ娘こがか？」「使い方を教わらにゃ」

　とかなんとか言う声が聞こえてくる。

「なんかやたらと、わたくしちゃん見られてるんですけど！」

「村にやってきた有名な炎の魔法使いだってエネルがさっき説明してたから」

「わたくしちゃん、全然無名ですけど！」

　そこは現実認識してるんだな。生まれた瞬間から、獄炎の大魔導師を名乗ったくせに。

「そんなことはいいから、この薪に火を点けてくれ。あ、強い火を使うなよ」

　薪を使わずに、すべてレンの魔法による火力に頼ってもいいのだが、こういうのは、ほどほどの熱量でジックリと時間を掛けてジワジワ温度を上げなければダメだったはず。

　レンの魔法なら一気に千度を超えるような高温にできるのかもしれないが、それだけだ。陶器を焼くにはオーバースペック過ぎる。

「りょーかいです！　じゃあ、さっそくいきますよ。それっ！」

　レンが窯の入り口に手をやり、魔法を使う。呪じゆ文もんを唱えるわけでもなければ、魔法陣が出現するわけでもない。ドラゴンが火を噴くように自然に、炎がてのひらから飛び出す。

　村人たちから歓声があがり、レンは恥ずかしそうにはにかんだ。

　薪は綺き麗れいに赤く燃え始めている。入り口に手を当ててみると、順調に空気を吸い込んでいるようだ。とりあえずは上う手まくいったといえるだろう。

「あとは薪をゆっくりと追加しながら、時間を掛けて乾かん燥そう焚だきしておこう。エネル、管理頼んでいい？　村人に頼んでもいいから」

　作ったばかりの窯は空から焚だきを続けて温度を徐々に上げ、湿気を飛ばさなければならない。

「わかったよー。カイはどうするんだい？　もう戻るの？」

「みんなでツボとか作ってくるよ。いくら窯を作っても物がなければ意味がないからね」

　というわけで、エネル＆コロモの家の近くで粘土をコネコネすることにした。

　これには、カエデも参加している。村人たちも興味津々でその様子を見守っているので、何人かに参加してもらって、みんなで作品作りだ。

「うーん？　難しいな。どうカエデは」

「おもしろい」

　単語でしか返事が返ってこないくらい熱中している。

　今回の目的は水みず瓶がめなので、とりあえずツボを作っているのだが、本当に難しい。ろくろがなきゃ厳しいのだろうか。ろくろの作成から始めるべきか……？

　いや、とりあえずは試作品だから、なんでもいいか。

「できましたー！」

　レンが大きな声を出したので見てみると、ドラ○もんみたいな物体が。

「ドラ○もん？　いいんじゃない？」

「なんですか、ドラ○もんって！　これは戦士くん！」
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「戦士君か！　いきなり最初から陶人形に手を出すとは」

　そりゃ何作っても良いとは言ったけども。想定してなかったな。別に問題ないけど。

「お兄ちゃん、人形も作れるの？」

　一生懸命花瓶みたいなものを作っていたカエデが顔を上げて言う。カエデも人形という発想はなかったのかもしれない。

「うーん、作れるかどうかといえば、作れる……けど、上手に焼けるかどうかは、今の技術だと未知数かな。やってみないと。まあ、それはツボでも皿でも同じではあるけど」

「でも、作れる可能性はあるってこと？」

「ある。すぐには無理かもってだけ」

　開拓村は可能性を内包した別世界だ。無理ということは事実上ないだろう。むしろ、人形をたくさん焼くことで陶人形に特化した窯になる可能性すらある。

　俺おれがそう答えると、カエデはそっかーとだけ言って、また自分の花瓶に集中した。

　しばらくして、全員分の品が完成したので、エネルを呼び、作品を日陰で乾かん燥そうさせておいて欲しいと頼んだ。

　陶器作りは十分に土を乾燥させてから素焼きに入るものだと覚えていたのだ。

　窯の乾燥焚だきと合わせて作品のほうも乾燥を待ち、その間に釉ゆう薬やくを作った。

　釉薬は土と灰から作る。もしその作り方を知っている元近衛このえ隊員のリアがいなかったら、素焼き土器からなかなか抜け出せなかっただろう。

　作り方は、手間こそかかるがそう厄介なものでもなかった。木灰を混ぜた水を何度か麻布を使って漉こしただけだ。水みず瓶がめがないから大きい木の器を使い作った。こんなところでも、陶器のない不便さが出る。

　そうして乾燥が終わる二日後に、またみんなで開拓村に移動した。

　乾燥焚きが済み温度の下がった窯は、いちおう崩れずにいてくれたので、茶ちや碗わんや皿、戦士君人形などを焼成室に入れていく。

　火力はどれくらい必要かわからないのだが、素焼きは最後の本焼きより弱い温度だった記憶だけはある。となれば、ほどほどでいいのだろうか。現状では、火力が足りないとなる可能性のほうが高いので、燃料である薪まきはかなり多めに用意しておいた。

　村人たちには、自分たちでも考えて同じことをやって欲しいとエネルを通して伝えてある。実際、村人のモチベーションは高く、今日も百人近く集まっていた。

　素焼きの時間は一日弱だ。火の番はエネルと村人たちに任せることにした。

　いったん村から出て（俺が出るとカエデも弾はじき出される。レンは滞在可能）、しばらくしてからまた開拓村に戻った。開拓村は俺のいない間は数倍の速度で時間が流れるのだ。

「ただいまー。何時間経たった？」

　窯の前で村人たちを監督していたエネルに声を掛ける。

「ちょうど十時間だね。いちど火は落とす？　出すのはまだ先になるけど」

「すぐ見れないんだっけ？」

「急冷されるとせっかく焼いたのが割れちゃうと思うよ……」

「そういえばそうだっけ」

　というわけで、実際に開けるのは次の日にした。思ったよりも工程一つ一つに時間が掛かるが、これは村人たちに技術を伝える意味もあるので、しっかりやらなければならない。

　冷却期間として丸一日おいてから（現実時間で。開拓村では数日）、素焼きの完了した製品を取り出した。

　土で蓋ふたをした焼成部屋の扉を破る。焼成室の中はほんのり暖かい程度で、熱はほとんど残っていない。焼成室の中はうっすらと灰が積もっているが──

「おっしゃ！　焼けてる！」

　中には割れてるのもあったが、ほとんどの作品が割れずにしっかりと焼けている。少なくとも実用には十分そうだ。もっと失敗しているものもあるかと思ったのだが、噓うそみたいに成功してしまった。

「おめでとう、カイ！　これで、この村はこの世界での陶器発祥の地だよ！」

「私の花瓶は？　私の花瓶は？」

「わたくしちゃんの戦士君はどうだったですか!?」

　エネルがなにかすごく大げさな事を言ったような気がするが、自分の作品の出で来きを気にしているカエデやレン、そして村人たちがどんどん押し寄せてきてうやむやになってしまった。まあ、後で詳しく訊きけばいいのだが、とにかく素焼きまでは成功だ。

「……ってあと、釉ゆう薬やく付けての本焼きまであるんだよな」

　陶器なんて、前世では本当にありふれたものだった。だが、実際に作るとなればこれだけ時間も手間も掛かる。

　だが、それでも作ることはできた。俺おれは密ひそかに感動していた。




　三日後、釉薬を付けて大量の薪まきでガンガンに丸一日弱本焼きし、作品を取り出した。

　俺のツボもカエデの花瓶も自然な飴あめ色いろに焼き上がり、表面はざらざらとした男らしい出来に仕上がった。完成度が高いとはとても言えないが、陶器として実用十分なものだ。

　村人たちも、自分たちで窯を作り出したり作品を作ったりと、新しい技術に夢中だ。

　彼らが作る品が、最初は土器みたいなものであっても構わない。

　開拓村の世界は、現実の数倍ものスピードで発展していくのだ。

　どれくらい掛かるかはわからないが、いずれは技術を身に着けた村人が、名品を生み出すようになってくれるだろう。





　　　　◇◆◆◆◇






　陶器が完成したことによって、開拓村では徐々に、しかし急速に陶器は伝播していった。それに伴って、島での農業もジワジワと堅実に開拓が進んでいる。

　もともと俺おれとアビスと戦士君とで耕していた島の畑があったが、これはかなり小規模だった。元々人が増える予定ではなかったから、自分だけの為ための畑だったのだ。

　だが、これからは島で自給自足できるようにならないと、俺に万が一があった場合、全員死ぬしかなくなる。無論、俺も死んだりするつもりはないが、保険は必要だ。

　一杯に水を貯ためた大きめの水みず瓶がめを開拓村から取り出し、農業用水とする。飲み水用にも水瓶を用意した。とりあえず、これで水で困る事態にはならないだろう。

「……とはいえ、やっぱり井戸があったほうが便利か」

　水が開拓村頼りというのは、いかにも不健全だ。井戸掘りにチャレンジするべきか。それとも水道橋を作るか……。

　いちおう現状でも、川から戦士君がツボや木き桶おけを使って水を運んできてくれるし、アビスの水魔法で出すという手もあるにはあるのだが、自分でできないというのもストレスになる。

　しかし、井戸にせよ水道橋にせよ、かなり大がかりな工事になる。せめて水源の場所がわかっていれば井戸を掘るのだが、こういう時に前世の水道のありがたみを感じずにはいられない。

　とはいえ、一応島の住居から少し離れた場所を掘るだけ掘ってみることにした。水が出ればラッキーぐらいの気持ちだ。労働力としての戦士君もたくさんいるし、ある程度は人手を割いてみるのもいいだろう。




　城の工事も着々と進んでいる。

　もともと、木材と石材は豊富にあったから、建築技術さえあれば建てること自体は可能だったのだ。

　一つだけ、屋根をどうするかという懸念があったのだが、陶器の製造が始まることによってこれも解決した。そう、屋や根ね瓦がわらである。

　今まで、この島で用意できる屋根材といえばバナナの葉っぱ一択だったのだが、なんとも大幅な進歩だ。まだ瓦をキッチリ同じサイズにできるほどの技術力はないのだが、とりあえず雨が凌しのげればいいのだ。




　開拓村のほうもレベルが上がった。

　つまり、村に魔ま導どう師しが誕生したのである。

　村人たちはレンがいる間、魔法の使い方やコツについてレンに聞き込みしまくっていたから、その中でも熱心な村人がついに魔法を成功させたのだろう。

　新しい能力の追加はなかったが、特産品が『ミカン』『小麦』『陶器』に変化していた。

　開拓村の特産品はどんどん変化していくものだが、最初期からあるにもかかわらず、ずっと残り続けている「ミカン」の強さが凄すごい。まあ、うちのミカンは本当に美お味いしいから違和感はない。前世でも滅めつ多たに食べられなかったようなレベルの味なんです。




　さて、開拓村で陶器が特産品になった関係で、島のほうでも日常的に陶器が使われるようになった。開拓村の成長は本当に早く、一定品質の陶器が取り出せるようになるまで二週間程度しか掛からなかった。

　ちゃんとしたお皿や鉢、土ど鍋なべ、フライパン代わりに使える陶板、そういったアレコレも手に入るようになり、島でも料理を作る機運が高まってきている。

　なにせ、今までは鉄製の鍋やフライパンの数も限られていたし、それを使わないならバナナの皮で素材を蒸し焼きにするか、そうでないならワイルドに火中に放ほうり込むか。そんな選択肢しかなかったのだ。

　しかし、最近は本当に作るものが料理らしくなってきている。調理器具は偉大だ。

「カイ君！　申し訳ないのだけど、少しだけ料理の素材を出してもらってもいいだろうか」

　その日、なぜかいつのまにか料理担当に収まったサラがやってきた。

「今日のぶん、もう出しておきませんでしたっけ？」

　俺おれはその日に使う分は、毎日共同の調理場に用意している。

　忘れたってことはないと思うけど……。

「いや、いつも同じようなものばかり作っているから、今日は少し違うものを作ろうかと思ってね。時間があったらカイ君もいっしょにどうかな？」

「いいですね。やりましょう」

　人生の楽しみの大部分は、食べることにあると思う。この島に来た最初の頃、食べるものといえばイモばかりで心底辟へき易えきしたものだった。生き残るのに必死だったから、食べられるだけありがたいというのは当然あったが……。

　城の建築予定地のすぐ近くにある調理場に向かう。調理場は、竈かまどが二個と作業台があるだけの簡単な作りで、全員分の食事をそこで作っている。

　今日出してあった食材は「イモ」「ミカン」「たまご」「牛肉」「タマネギ」の五種類だ。

「この食材でも、けっこういろいろ作れるのだけどね。カイ君、小麦も手に入るんだろう？」

「ありますよ。そういえば、小麦は少し手間だからって今まで使ってませんでしたね」

「時間も器具もなかったからね。だけど、そろそろ主食をイモから切り替えたい」

「そうですね。僕もパンとか食べたいです」

　イモはもう一生分食べたよ。

「じゃあ、小麦粉貰もらってきますね」

「ああ、頼む」

　開拓村に移動し、麻袋一杯の小麦粉をゲット。ちなみに、製粉に関しては水車を使った石いし臼うす粉ひきを技術指導したことで、開拓村にけっこう立派なものがすでにできている。

　村は石の加工技術も木材の加工技術もそれなりに高くなってきているので、問題なく作ることができた。

「戻りましたー。では、これ小麦粉」

「おお、ありがとう……って、なんだこれは!?」

　袋の中身を見て驚くサラ。なんだこれはって、小麦粉ですけど。

「真っ白じゃないか！」

「え、小麦って真っ白いものじゃないんですか？」

「いやいや、普通はもっと茶色いものが混じるだろう？　それにこんなに目の細かい粉じゃないし……。いや、これは品質が良いということか。あいかわらず凄すごいな君の能力は」

　なんでだろう。小麦自体は街で手に入れたものだし、この世界ではスタンダードなもののはずだが……。

「ちょっと訊きいてきます」

　また開拓村に入りエネルに訊たずねると、おそらく「カイの持っている常識で上書きされた」のではないかとのこと。つまり、俺おれが「小麦粉は白い」と信じ、それ以外の可能性を考えていなかったため、粉が白くなったのではないか……と。

　試しに、開拓村の小麦をそのへんの石ですり潰つぶしてみたら、確かに茶色っぽい色だった。決して白くない。というか、当たり前だけどお米と同じように胚はい芽ががくっついているわけで、これを取り除かないと褐色になるのだ。表皮だって今の技術では取り切れないだろう。

「じゃあ今までのものも、その『俺の常識』で修正が入ってたかもってことなのか？」

「もちろんだよ、カイ。この村自体が『カイの知識』を元にして作られているんだよ？　本当の世界とは似て非なる世界なんだね。例えば、カイは『卵は安全で新鮮なものなら生で食べても大丈夫』と思っているだろう？」

「まあ、そうだな」

　え？　違うの？　生で食べるよね、卵。

「カイが持ってきてくれた鶏が汚染されていた可能性は、私にもわからない。でも、生卵が食べられるかどうかは普通に考えて未知数じゃないかな。でも、この世界で生まれた卵は『カイの常識準拠』の品だから、絶対に安全なんだ。冷蔵庫に入れなければ腐ってしまうけれど、産みたて卵は生で食べても美お味いしくて栄養満点というね」

「な、なるほど……」

　いや、まあわかっていたよ。なにもかもが現実に沿っているわけではないってことは。

　しかし、逆に助けられていたんだな。俺おれの常識のなさに。半端な知識しかないからこそということか。良いか悪いかは一口には言えない問題かもしれないが。

　俺は開拓村から出て、事情をサラに説明した。

「うーむ、ならばこれは普通の小麦粉ということになるのか。使い方も同じでいいのかな」

「ものは同じなんだし、使い方だって同じじゃないですかね」

「そうだろうか。いや、悩んでいてもしかたがないな、こねてみるか！」

　腕まくりして気合いを入れるサラ。

　ある程度深さのある大きめの皿に、粉を入れ、少しずつ水を入れて混ぜ始める。

　コネコネコネコネ。

「卵とか入れないんですか？」

「たまご？　カイ君のところでは入れるのか？」

「いえ、わかんないですが、なんとなく入れるような薄ボンヤリした記憶が……」

「パンを作る時は入れないと思うが……、いやしかし困ったな。考えてみたらパン種がないんだった。これじゃ膨らまないぞ」

「パン種？」

　なんだっけ？

「小麦粉をこねた後に長い間放ほうっておくと膨らんでくるんだよ。その膨らんだ生地の一部を取っておいて次の日の生地に混ぜると、すぐ膨らむから、パン種として取っておくんだけど……。ここにはないから、今日は膨らまないパンにするか。パン種は私も作ったことないけど、多分こねて放っておけばいい……のかな」

　サラの知識はかなり曖あい昧まいだが、おそらくイースト菌のことだろう。なんらかの菌で発酵して生地が膨らむのは、俺も知識としては知っているが、それだけだ。本職のパン屋でもなんでもないサラの知識がこんなものでも仕方がない。というより、むしろ料理に詳しすぎるぐらいだ。元貴族のくせに。

「あ、開拓村にそのパン種あるかもしれません」

「そうなのか？　では頼むよ」

　というわけで、また開拓村に来た。

「やあ、カイ。今日はよく来るね。ずるずる」

「やあエネル。なんか美お味いしそうなもの食べてるな」

「いいだろう。『かまたまうどん』だよ」

「うどん！」

　陶器のどんぶりにまっ白い麵めん。真ん中に乗った生卵。

　なるほど、小麦粉の使い道。麵めんだよな、そうだよ麵だよ。麵ができるんだよ。

　いや。つい、そそられてしまったが、用件を忘れてはいけない。

「エネル、パン種ってわかる？　ってか村人パンとか食べてるの？」

「いや、みんなだいたい麵にしてるね。そこもやはりカイの常識が……」

「確かにパンより麵のほうが好きだったよ、俺おれは！」

　ということでパン種の入手は諦あきらめ、またサラの所に戻った。

「パン種はなかった！　麵にしよう！」

「え、ええええ。どうしたの藪やぶから棒ぼうに」

「麵棒とのし板も貰もらってきた」

　麵！　うどんでもラーメンでもパスタでもいいが、麵だ。麵だったら毎食でもいいな。

「うーん、まあいいけど。麵か。スコルパの街でいっしょに食べたのを思い出すよ」

「ああ、あれ美お味いしかったですよね。焼きうどんみたいなやつ。ナッツとか入ってて」

「ではやってみるか。一応、作り方は知っているからな」

「やりましょうやりましょう」

　さっきまでこねていた小麦粉をさらにこねる。まとまったものを伸ばして折りたたみさらに伸ばす。何度も折りたたみ伸ばすことでコシのある麵になる……らしい。

「けっこう重労働だな……」

　確かにコシがある。コシがあるから伸ばすのは案外大変だ。

「戦士君呼びましょう」

　困ったときの力仕事担当。戦士君を二体呼び生地作りを手伝ってもらった。

「そろそろいいんじゃないか？」

　小一時間も作業を繰り返して、十分こねあがった。

「ですね。あと確か少し寝かせるんでしたっけ？　お昼に間に合うように……二時間くらいですかね」

「それぐらいで十分だろうな」

　麵を寝かせている間、タマネギを刻み炒いためて、肉を一口大に切って焼いた。出だ汁しは、牛骨や香味野菜、海藻なんかで取る。味付けは塩だが、十分良い味になった。

　ふとサラの横顔を見る。

　初めて出会った時と比べると、サラの顔からは険がとれ穏やかになったと思う。

「サラさんは、今の生活……どう思っていますか？　なにか足りないものとかあります？」

　サラは鍋なべをかき混ぜながら、少し驚いた顔をしてこちらを向いた。

「ふふふ、私の様子を見てわからないかな。魔法なんか使えなくても、自分の居場所がある、料理もできるし、隣国に脅おびやかされることもない……。だから、とても充実しているな。私はこんな生活がずっとしたかったのかもしれないよ」

　楽しそうに笑ってそんなことを言うサラ。

　サラは元モンディアル公国の魔法使いで、今は『奴ど隷れいの首輪』という魔道具によって魔法を封じられている。この首輪を付けられると、主人が決まるまでは魔法が封じられてしまうのだが、主人が決まるとその本当の能力が解放され、魔法は使用可能になるものの、着用者の心は殺されて主人の命令に従うように服従させられてしまう……らしい。

　サラたちを助けた時、ユーリや元近衛このえ隊に付けられていた手て枷かせや足あし枷かせはカエデの『仮かり初そめの命』の能力によって外すことができた。物体に命を与え、外れるようにお願いすることによって、鍵かぎなしで外すという裏技だ。

　だが、サラの首輪にはこの裏技が通用しなかった。「奴隷の首輪」には「仮初の命」を与えることができない。おそらくだが、首輪にはなんらかの祝福者の能力が掛かっており、それが邪魔しているのだろう。

　今のところサラの魔法が必要ということはないのだが、しかし「奴隷の首輪」を付けられたままというのも嫌だろう。なにより俺おれが外してやりたい。

　次の春が来たら、また別の街を探しに外に出るつもりだ。そこでサラの首輪を外す方法も見つけてこなければ。

　この首輪は、外す方法以外にも、本来の能力である「主人に設定する方法」も不明である。ということは、なにかの間違いで誰かを主人に認定してしまう可能性もあるということだ。そんなことでサラの心が殺されでもしたら最悪だ。
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　しばし、お互い無言で料理を続けていると、サラが思い出したように、

「……それに、カイ君も時々こうして料理に付き合ってくれるしな」

　そう呟つぶやいて、少し照れて顔を背けた。

　サラからの純粋な好意を感じて、俺おれも気恥ずかしくなってしまった。




　二時間後。

　うどん作りは大成功し、ついに島の主食がイモから小麦粉に移り変わったのだった。

　これで少なくとも主食だけは、前世と並んだと言えるかもしれない。





　　　　◇◆◆◆◇






「お兄ちゃん、ちょっと来て」

　城作りも佳境を迎え、内装に着手し始めた頃、珍しくカエデに呼ばれた。

　本当はカエデとももっと遊んでやるべきなのかもしれないが、日々の生活に追われてレンや近衛このえ隊のみんなに相手を任せっきりにしてしまっている。

　まあ、なんとなくすごく年下という印象でいるけど、実年齢は俺の一個下なわけで、要するに同年代なのだ。俺の事情が特殊だから、カエデが幼く感じるというだけで。

「どうしたの？」

「ちょっと動かせないから、来て」

　グイグイと手を引っ張るカエデ。

　引っ張って行かれた先は、粘土を保管してある場所だった。

　いちおう島のほうでも陶器作りは開始していたのだが、こんな場所に何の用だろう。

「これをね、お兄ちゃんの村で焼いて欲しいの」

「これ……人形？」

「うん。これがあれば私もお仕事手伝えるんじゃないかなって」

　カエデが見せてくれたのは、粘土で作った一メートルほどもある巨大人形だった。丸と四角で構成された簡単な作りではあるものの、これだけの大きさのものを作るのは、かなり大変だったはずだ。

　目と鼻と口もあり、なぜか頭には角が付いていて、手にはしっかり五本の指をくっつけられている。すでに乾かん燥そうも十分なようだ。

「これに命を与えるのか？」

「うん。このままじゃ脆もろくってダメだけど、焼けば平気じゃないかなって」

「なるほどな……」

　実際どうかはやってみなければわからないが、やる価値はある。

　というか、カエデの能力だって俺おれの能力と同じように使えば使うほど育つもののはずだ。なるべく機会は増やしてやりたい。

「じゃあ、持っていくぞ」

「うん。お願いね、お兄ちゃん。ゴホッコホッ」

「ん？　風か邪ぜでもひいた？」

「ううん、今日朝起きたらちょっと喉のどが痛かっただけ。大丈夫」

「そっか。あんまり無理するなよ」

　風邪だとすると少し心配だ。しばらく経過を気にしておいたほうがいいな。

　俺はカエデが作った人形に触れながら、開拓村に移動した。

　エネルとコロモに事情を話し、人形を渡す。基本的には管理人であるエネルたちに渡しておけばＯＫだ。陶器の焼成には数日を要するものだし、俺がずっと見て監督するわけにもいかない。というより、すでに村人たちのほうが技術は上だ。

　数日後、開拓村を訪れると頼んであったカエデの人形が仕上がっていた。

　本来ならば、こんな土の塊みたいなものを焼くのは難しいのだろうが、そこは細部がデフォルメ化された開拓村ならではといったところか。

　ひび割れもなく綺き麗れいに仕上がっている。俺は早速それをカエデに渡した。

「どうだ、カエデ。綺麗に焼けただろう」

「うん、カチカチだね。強そう」

　まだ横たわった状態だ。俺にはあまり強そうには見えないが、カエデのトモダチよりかは、いくぶんか強そうではある。

「仮かり初そめの命！」

　カエデが陶人形にその小さな両手を置き、能力の名前を口にする。

　左胸の聖せい印いんがわずかに輝き、人形に命が吹き込まれる。

　カッと見開く巨大陶人形の瞳ひとみ。自らに命を与えたカエデを一目見てから、想像を超えたスムーズさでスックと立ち上がった。そして、カエデに向かって恭しく一礼して見せた。

　体高一メートル程度で人間と比べれば小柄だが、想像していたよりもずっと機敏な動作だ。陶器で出で来きているから、ものすごく動作が遅いものと、漠然と考えていたのだが。

　……ていうか、これゴーレムってやつなんじゃないか？　一般的にいうところの。

「いいじゃん。これならカエデを護まもるのに十分そうだな」

　カエデの護身用には、かなり良い能力だろう。

「名前はどうするんだ？」

「あっ、そうだね。名前付けてあげなきゃ。なにがいいかな？」

「カエデのゴーレムなんだから、好きに付ければいいよ」

「ごーれむ？」

　首を傾かしげるカエデ。そうだよね、ゴーレムなんて一般的な名称じゃないね。

「こういう命を吹き込まれた人形のことをゴーレムって言ったりするんだよ」

「じゃあゴレちゃんにする！」

　そんな安直でいいのかという気もするが、本人がいいならいいだろう。

「性能試験してみる？」

　ゴレちゃんがどの程度働けるのかは未知数。というか、カエデの能力はまだよくわからない部分が多い。基本的にトモダチにしか能力を使っていないから。

「とりあえず、走ってみて、ゴレちゃん！」

「ヴィ！」

「返事したぁ────！」

　そういえば、カエデのトモダチも喋しやべってるの見たことあったな。

　ゴレちゃんがガッシュガッシュと走る。走る。走る。

「わー、速いね、お兄ちゃん」

「陶器製とは思えない動き」

　衝撃でパカーンと割れそうなものだが、意外と丈夫だ。素体がいいのか、カエデの能力が凄すごいのか……。考えてみると、俺おれの能力とカエデの能力のハイブリッドなんだよなこれ。

「重い物も持たせてみよう」

「じゃあ、あそこの石を持ち上げてみて、ゴレちゃん」

「ヴィー！」

　カエデが指さした石──いや、あえて言おう。岩であると。

　直径一メートルはあるし無理なんじゃないですかね……。

「ヴィヴィヴィー！」

「持ち上げよった！」

　自分の体より明らかに体積がありそうな大岩を持ち上げるゴレちゃん。ってこれ、戦士君より力持ちだよ？　いきなり近接最強戦士誕生だわこれ。

「すごいすごーい！　ゴレちゃんちからもちー！」

「ヴィー！」

　片腕を上げて叫ぶゴレちゃん。めっちゃ面白い。

　現在カエデは同時に三体に命を吹き込むことができる。

　つまり、ゴレちゃんは三人体制まで可能ということだ。凄すごい。

　なにが凄いかって、やっぱりアラミラが凄い。

　伊だ達てに封印指定喰くらってないわ。ヤバいぞアラミラ。

「とにかく、ゴレちゃんが力仕事手伝ってくれたら、島の開拓もどんどん進みそうだな。こいつのパワフルさは頼りになるぞ」

「うん、私も役に立てそうで嬉うれしい！　すぐもう二体作るから、そしたらお願いねお兄ちゃん！　ゴホッコホッ」

「まかせろ」

　話していてカエデが時々咳せきをするのが気になったが、次の日にはほぼ治っていたので、本当に少し体調を崩した程度だったようだ。

　カエデは宣言通りにゴーレムの素体をもう二体制作し、一ヶ月後には島に力仕事比類なきゴーレムが三体働いているという状態になった。カエデの『仮かり初そめの命』は一日に五時間程度で効果が切れるが、労働力としては十分すぎるほどだ。

　そして、これが、カエデのゴーレムマスターへの道の第一歩になるとは、この時は予想もしていなかったのだった。





　　　　◇◆◆◆◇






　そんな風に忙しくも賑にぎやかな日々を過ごし、サラたちが島に来ておよそ四ヶ月。

　島に植えた小麦から初めての芽が出た頃、ついに城が完成した。

　平屋では「城」っぽくないということで、強引に二階建てにしたので、まだなにもないに等しいこの島の中ではとてつもない威容を誇っている。

　完成のお祝いで島民全員でパーティーをして、その夜。

「……私はマスタといっしょに寝るの」

「いいえ、順番です。アビスさんがなんと言おうと」

「私は最後でいいぞ！　心の準備とかあるし！」

　できたばかりの城の俺おれの部屋で、アビスとユーリとサラが言い合いをしている。

　というより、アビスとユーリがか。

「……マスタを温めるのが私の役目なの。今までもこれからも」

「ですが、アビスさん。カイ様はみんなの王になったのですよ？　今までとは違いますわ」

「……じゃあ三人で寝ればいい」

「さんにんっ!?　さすがにそれは、恥ずかしいというか……」

　なんの話だ。

「とりあえず、今日はもう疲れてますし、普通に寝ましょう。もう三人でも四人でもいいですよ」

　もうずっとアビスやレンとカエデと一緒に寝てたから、今さらいっしょに寝ること自体に色っぽい想像をすることもなくなってきている。

　ユーリが用意した俺のベッドはなぜか無む闇やみに広く、無理をすれば四人でも眠れそうなくらいだ。

　ちなみに、レンとカエデは普通に部屋を与えられて、そっちでいっしょに寝ている。レンとカエデは仲良しでとても微笑ほほえましい。こっちも微笑ましくいこう。

「はいはーい、おやすみー」

　問題を先送りにしたとも言えるが、とにかく寝てしまうことにした。

　ユーリがやけに嫁とか王とかに拘こだわるのは、自分の血筋を絶やさない為ためなのか、それともモンディアル人を代表して人ひと身み御ご供くうになったつもりなのか、そのあたりをハッキリさせないと、俺おれも安易に乗っかろうという気になれないのだ。

　わりと素直に好意を表に出してくれているサラとなら、やぶさかでもないのだけどなぁ。




　次の日。俺は部屋にユーリを呼び出した。

　ユーリにはいくつか訊ききたいことがあったからだ。

「祝福を……？」

　少しいぶかしむ表情を見せるユーリ。

　訊きたいことの一つは、彼女の祝福のことだった。自分から言ってくるのかと待っていたのだが、どうやら話す気はなさそうだったので、城も完成したこの機会に訊いてみることにしたのだ。

　本来なら祝福者に神の名を訊たずねるのはタブーな行為。だが、みんなの力を合わせなければ生きることすら難しいこの島で、そんなことを言っている余裕はない。

　ユーリが祝福のスキルを使っているところは見たことがないが、有用なスキルであるならば活用したい。

「神の名……。ふふ……神しん殿でんからは絶対に口外せぬよう厳命されていましたが」

「秘密だったか？　よほどの理由がないなら、教えて欲しいんだけど」

　正直、神のことは謎なぞが多い。神殿がなぜ秘密にしているのかも、よくわかってはいないのだ、例えば神の名を知ってしまうことで呪のろいのようなものを受けたりなど、可能性がないとは言い切れない。まあ、そんなことがあるなら俺がとっくに呪われているだろうけど。

「理由？　あの人たちはただ秘密にしておきたいだけなのですわ。城にいたころならば、神殿との約束も守ったでしょうが、今更ですから。もちろん、カイ様にはお教えしますわよ」

「よかった。それで、何の神……？」

　神の名前と種類は、ほとんど神殿の手により秘匿されている。育ての父親が高位神官だった俺でも、有名な神以外は知らないのだ。

「……なんか、ただ教えるのももったいないような気がしてきました」

　とつぜんもったいぶるユーリ。

「せっかくですし……ハグでもしてもらっちゃおうかしら」

「ハグって」

　別にいいけど、改まって言われると恥ずかしいぞ。っていうか、ユーリは島に来てから二人きりになると、とつぜん抱きついてくることがあったし、単純にハグが好きなだけなのかもしれないが……。それとも、お姫様には日常的なアクションなのかな？

「いやですか？　ハグくらいなら、別にしてくれても……」

「そりゃいいけど……、あ、あとで！　あとでするから。必ず。とりあえず祝福だけ先に教えてくれ」

　必殺、先送り。まあ、ハグはまたタイミングをみて……勢いのある時とかに。

　俺おれの言葉にユーリは肩をすくめた。

「仕方ないですわね。では、お教えしましょう。私の祝福は『盾の神』ラインの祝福。不可侵の神の盾を作り出す能力ですわ」

「ライン！　盾の神ラインか！」

　ラインは子どものころにメモった中にあった名前だ。

　盾の神だなんていかにも強そうじゃないか。そんな戦闘向きなものがあったとは。さすが神しん殿でん汚い。戦闘向けの祝福は存在しないなんて、やっぱり噓うそじゃないか。

　厳げん密みつには盾は戦闘に役立つだけで殺傷能力はないって言い分なのかもだが。

「私たちが帝国の追っ手からある程度まで逃れることができたのも、私のこの能力とサラの魔法があったからなのですよ。……結局、奴ど隷れい商に捕まってしまったわけですが」

　ユーリは本物のお姫様だ。詳しい話は聞いていないが、ユーリの国であるモンディアル公国は、隣国である強大な帝国に攻め込まれ、瞬く間に落とされてしまったのだという。

　本来ならばユーリと彼女を護まもる第三近衛このえ隊も殺されるか、帝国兵に捕らわれ本国送りにされていたところなのだろうが、彼女の能力と魔法使いであるサラの活躍で途中までは落ち延びることに成功していたのだ。

　結局、元々ユーリを狙ねらっていた奴隷商に見つかり、奴隷商の有する強力な魔法使いに敗北。そのまま奴隷となってしまったわけだが……。

「で、盾ってどういうのが出るんだ？　見てみたいな」

　鉄の盾が出るのか、それともクラシックに木製だったりするのか。俺の「開拓村」みたいな、意味のわからない能力が実在するのだ。どんな盾でも有り得そう。

「カイさんは実は一度見たことがあるんですよ？」

「うそ、全然覚えがないけど……」

「ほら、あのスコルパの街で大立ち回りしたとき」

　ユーリたちを奴隷商館から連れ去る時に、商館で雇われた傭よう兵へいや街を護る衛兵たちと町中で戦闘になった。あの時は戦士君たちの活躍でなんとかなったのだが、その時にスキルを使っていた？

「全く気付かなかったな」

　さすがにいきなり盾を出したなら気付きそうなものだが……。

「では、約束のハグをもらいますわ！」

「わっ！　な、なに」

　唐突に抱きついてくるユーリ。その柔らかな感触に狼狽うろたえてしまう。てか、結局自分から抱きついてくるのかよ！

　確かにユーリは美人だし、年齢も近くて、そういう対象じゃない……なんてことは全くないのだが、彼女自身がどう考えて行動しているのかは、イマイチわからない。

「今日は引ひき剝はがされませんよ。『戦乙女の聖域！』」

　ユーリがスキル名らしき言葉を発すると、周りの音が唐突に消えた。

「さあ、これなら邪魔は入りませんわ。もう、逃がしませんわよ、カイ様♡」

「な、なにを──って、え？　なにこれ」

　後ずさろうとして、しかし、すぐに踵かかとが壁のようなものに当たった。

　自分の背後にもユーリの背後にも、なにか透明な壁のようなものがあり、目には見えないが外界と遮断されているようだ。それが右にも左にも上にもある……つまり、透明な壁に閉じこめられているのだ。

「これが盾の神の祝福です。術者の周りに不可侵の目に見えない壁を作り出す力」

　抱き合った格好のまま、耳元で蠱こ惑わく的てきに囁ささやく。なるほど、強力な能力だ……。

「すごい……これって攻撃されても破られないのか？」

「並の攻撃では干渉されませんわ。もちろん魔法も」

　魔法も防げるってのは素直にすごい。ただ──

「でも、これ範囲狭すぎるでしょ……。事実上術者だけ護まもる能力なのか？」

　ユーリの柔らかさと体温に大分理性をやられつつも、平静を装い訊たずねる。

「え？　もちろんもっと範囲を広げることはできますわよ。今はカイ様を誘惑してるだけですから」

　そう言いつつ、俺おれの背中に回した腕の力を強めるユーリ。

「あら、ちょうどこの能力の強さを試すのに良い相手が」

　ユーリの言葉と視線の先。振り返ると、俺を探しに来たのかアビスが扉を開けて入ってくるところだった。

　アビスは、いつもどおりの感情のうかがい知れない表情のまま、少しだけ首をかしげ、そのままジッと抱き合う俺とユーリを見つめ、歩み寄ってきた。

　そして、なにかを口にしながらこちらへ手を伸ばす。

　しかし不可視の壁によって、その手は遮られた。

「音も遮断されてしまうのが、この能力の難点なのですわ」

「確かに……まあ音が聞こえないのはもしかすると利点にもなりえるのだろうけど」

　攻撃に伴う爆音も遮るわけなのだから。爆弾を近くに落とされても平気かもしれない。

　そんな話をしている間にもアビスは、不可視の盾をペタペタと触って俺おれたちの周りをグルグルと回る。

　ユーリがどういうつもりか、身を捩よじるようにして身体からだを押し付けてくる。

「ちょ、やめろって。アビスがなんともいえない顔して見てるだろ」

「見てないところなら、いいんですか？」

「そういう意味じゃないけど……」

　そんな俺たちのやりとりを見て、俺が困っていると感じたのか（実際困っているのだけど）、盾の向こうのアビスが大人の姿になる。

　そして、不可視の壁に向かってパンチを繰り出しはじめた。

「お、おい！　アビスが緊急事態かなんかと勘違いしてるだろ。そろそろ解除してくれよ」

「緊急事態ですか。確かにあの子にとっては、そうかもしれませんわね」

　アビスは俺がこの島に捨てられる以前から、この島で暮らしている人造人間で、本人曰いわく一〇〇〇年前に作られた『アビスという名の魔法使いのレプリカ』なのだそうだ。当時の技術がどれほど高度だったのか、アビスは一部を除いて普通の人間とほとんど変わらない。頭に角が生えていたり、魔法をほとんど無限に使えたり、普段は省エネモードの『子どもの姿』でいるが、いざという時には『大人の姿』になることができること以外は。

　アビスが、マスタマスタと呼びかけながらパンチを繰り出すのが、口の動きでわかる。

　大人アビスは魔法で基礎身体能力を大幅に向上させており、このなにげないパンチも実際には相当な威力だろう。だが、ユーリが作り出した盾はビクともしない。

「おい、ユーリ。さすがに可哀かわい想そうだろ、はやく能力解除しろって」

「そうですね……でももう少しだけ……。いつもアビスさんに邪魔されて、なかなかこういう機会ありませんから」

　能力を解除するどころか、俺の肩に頰ほおをうずめてくる。ユーリのすこしウェーブのかかった柔らかい髪が、首筋に流れてこそばゆい。

　視界の端に映るアビスがパンチを繰り出すのを止やめ、ついにバチバチと魔力を活性化しはじめた。殴ってダメなら焼いてみようの精神だこれ。

「ユーリ！　いい加減にしないと怒るぞ！」

「仕方ありませんね。……いっつも邪魔するんだから」

　ブツブツ言いながら能力を解除するユーリ。とたんに世界に音が戻り、ユーリは俺から身体を離した。入れ替わるようにしてアビスが抱きついてくる。

　……なんか、アビスも抱きつき癖があるんだよな。

「……マスタ、大丈夫？　困ってるみたいだった」

「困ってたっちゃ困ってたけど、大丈夫だよ」

　まあ別に攻撃されてたわけでもないし。……ある意味では攻撃だったのかもしれないが。

「アビスさんは過保護ね。そんなことじゃカイ様に愛想を尽かされるわよ」

「ユーリ！」

「カイ様もですわ。あなたがアビスさんを可愛かわいがっているのはわかりますが、彼女は魔法使いですわ。戦となれば、先陣を切って戦って貰もらわなければならないのですよ？」

「それは、わきまえてるよ。実際、アビスの戦力には期待しているしな。でも、そんな言い方することないだろ」

　ユーリはアビスが人造人間であることを知らない。

　というか、まだ誰にも話していない。話したほうがいいのか、それとも話さない方がいいのか。俺おれにはその判断が未いまだにできていなかったからだ。アビスの人となりを知ってもらってから、いつか話せればと思っていたのだが……。

　だが、だからこそこういう行き違いが出る。

　アビスに人間並みの感情の機微が伝わると期待するのは無理というものだろう。

「アビスは違うんだよ、そういうんじゃないんだ」

「では、なんだというのです？」

　アビスは家族だ。一生一緒にいると誓った。

　今のところはそれだけだし、それがすべてだ。

「うーん…………。なんだろう、まあ、とにかくアビスは家族だから」

「ならば、私もサラも家族ですわ。この際、アビスさんが正妻でも構いません、でも私たちの相手だってしてもらいますわよ」

「相手……。うん、まあちょっと先に誤解から解いていくと、アビスとはそういう関係じゃないからね」

「え？　でも……」

「だから、ユーリともサラとも、すぐにそういう関係に……というつもりないから」

　俺がハッキリとそう言うと、ユーリは虚を衝つかれたような顔をした。

　単純に誤解していたのだろう。他のみんなも誤解しているかもしれないし、しっかりと解いておいたほうが良さそうだ。

　もちろん、いずれはという気持ちはあるし、そりゃあ俺だってそういうことしたい気持ちが全くないわけじゃあない。でも、今のこの状況はどう考えても不自然だし、お互いの気持ちも謎なぞのままだ。

　青臭いかもしれないけど、俺の前世での常識がどうしても邪魔をして、そういう気持ちになれないのだった。

「……ねえ、マスタ。私、愛想尽かされちゃうの？」

　大分遅れて、アビスがくいくいと袖そでを引っ張りながら言う。

　アビスにとっては、俺おれとの繫つながりがおそらく自分の中で一番大切なものなのだろう。これは自惚うぬぼれではない……と思う。

「尽かさないよ。アビスはアビスの思うようにやってくれればいいよ」

「……よかった。そうする」

　これが思うようにやる結果だと言わんばかりに、また抱きついてくるアビス。

「カイ様も過保護ね」

　ユーリはそう一言呟つぶやいて、なにかを諦あきらめたようにベッドに腰を下ろしたのだった。




「カイ様。私からも訊きいてよろしいですか？」

　ベッドに座ったまま、ユーリが言う。

「……あなたの祝福はなんなのです？　自分だけが入れる村を持つ能力だなんて聞いたことありませんし、まして、あれだけの物資を無尽蔵に取り出すことができて、しかもスコルパからここまでも瞬間的に移動できるなど、凄すごいなどという次元では片付けられない能力ですわ。……ファーレー教は元々秘密が多いですが……それにしたって……」

　遠慮がちだが、しかしユーリの目はまっすぐに俺を捕らえていた。

　おそらくずっと気にはなっていたのだろう。もしかすると、俺がユーリの祝福を訊くまで待ってくれていたのかもしれない。しかし、教えていいものかどうか……。

　俺に祝福を授けた神『アラミラ』は、神しん殿でんからはどうやら邪神認定されているらしいし、俺やカエデ、それ以前にだって何人もの子どもを島流しにしているのだ。

　おそらく、神殿にとってアラミラの名は秘中の秘。神殿で働く神官である父親が持っていた『神の名』が記された本にも、アラミラの名はなかったほどなのだ。

　どうするか……。

「ユーリはカエデにも同じ質問した？」

　同じアラミラの祝福者であるカエデには、神の名は教えるなとクギは刺してあった。

　だが、俺のような転生者でないカエデは、年齢相応の子どもでしかない。ユーリあたりに訊たずねられれば、教えてしまっていてもおかしくはない。

「カエデちゃん？　いいえ……確かにそういえばあの娘こも不思議な能力でしたわね。人形を動かす力……でしたか」

　カエデは自分の人形や、先日作ったゴーレムに命を与えている。確かに能力の詳細を知らなければ、ただ『人形を動かしている』だけに見えるのかもしれない。

　実際には、彼女の能力は『物体に仮かり初そめの命を与える』という、規格外のものなのだが。

「聞いてないならいいんだ、えっとそう、俺の祝福ね……」

　まあ別に教える事自体はいい。この島の状況そのものが異常なものだ。これからもアラミラの祝福者は捨てられるだろう。ユーリたちには、そういう部分も含めて知っていてもらいたいし、協力して欲しいというのもある。

「やはり、秘密……ですの？」

「いや、いい機会だから話しておくよ。だけど、これを聞いたらもう後戻りはできないと思ってくれ。神しん殿でんに知られれば確実に捕らえられるか……最悪、殺される」

　俺おれが少し脅かすようにそう言うと、ユーリは一瞬驚いた顔をした後、静かに頷うなずいた。

　そして、俺はすべてを説明した。

　祝福の儀式の最中に攫さらわれて、この島に捨てられた事も、俺とカエデが「アラミラ」の祝福者であることも、これからも島に捨てられるであろうアラミラの祝福者を保護する為ために国を作るのだということも。

「なぜ神殿が俺たちを殺さずに、わざわざこんな絶海の孤島に捨てるのかはわからない。だけど殺されないのなら、生きたいし、これから捨てられるであろう祝福者たちだって、生かしていきたいと思う。それが俺がここに国を作る一番の理由」

　いつかは、アラミラの祝福者が死んでいないどころか、島に住み着き生き長らえているとバレてしまう日が来るのかもしれない。その時、神殿がどういう対処をするのかはわからない。

　ただ島で暮らすだけならと静観し手を出してこない可能性もあるし、軍を送り込んできて全員を捕らえようとする可能性もある。いずれにせよ、その時に黙ってやられないだけの準備はしておかなければならない。

「神殿は秘密の多い組織とは思っておりましたが、まさか、そんなことまでしていたなんて……。祝福の儀式をわざわざ大きな街だけでやる理由も、そのアラミラの祝福者を見つける為と考えればつじつまが合います」

「そうだな、一網打尽にするなら集めるのが手っ取り早い」

　他にも理由はあるのだろう。だが、審問官が参加している理由は、アラミラの祝福者を見つける為だけなのは間違いがない。

「敵は強大……強き国にしなければなりませんね」

　ユーリが静かに呟つぶやく。彼女の言うとおりだ、やるからには強い国にしなければならない。宗教的に反逆者である上にただの孤島が全領土の国。弱ければ生きる権利を主張することすら叶かなわないだろう。

　いつその時が来ても後悔することのないように、最低限のことだけはやっておこう。





　　　　◇◆◆◆◇






「全員ー！　傾注！」

　レンが戦士君たちの前に立つ。

「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」

　綺き麗れいに並んだ戦士君たちが一斉に返事をする。

　戦士君は総員で現在二百体。もう軍団と言ってしまって差し支えない。

「レン、ありがとう」

「いえ！　でも、急にどうしたんですか？　戦士君を全部集めるのなんて、初めてでは？」

　確かにそうなのだ。戦士君は普段わりと好きなようにさせてるので、全部集めたことがなかったのだが、今回集めてみたらめちゃくちゃ増えていた。

「ちょっと必要なことがあってね。すぐには効果ないと思うけど」

　戦士君はこの島での兵士だ。元近衛このえ隊員をそのまま近衛隊として採用するならば、兵士はやはり戦士君となるのだろう。ゴーレムは……兵士（大）だろうか。

「よし、では戦士君は、同じ色の頭ず巾きん同士で集まってくれ！」

「オサ？」「オサ？」「オッサー！」「オサ？」

　なんでそんなことするの？　と言わんばかりに、頭にハテナが浮かんでいるが、とにかく赤なら赤、青なら青と、同じ色同士で集まってもらう。

　戦士君はどういうわけか、頭巾の色が何色かに分かれていて、とてもカラフルだ。

　赤、青、緑、黄色、紫、水色、ピンク。七色に分かれていた。

　赤と青と緑が一番多くて、次いで黄色。紫、水色、ピンクは少なめだ。

　色分けしてから、身体能力試験を行った。色によって戦士君の性能差があるかどうか調べるべきだと思ったのだ。もちろん、色による能力の差などないのかもしれないのだが。

　だが、試してみたら面白いもので、明白な違いが出た。結果はこうだ。

　総合力の赤、瞬発力の青、力の緑。持久力の黄色、判断力の紫、泳ぎの水色。

　ピンクに関してはなにが得意かよくわからなかった。

「まあ、それはそれとして」

　兵として編成をしようと思う。とりあえず、二百体程度なら、へんにばらけさせず、色ごとに行動してもらうようにしようか。

　紫だけ妙に判断力が高いから、隊長に任命してみても面白いかもしれない。

　というわけで、紫を隊長として、赤隊・青隊・緑隊の三つに分けた。黄色と水色とピンクは均等に割り振ってみた。

「問題は武器だな」

　兵隊なら武器がなければ話にならない。現状は鉄がまだないので、石器がメインの武器になる。ちょっと暴れるだけなら木製の武器で十分だが、もし神しん殿でんが本格的に攻めてくるなんてことがあったら、戦争だ。しっかりした武器、なにより防衛設備は必ひつ須す。

　元近衛このえ隊員に軍隊の訓練の仕方を教えてもらって、戦士君の訓練も始めていこう。




　戦士君を解散させて、俺おれは開拓村に移動した。

「エネル、戦士君用の武器ってなにかいいのあるかな」

　俺は発想が貧困だからダメだ。剣と槍やりと斧おの。それ以外だと投石とか、せいぜい縄なわとかぐらいしか思い浮かばない。

「ん？　何用？　人間相手？」

「人間かな」

「相手のメイン武器が弓だった場合、戦士君だとかなり厳しいよね。彼らはあくまで戦士だから。もっと他の兵科もないと」

「ん？　戦士君以外にもいるの？」

「え？　種合成まだ試してなかったの？」

　種合成！　そうだ、新しい村の能力だ。種はだいたい戦士君にしてしまっていたんで、しばらく無理だなと忘れていた。

　こないだのレベルアップでエネルから種を十個貰もらっていたのだった。

「試してみなよ。その赤い種は一番スタンダードな種類だから、いくつか掛け合わせればもっと強いものができるよ」

「金色の種になったり？」

　レンが生まれた金色の種は開拓村のレベル二桁けた達成のご褒美で貰ったものだ。

　エネルの話では、次にはレベル五十か百の時に、出せるかも……とのこと。

「さすがに金は無理だよ。千個とか合成すればありえるかもしれないけど」

「やっぱ金は特別だったか」

　とにかくやってみよう。俺は、赤い通常の創造の種を取り出した。全部で十個ある。

　能力は不思議と頭に使い方の説明が浮かぶ。この能力は『同じ色の種を合成する』能力らしい。今は赤い種が十個あるから問題ないが。

「えっと……種合成！」

　種二つを手のひらで包み込んだ状態で能力使用の宣言をすると、手のひらがホンワカと光る。光が収まってから、手を開くと、そこには──

「紫だ……」

「紫だね」

「これって、なにが生まれるの？」

「さあ？　カイが必要としているものが実るんじゃないかな！」

「前も聞いたな、そのフレーズ」

　埋めてみればわかるかもしれないが、しかし赤から紫となると、指揮官戦士君のことが頭に浮かぶ。紫の種からはつまり指揮官戦士君が生まれるということなのでは？

「倍プッシュだ……」

「まだまだ終わらせない……！　地じ獄ごくの淵ふちが見えるまで……！」

　やけにノリの良いエネルは放ほうっておいて、もう一つ紫の種を合成で作製する。

「ではこの、紫の種同士を合成すると……？」

　紫同士の掛け合わせは、つまり赤四つ分だ。戦士君四体分。

　てのひらでパアッと輝いた種は、開くと黒い種だった。

「黒だ！」

　赤→紫→黒ときた。次の色が実に気になる。だが、この黒い種も植えてみたい。

「ば……倍プッシュだ……！」

「本気……？」

　今ここには十個の種があるのだ。赤い種四個で黒が作れるなら、黒同士の掛け合わせ、やってみないわけにいくまい。黒はまたいつでも作れる。

　というわけで、早速合成してみた。てのひらでパァッと輝く光は、黒の時よりも強くなっているように感じる。はたして赤八つ分の種は──

「白だ！」

　つまり、こうだ。赤→紫→黒→白。次がどうなるのかも非常に気になるが、種が足りない。またレベルアップを待つしかないだろう。今いる戦士君を種に戻すという手もあるが、なるべく人員は減らしたくない。

「どうする、カイ？　倍プッシュは？　種が二個残ってるから、あと六個でもう一段階いけるよ？　はぁはぁ」

「なんでエネルがそんなに興奮してんの……」

　さすがに、この白い種は一度植えてみるつもりだ。

　白い創造の種から何が出るのか、とても興味がある。




　島に戻り、よく戦士君が埋まっている畑に白い種を植える。

　貴重な種なので、紫戦士君を番として置き、生えてきたら伝えるように命令しておいた。

　次の日、紫戦士君が呼びに来たので見に行くと、白い頭ず巾きんの戦士君が生えていた。

「まさかというか、予想通りというか……白戦士君……？」

「……収穫してみよ」

「そうだな……」

　アビスに促され、白戦士君を掘り出す。

　掘り出した瞬間、脳内に電流走る──！

「これ、僧そう侶りよだ。戦士君じゃなくて、僧侶ちゃん」
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「オサ！」

　僧そう侶りよちゃんは白い姿で、戦士君と違い魔法のステッキのようなものを手に持っていた。

「オサ！　オサ！」

　僧侶ちゃんが踊るような仕草でステッキを振ると、不思議な輝くモヤモヤの塊が俺おれの体を包み込んだ。そして、それが徐々に体内に吸収されていく！

「お、おおおおおお！」

「オッサー！」

　体が癒いやされていくのがわかる！　回復魔法だこれ！

　特に外傷とかはなかったのだけど、体力面でなんだか、ホンワカ元気になっていくのがわかる！　すごい！

「ありがとう、僧侶ちゃん！」

「オッサオサー！」

　僧侶ちゃんはぺこりと一礼して、どこかに走って行った。多分、他の人を癒やしに行ったのだろう。

　もしかしたらと思ってはいたが、ついに島に回復要員が。

　いずれ外傷に対してどの程度治ち癒ゆ力があるかも試しておきたいな。
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「しかし、もう開拓村ってより、ちゃんとした大きめの村だなこれ……」

　ひさしぶりに開拓村を見て回っている。村人には俺おれの姿が見えていないから、人目を気にせず細部まで好きに見て回ることができるので楽しい。

　村のレベルは現在24。少し前までの原始的な村から、より人間的な世界へと変へん貌ぼうを遂げていた。

　村人たちの服装にも変化が見られ、今までのような麻で出で来きた薄っぺらい服だけでなく、ウールの服や、革を使った服を着ている者もいる。靴くつも、裸足はだしの人間はおらず、みな、なにかしらの履き物を着用していた。

　なんというか、文明度が一気に上がった感じだ。

　これには、コロモの影響も少なからずあるだろう。

「ん？　これ店か？」

　感心しながら歩いていると、看板が掛かった建物が目に入った。

　今まではなかったもので、看板のデザインからは何を売っている店かはわからない。

（入ってみるか……？）

　店はちゃんと扉が取り付けられていて、この扉を開いて中に入るのは、少し勇気がいる。

　今までは、扉なんて概念があるのかすら怪しい建物しかなかったわけだし。

「お、おじゃましますよー……」

　扉を開き、恐る恐る中に入る。いくら姿が見えていないといっても、こういうのは緊張するものだ。

「いらっしゃい！　……って、あれ？」

　女性の店主だったが、俺の姿は見えていないので、不思議そうにまわりを見回している。

　店主にとってみれば、俺は幽霊かなにかみたいなものだ。しかも、村の物を触ることはできるのに目には見えないという謎なぞ存在。ちょっとしたオカルトかもしれない。

「……誰もいない？　なんだろ……人の気配はするんだけどなぁ」

　ブツブツと独り言を云いう女店主。なかなか鋭い。俺としても不思議な感覚だ。

　彼女にとって、俺はどういう存在にあたるのか。創造主というのは大げさだろうが、ここが俺の能力の世界だとするならば、そういうことになるのだろう。

　しかしもっと厳げん密みつには、これはアラミラの祝福が生み出した世界である。つまり、神はアラミラであり、俺はその力を代行しているということ。つまりキリストだ。アーメン。

　女店主が扉を閉めて、椅い子すに座り直す。

　俺は見られているような見られていないような不思議な気分で店内を眺めた。

（なるほど、鉄器の店か）

　品数は多くないが、村ではまだ生産されていない鉄製品が並べられている。

　エネルから、行商人が村に来るようになったという話は聞いていた。鉄器はその商人から物々交換かなにかで仕入れたのだろう。クワやカマ、レーキ、斧おの、ナイフなども売っている。作りはそう良い物ではないが、機能的には問題なさそうだ。

　これらの商品は、俺おれがエネルに頼んでも手に入れることはできない。あくまで村人たちだけの間で流通する道具ということだろう。

　ひととおり確認してから、俺はまた扉をあけて店の外に出た。

　店主はまた「いらっしゃい」と口に仕し掛かけてから、悲鳴を上げていた。そりゃ、勝手に扉が開いたり閉じたりしたら怖いよね……。

　その後も、村を見て回ってからエネルのところに戻った。




　数日後、開拓村を訪れると、エネルが興奮した様子で、

「カイ、おめでとう。開拓村に宗教が誕生したよ！」

　と、わめき立てた。

「宗教？」

　なぜ突然？　全然そんな兆候なかったように思うけど。

「カイが時々村を回るよね？　彼らの間で扉が勝手に開いたとか、お供え物が減ってたとかいう噂うわさ話ばなしが広がってたからさ」

「それがどう宗教と繫つながるんだ？」

「私が『それはきっとカイの仕業だね』って教えてあげたんだよ」

「それ八割エネルのせいだよ！」

　ってか、それだと普通にカイという名前のイタズラ好きな妖よう怪かいがいる……という話になるんじゃないのか？　やだよ、イタズラ妖怪を祭る宗教なんて。

「それで、どういう宗教になったんだ？　悪さすると俺に攫さらわれて神隠しに遭う宗教？」

「そんなんじゃないよ！　ちゃんと、カイがみんなにいろいろな物を持ってきてくれているから、村が発展していけるって説明したし！」

「そんな説明しちゃうんだ……」

　いや別にいいんだけど、あんまり核心に触れるような部分は教えて欲しくないかも。

「あんまり余計なことは教えないほうがいいんじゃないか？」

「ん……？　開拓村はカイの能力の世界だってこと？　さすがにそれは教えないよ。教えても理解できないだろうしね」

「そっか」

　俺が死ねば開拓村も村人も残らず消え去るのだ。俺の中にある世界である以上、その寿命は俺の寿命と等しくなってしまうのは避けられない。そういう部分は知らずに村人たちには過ごして欲しい。……完全に欺ぎ瞞まんでしかないが。

「それで、どういう宗教になったんだ？」

「そりゃあ、当然カイを奉る宗教だよ。一神教だね。細かい部分は、これからだんだん決まってくるんじゃないかな。今はまだ、原始的な信仰という感じだけど」

「なるほど」

　俺おれが神として崇あがめられてしまうことに、なにやら引っかかる部分もあるが、発展は発展。

　これからの動向に注目しよう。




　それから数日後に訪れると、村の真ん中に『カイ像』が完成していたので、かなりいたたまれない気分になった。

　村人たちの話を盗み聞くに、創造神カイはイタズラ好きの若い男の神で、時々村に来てはイタズラをしたり足りない物を見つけて後で授けてくれたりする神……ということになったらしい。

　エネルの入れ知恵かもしれないが、だいたい合ってるから困る。
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　宗教が生まれてしばらく後、そろそろレベルが上がるんじゃないかなと寝る前にエネルを訪ねたら、少し難しい顔をした後に、こんなことを言い出した。

「カイ、そろそろ村に名前を付けてやってもいいころなんじゃないカイ？」

「名前？　あれって俺が付けるのカイ!?」

　確かに村のステータスボードにも『村には名前がありません』と出ている。そのうち、村の規模が大きくなったら、勝手に名前が付くのかと思っていたのだが……。

「魔法の隠れ里って名前じゃないのカイ？」

「あれは名前じゃなくて、村の状態を示すものだからねカイ」

「そうだったのカイ……てか語尾に俺の名前を付けるのやめないか。なんなのそれ」

「急に冷静になった！　カイも乗り気だったくせに！」

　ともかく、名前は俺が付けるものだったらしい。

「それで、どういう名前でもいいのか？」

「あんまり長い名前じゃなければいいと思うよ。タイの正式名称みたいのじゃなければ」

「俺がタイ王国の正式名称を覚えてないからね、そもそも。なんでエネルはそんなこと知ってるんだよ……」

「私もコロモも、カイの潜在的な記憶を元に作られているからね！　カイが覚えていないことでも、私たちは知っていたりとかするわけだよ。そうでないなら、私たちが日本語で話す時点でおかしいだろう？」

　わかるようでわからないような話だ。

　でも思いあたる節もある。コロモが作ってくれた靴くつも、俺おれが前世で見たことがあるデザインの物だった。逆にだからこそ、口頭での簡単な注文だけで目的の物が仕上がったのだと言えるのかもしれない。

「まあ、それはともかく名前、どうするんだい？」

「そうだなぁ……」

　魔法使いの国といえば、なんかあったっけ？

　ディ○ニー？　ミ○ディア？　オズ？　ホグズミード？　リルガミン？

　それなりに思い浮かぶけど、そういうんじゃないという気持ちもある。自分の中にある自分の村なのだから、借り物の名前を付けるのはやめておこう。

「じゃあ、やっぱりハスクバーナ村で」

「うん。それが一番シックリくるね」

　結局、自分の名字からとった。俺を育ててくれた親父おやじがくれた名だ。愛着もある。

「じゃあ、カイ、宣言して」

「なに宣言って」

「この地をほにゃらら～と名付ける！　みたいなやつだよ」

　なんで、いちいちそんなイベントめいた事をやるのか……。まあいいんだけど。

「では、名前を付けるよ。ではでは～、この地を『ハスクバーナ』と名付ける！」

「おおー、パチパチパチ～。ではこれから開拓村は『ハスクバーナ村』という名前になるからね。村から町にまでレベルが上がればハスクバーナ町とか、ハスクバーナ市とか、最終的にはハスクバーナ国とか……、そこまで成長できるかどうかは私にもわからないんだけど！　カイの頑張り次第！」

　国かぁ。俺は島で国を興そうとしているのだし、開拓村のように条件が良い──言ってみればゲームみたいなものすら国にまで成長させられないなら、実際の世界での建国なんて無理に決まっている。

「もちろん国を目指すよ。魔法大国ハスクバーナとかね！　ファンタジーだな！」

「いいねいいね。私もできる限りのサポートをさせてもらうよ。いっしょに頑張ってこうね！」

　エネルが朗らかに笑って手を握ってくる。

　俺も笑って手を握り返した。エネルの長い耳がピコピコと揺れている。

　開拓村から出ることのできない、開拓村の住人。

　村のレベルがもっと上がっていけば、彼女に外の世界を見せてあげることができるだろうか。それも含めて、俺の頑張り次第だ。

　そんな想おもいを新たにした、次の日。

「てってってれれー！　というわけで、カイ。レベルが上がりましたー！　宗教の発生と、村に名前を付けたのが決定打となったね。おめでとう、レベル25だよ！」

　開拓村を訪れると、エネルが興奮気味にやってきてまくし立てた。

「やったぜ！　１００の四分の一まで来たじゃん」

　別にレベル１００を目指してるわけでもないけど、25というと、中堅レベルまで来たな！　という感じがする。

「で、新しい能力あるのか？」

「あるよー。えーっと……ん？　テレビだって」

「テレビ」

　来たよ。いきなり近代化したよ。なんだよテレビって。

「テレビだね。私の部屋に搭載されたみたいだ」

「エネルの部屋にか」

　エネルとコロモは専用の一軒家に二人で暮らしており、その部分だけは特別枠なのか、村がもっと原始的な内から、そこそこちゃんとした家が建っていた。

　エネルの部屋に入ると、居間の壁に、見慣れた黒枠の液晶が。

「マジでテレビだわ。なにこれ、地球の番組見れる？　映画とか」

「いやいやいや、さすがにそれはないようだよ。えっと……どうやら、外の様子が見れるようだね」

　外の様子が見れる？　それって、開拓村の弱点の一つを克服できるってことか？

　っていうか──

「ふっふっふ！　これで私も外の様子が見放題ってわけだよ。カイがなにかエッチなことをしたら、すべて私にまるっとお見通しということさ！」

　なんという諸もろ刃はの剣……。俺おれの為ための能力ってよりエネルの為の能力じゃないのかこれ。

　てか、そうか……俺が、エネルに外の世界を見させてあげたいと思ったから……だから、この能力なのか？　だとしたら、やはり俺が願う内容が能力のベースになるのか。

「どうなってる？　外は」

「じゃあスイッチオン！」

　テレビに外の様子が映し出される。自分が開拓村の力を使った地点から３６０度見渡すことができるようだ。

　俺は自室で、寝る前に開拓村に来たので、部屋にはアビスだけいる……はずだけど。

「これは？　アビスちゃんか。寝て……ないね。ボンヤリとどこ見てるの、彼女」

　アビスがベッドに横になって、ただ虚空を見つめている。ちょっと心配になる絵面だ。

「アビスは人間じゃないから、あまり眠る必要ないらしいから……。とりあえず、不ふ憫びんだし戻るよ」
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「そのほうがいいね。たっぷり可愛かわいがったげなさいよ。私、楽しみにしてるから！」

「完全にテレビ視聴者気分だよ！」

　もちろん、なにもしないでその日は眠りについた。
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　城が完成してから、そろそろ一ヶ月。朝晩はかなり冷え込むようになってきた。

　結界の大木の上に登り、島を見渡す。

　島は広く、高度20メートル近くまで登っても全容はわからない。

　この島に来て、もう二年。アビスと二人きりの生活から、現在総人口十四人。極々小規模な集落といったところ。もちろん、まだまだ村とすらいえないレベルである。戦士君たちを入れれば二百名を超えるが、とりあえずそれは抜きで考えよう。

　同時進行で開拓している『てのひら開拓村』と比べると、明らかに向こうの方が文明の進しん捗ちよくが速い。まあ、あっちは現実世界じゃないのだから当然ではあるのだろうけれど。

　島のほうは、探索もまだザッと終えた程度で、モンスターがいないとされる北側に関しては、ほとんど手付かずに近い。それだけこの島は広いのである。感覚的には日本のそこそこ大きな街がすっぽり入るくらいの広さがあるだろう。広さとしては淡あわ路じ島しまあたりと同じくらいと読んでいる。淡路島に行ったことないけど。

「ま、とにかくは冬越しか」

　今のところ危険な大型モンスターの駆逐はほぼ終わっている。

　レンや戦士君たち、アビスも周辺のパトロールをしてくれているし、さしせまった危険はないだろう。だから島の探索を頑張る必要性は薄い。もっと余裕ができれば、当然探索は必要だと考えているが、とりあえずは今この村での生活を形にすることだ。畑を作り、家を建て、それぞれが仕事をして人生を形作ることだ。

　アラミラの謎なぞとか、島の謎とか、俺おれやカエデの家族のこととか、知りたいことはたくさんある。だけど、そういうことはまず生きていてこその話。生きるためには生活基盤をもっと安定させなくちゃ始まらない。

（まだまだこれからだな。この島だけで生きるのはいいが、娯楽もなけりゃ将来の展望もなさすぎる）

　果樹園や畑は順調に増えている。美しいオレンジ色のミカン畑。黄金色の小麦畑にイモ畑。その他にもまだ小規模だが、タマネギやニンニク、カブやタマネギなども栽培が開始された。まだ収穫には至らないが育成は順調。

　本来なら畑つくりは難航するものなのだろうが、うちには戦士君がいる。無尽蔵のスタミナに、人間を超えたパワーでどんどん土地を切り開き、石を取り除き、さらに耕して畑を作ってくれる。

　元近衛このえ隊員に畑つくりに詳しい人が何人かいたため、リアル世界での野菜作りもそれなりに順調な滑り出しだ。もちろん開拓村と比べればササヤカなものだが、あれと比べてはいけない。なるべく早く開拓村抜きでも自給自足できる程度にまで発展させたいのだから。

　井戸は、その後、戦士君とゴーレム君の手も借りて掘ってみたのだが、やはり湿った土が出るだけで成果がないので現在は中止している。

　そして、戦士君とゴーレム君は今なにをしているかというと──

（風ふ呂ろか……。水がないと難しいけど、カエデは将来のことまでちゃんと考えてるってことなのかな）

　カエデのアイデアで、大浴場を作っている最中だ。

　俺が開拓村から出した石材を贅ぜい沢たくに使い、一度に島民全員が入れるようなお風呂を制作している。今は水がないが、水路を引くか井戸を掘り当てれば沸かすこと自体はアビスかレンの魔法で可能だ。

　俺自身も、ちゃんとしたお風呂にはもうずっと入っていない。水浴びが常態化して、違和感がなくなってきているが、衛生の観点からしてもお風呂に入った方がいいに決まっているのだ。その為ためにも、水の問題もはやく解決しなければ。





　　　　◇◆◆◆◇






「ゴホッ！　ゴホッ！」

「大丈夫ですか？　風か邪ぜ？」

「あ、ああ。今日朝方冷えたからかな……」

　そんなある日、サラが風邪を引いた。

　額に手を当てると、けっこう熱が出ている。

「ちゃんと休んでいたほうがいいですよ。僧そう侶りよちゃんと、あと誰か看病に……いや、たぶんこの風邪は俺おれもかかったやつかな。俺が看病したほうが……」

　あの時の風邪はけっこうヤバかった。アビスがいなかったら死んでた。

「いや、カイくんは仕事があるだろう。誰か暇な人をよこしてくれれば……」

　他の人だと移るかもだから、なるべく避けたい。サラたちには、風邪が移るという知識がないのかもしれない。俺じゃなければ、アビスかレンか。あの二人は風邪にかかりそうもない。アビスは間違いないし、レンも多分大丈夫だろう。

　屋敷を見て回ると、他にも風邪にかかっている者が二人もいた。

　そのうち一人は、カエデだった。カエデはいつだったか咳せきをしていたが、あのときはすぐに治った。しかし、今回はサラと同じように熱も出ている。

　だが、幸い風邪に対しての知識はある。体を温かくして、水分をちゃんと補給して、消化の良いものを食べていればいい。卵もうどんも牛乳もある。栄養面では問題ないはず。

　しかし、今まで全員健康だったから深く考えなかったが、病気になった時、それ以外に打つ手がない。薬がないのだ。

「責任……責任か……」

　ひとり呟つぶやく。俺が彼らを連れてきたのだ。彼らの人生に対しての責任があるだろう。

　病気に関しての対策をちゃんとしてなかったのは、俺の責任だ。

　薬が一つもない状態でのサバイバルなど、無謀極まりない。




　しばらくして、サラたちの風邪はなんとか治ったのだが、島の気温はどんどん低下してくる。いよいよ、二度目の冬が到来するのだ。

　コロモには、靴くつの後にオーバーコートを全員分注文して、もうすべて受け取り済みだ。開拓村に根付いた「羊毛」と「羊革」をふんだんに使った逸品で、かなりごつくて暖かい。

　だが、それでも風邪をひくものはいる。

　現在は必ず誰か一人が風邪気味という状態である。今のところ、一定より酷ひどくはなっていないが、予断を許さない状態だ。

　元近衛このえ隊のみんなは、ただの風か邪ぜだと楽観視しているが、俺おれはどうしてもそう気楽には考えられなかった。風邪が死ぬこともある病なのは間違いがない事なのだ。

「無事に、この冬を乗り切れるのか心配だな……」

「城も出で来きましたし、コロモさんが作ってくれた服も暖かいですから、大丈夫ですわよ」

「そうだろうか……」

　ユーリはそう言うが、心配なことには変わりがない。

　冬の寒さ対策は、我ながら頑張ったとは思う。

　立派な屋敷もあるし暖だん炉ろもある。食べ物も栄養価が高いものがある。

　決して、悪くない状態だけど……。

　思い返せば、最初の冬。カエデが来る前はそれこそ冬を乗り切るのに死に物狂いだった。

　文字通りの「越冬」。乗り切れずに凍死する可能性はかなり高かっただろう。開拓村で燃料となる木材がほぼ無限に手に入ることや、食料探しに外に出る必要がないという二つの大きなアドバンテージがなければ、おそらく死んでいた。

　布団や防寒着など、それらしい素材がほとんどない中で試行錯誤して、なんとか乗り切ったのだ。見た目を気にしていられるような余裕は全くなかった。

　動物やモンスターの毛皮で完全防備、布団もモンスターの毛を麻袋に詰め込んで作成。さらに、アビスの炎で焼いた石を寝床の下に埋めて夜を乗り切ったものだ。焼き石作戦は思いのほか効いたが、毎日石を掘り出しては埋めるという作業が大変で、戦士君たちがいなかったら到底無理だった。

　今年は、島の住人も増えているし全員分の焼き石作戦は難しいだろうから（やろうと思えばできるだろうが）、越冬の準備はすぐにでも開始していかなければならない。

　──それに、風邪も心配だ。

　ただの風邪ではなく、この島の風土病ということはないだろうか？

　インフルエンザのように重篤化するタイプの病気ではなさそうだが、手洗いうがいを推奨してもなかなか根絶とはいかないようである。

　これから乾かん燥そうした冬が来るというのに。家に籠こもっている時間も増えてくるというのに。

「薬を買ってこなかったのは明確に失敗だったな……」

　神しん殿でんで販売している水薬はかなり効果があり、簡単な病気ならたちどころに治してしまう。その分、お値段もお高め。ひとつで一ヶ月分の給料が吹っ飛ぶとか、そういう値段だったような気がする。さすが神殿汚い。まさに足下見てる。

　まあ、普通に考えればあの薬は、なんらかの祝福者が能力で作っていると見るのが妥当だろう。癒いやしの神がいるのだから、薬の神がいても不思議ではない。

　だとしても法外な金額だ。神から賜った能力で商売なんかして。

　ちなみに、癒やしの神の能力行使は神殿的にはサービス事業なのか、価格は抑えめだ。それでも、けっこうするわけだけど。

　俺おれが島民の健康について悩んでいる間、ユーリは別のことを考えていたようで、

「次の春が来たら、もっと軍事力にも力を入れていかなければなりませんね」

　などと、突然聞き慣れない言葉を言う。

「軍事力って……。まだほとんど未開の島だよ？」

「ですがカイ様、この島に隠れ住んでいるのも、いつかは発見されてしまうでしょう。その時に軍事力がなければ、おそらく皆殺し……なのでしょう？」

「確かにそうは言ったけどさ」

　軍事力というか、厳げん密みつには防衛力か、なにせ神しん殿でんの連中ときたら子どもを未開の島に放ほうり出すような連中だ。俺やカエデがこっそり生き延びていると知ったら、どんな手を使ってくるかわかったものじゃない。

　その時に、島民全員を守れるだけの力がなければ、皆殺しも十分にありえるのだ。現状の戦力では、心こころ許もとないのは事実だろう。戦士君が二百名というのは、そう大きな戦力ではない。魔法使いがアビスとレンの二人もいるというのは、けっこう大きいかもしれないが。

「軍事力っていうと大げさだけど……ユーリの言う通りだ。いちおうは考えていたけどさ。もっとしっかり、防衛のこと進めていかなきゃな」

「私の国は、それがなくて滅びましたから。二度はゴメンですわよ？」

　冗談めかして笑うユーリだが、しかしユーリは一族全員を侵略者に殺されているのだ。その言葉は本音だろう。

　現状の規模では、島に隠れ住んでいるのが見つかる可能性は限りなく低い。この島に一人で五十八年も暮らしていたアビスによると、近くに来る船自体が、子どもを捨てに来る船のみで、大人が上陸してくることはなかったという。

　煮炊きの煙が見られるようなことがあれば、見つかってしまうかもしれないが、それも気をつけていれば大丈夫だろう。島のほとんどは断だん崖がい絶壁に囲まれているし、島そのものがかなり広いのだから。

「まあ、それも少しずつ……だな。ただ、俺は素人だ。近衛このえ隊も島の防衛なんてわからないんじゃないか？　できる限りはやってみるけど、できれば専門家が欲しいな……」

　この島の上陸ポイントは数少ない。そこを押さえてどう防衛するかが鍵かぎになるだろう。

　相手は常に船で来るのだから、島から大砲でも撃って撃沈させるのが一番早いと考えてしまうのは素人発想だろうか。

　とりあえず地図を作ることからスタート──

「あっ、そうだ！　地図だよ！」

「えっ？」

「次に行く場所も決めなきゃだし、地図を作ろうと思ってたんだった！」

　地図といってもこの島の地図ではない。いや、この島の地図も作るつもりだけど、俺おれは他の地域に出向いていっていろいろなものを仕入れなければならないわけで、つまり海の向こう、どこに何という国があるのかを知っておく必要があるわけなのだ。

　前回訪れたあたりも、地図上でどこにあたるのかわからないような状況は、あまりに情報弱者すぎる。俺は情報の大切さを知っている世代だぜ。

「とりあえず、全員集めよう」

　二時間後、全島民を集めて地図を作成することにした。

　ここは現代日本ではない、本屋に行けば気軽に世界地図が売っているような世界ではないのだ。どこにどんな街があるのかも、ここにいる人間の知識だけが頼りとなる。

「えっと、まずアビス。わかる範囲で世界地図を書いてもらっていい？」

「……うん」

　アビスが大きな羊皮紙にこの島を中心とした地図を描いていく。

　戦闘用人造人間として作られたらしいアビスの脳内には、正確な地図が入っているのだ。問題は一千年前の地図であり、しかも地形のみの地図で、街の場所などはほぼわからないのが玉たまに瑕きず。

「すごい……。こんな精密な地図は、見たことがないぞ？」

　サラが驚きの声をあげる。俺もここまで迷いなく筆を走らせることができるとは思っていなかった。

「……できた。今いる場所はここ。この前行った街はここ」

「おっけー、ありがとう」

　完成した地図を確認すると、世界地図というよりは世界地図の一部という感じ。島から、この前の街までの距離の寸尺からすると、世界はもっと広いはずなのだが。

「あら、アビスさん。外洋の向こうはご存じありませんの？」

　俺の疑問を口に出してくれたのはユーリだった。ユーリは元お姫様だけあって、ある程度世界の知識があるらしい。

「……私が認識できる範囲はこれだけ。足りなかった？」

「いや、十分だよ。ユーリ、外洋ってのはなんだ？」

「この地図に書かれた範囲の外側には広く果てしない海が続いているのですわ、カイ様。そのことを外洋と呼んでいるのです。外洋の先にもいろいろな国々があるらしいのですが、今はどの国とも国交を持っていないとか」

　なるほど、まあそういうことなら必要はないな。とりあえず。

「さて、どこに何の国があるかわかる人は教えてくれ。地図の完成度を高めたい。特にラベルダ王国を知っている人がいたら、助かる」

　俺も家族のところに無事を伝えたい。ラベルダ王国なら鉄も手に入るだろうし、他にもいろいろ手に入るだろう。豊かな国だったから。

「まず帝国がこのあたりです。今どこまで版図を広げたかはわかりませんが、少なくともこの辺りはすべて帝国領のはずです」

　ユーリが元モンディアル領の北側、この島から見て西側の大陸ほぼ全土を指差し言う。

　前回行った街も帝国領だった。ユーリたちの故郷であるモンディアル公国もすべて飲み込まれている。帝国領はかなり広いので、次に行く街をまた帝国領にしてみるのも手だ。豊かな国であるなら、物資も手に入りやすいだろう。変に貧乏な国に辿たどり着ついてしまうよりは、手堅いはずだ。

「他には？」

「この辺りはマーニ連邦ですね。もともとは沢山の国があったのだけど、今はすべて合併して一つの国として機能していたはずです。ここは島によって個性が違うから、詳しいことはわかりませんけど」

　この島からちょうど真南にある、いくつもの大きめの島が集まっている場所。前世のイメージとしてはインドネシアとかあの辺りの感じだ。

「反対のこっち側はよくわからないんですよね。神聖国があるはずですけど」

「神聖国？」

「神しん殿でんの総本山がある場所ですよ。熱心な信徒はわざわざ海を越えて巡礼に行くらしいですが、すみません第三近衛このえ隊には熱心なファーレーの信徒はいませんで……」

　神殿の総本山とは、いかにも近づきたくない響きだ。アラミラの祝福者なんて確実に八つ裂きにされそうだ。

「他には？」

「…………」

　全員が首を振る。思ったより情報が得られなかった。

　となれば、帝国領のどこかか、マーニ連邦しかないだろう。

「マーニ連邦は鉄が手に入るかな」

　ダメ元で訊きいてみる。今回は薬を買うのが一番の目的だが、鉄も早く手に入れたい。

「あ、えっと確か鉄を輸出していたはずですよ。うちにマーニ連邦の商人が来ているの見たことがあります」

　元近衛隊員の一人が思い出したように言う。

「宰相と話しているのを聞いちゃったことがあるんです。結局値段に折り合いが付かなくて買わなかったみたいですけど」

「ふむ……」

　情報としては弱いが、少なくとも鉄はある……ということか。

「まあ、どっちにせよ選択肢は少ないのだし、次に行くのはマーニ連邦にしてみるか！　出発は次の春。冬の間に船の準備を進めていこう」




　というわけで、早速船の作成に取りかかった。

　カエデのゴーレム三体に手伝ってもらって作業を開始する。

　時間も技術もないから、前回の丸太船……つまりイカダに毛が生えたようなものだ。

　木材は、ずいぶん前に伐採して乾かん燥そうさせてあるので、それを使う。

　ノコギリは街で買った物が一つっきり。重要な部分だけを、ノコギリで整形し、あとは雑でも機能さえしっかりしていれば良しとした。

　船作りは、基本的に一人でやっていたのだが、ゴーレムを使っている関係からカエデも細かい部分を手伝ってくれたり、食事を持ってきたりしてくれた。

　そんなある日、

「私も行きたい！　連れて行って！　ゴレちゃんだっているし、きっと役に立つから」

　そう頼まれてしまった。おそらく、ずっと前から言おうと思っていたのだろう。

「カエデ……」

　連れて行ってやりたいのはやまやまだ。

　家族を探したいのだろう。ずっとこんな島にいたって家族が迎えに来てくれるわけがないのだ。自分から探しに行く以外にはない。それは、俺おれだって常々言っていることだから、気持ちは痛いほどわかる。だが──

「すまない、カエデ。連れて行くわけにはいかない。今回はアビスとレンだけしか連れて行けないから」

　理由は簡単、まだ船が安全を確保できていないからだ。

　ちょっと悪い要因が重なれば、簡単に転覆してしまうようなものしか作ることができない。そんなレベルなのである。とても連れていくのは無理だ。アビスはナビゲーターで必ひつ須すだし、レンは最悪ずっと開拓村に入っていても大丈夫だ。

　ガッカリと落ち込むカエデ。両親にお別れすらも言えずにいきなり連れて来られたのだ。

　転生者である俺でもヘヴィだったのに、カエデはよく我が慢まんしているほうだ。

「連れてはいけないけど、確認の為ために街を見るくらいならできると思う」

「えっ!?　どういうこと？」

「うん、俺の能力にワープ機能があるのは知ってるだろ？　あれをうまく使えばね」

　つまりこういうことだ。今、ワープポイントを指定する「杭くい」が二本ある。村の出口の能力が解放されたのは二箇所、「北」と「東」だ。

　北は島の大樹のところに刺してある。これがあればどこからでも島に帰ってこれる帰還ポイントとしての意味がある。これは基本的に抜くことはない。

　さらに、今回「東」の出口も指定できるようになった。

　つまり、杭くいと杭の間を「往復」することが可能になったわけだ。俺おれが新しい街を見つけたら、適当な宿屋の中などで「東」の杭を刺しておく。その上で「北」から一度島に戻りカエデを連れて「東」の出口からワープしてくれば、安全に連れて来ることが可能だ。

　そうすれば、カエデの故郷かどうか、実際に見て貰もらえばわかるだろう。

　カエデはそれなら大人しく待っていると言ってくれた。まあ、街を見つけるまでの旅なんて危険でキツいだけで俺だってできればしたくないのだ。

　はやく安全で快適な船を作りたいものだ。




「できた……」

　寒い冬が終わり、待ちに待った春の兆しが現れ始めた頃、船は完成した。

　前回のイカダでの反省点を生かし、波しぶきを浴びずに休める作りになっている。サイズのほうも四倍以上。使った木材だけでもかなりのものだが、島に生えていた木を伐採して使っているだけだ。材料代が掛かっているわけでもない。

「じゃあ、行ってくるよ。薬、待っていてくれ」

　薬は一つの値段が、一ヶ月分の給料と同等だったりしてかなり高価なのだが、開拓村の特産品を上う手まく売ることができれば十個くらいなら買うことができるだろう。

　残りの問題は鉄の元となる鉄鉱石などが手に入るかどうかだが、それはもう運だ。

　出たとこ勝負でいくしかない。

「じゃあ、行くか！　アビス！　レン！　準備はいいな！」

「……うん」

「はいっ！」

　まあアビスもレンも準備ってほど準備なんてないんだけど。

　そんなわけで出発！
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第二章






「まさか、村の出口『東』がこんなふうに役に立つとは……」

「アビちゃん、ものすごく膨れてましたけどね！」

「本当にアビスには申し訳ないと思っている……。でも体力の消耗が段違いだから……」

　今俺おれは旅のまっただ中。目的地であるマーニ連邦へ向けて大航海の途中である。

　あるのだけど──

「はーい、カイおまたせー。ミカンジュースだよー」

「ありがとう、エネル」

　ガラスのコップじゃないのが残念だけど、陶製のジョッキで飲んでも美お味いしい！

　我が開拓村で取れるミカンは人類の秘宝だな。甘酸っぱくて最の高。

「でも、カイ、そろそろ戻った方がいいんじゃない？　一日で村にいられる時間に限りがあること忘れてないよね？」

「おっと、そうだった。安全マージン残しておかなきゃな」

「そういうこと」

　俺はやれやれと腰を上げて、村の出口へ歩き出した。

　東の出口から外に出ると、杭くいを打ち込んである船上に辿たどり着つく。厳げん密みつには出現するというのが適切だろうか。そう、俺おれはワープの出口を船の上に設定して、なるべく開拓村の中にいるという作戦をとったのである。

　なぜって、船の上にずっといるのは疲れるからね。

「……おかえり、マスタ」

「ただいま。なにか変わったことあった？」

「……たいくつ」

　半眼でジッとこちらを見つめてくるアビス。

　アビスは開拓村の中に入ると、動力源である「魔素」の急速な枯渇から息ができない感覚に陥ってしまう為ため、長く滞在することができないのだ。

　これは開拓村に魔素が存在しないのが原因だが、今のところどうしようもない。俺自身が知覚できない魔素というものを、村に持ちこむ方法がわからないし（試しに麻袋に空気を入れて村に入れてみたがダメだった）、実際その必要性もアビスの件以外にはないのだ。

「今日はもう向こうに行かないから、なんかおしゃべりでもしてようか」

「……うん、する」

　アビスは表情がわかりづらいが、俺とのコミュニケーションをしたがる所は、出会った頃から変わらない。出会いが出会いだったからか、やたらくっつきたがる所も。

　まあ、春の海は普通に寒いので、体温の高いアビスがいてくれるだけで、かなり助かるのも事実だ。あったかい。




　島を出て十二日。ようやく陸地が見えてきた。

　目的地に対してほぼドンピシャ。羅針盤もない航海で、アビスのＧＰＳ機能はこれ以上ないほどの価値がある。普通だったら陸にたどり着けずにのたれ死にだ。

「マイロード、どうするんですか？　上陸ですか？」

　まだ陸まで距離があるが、ここから見る限りどうにも山しか見えない。というか、俺たちが住む島の大部分と同じように、海と断だん崖がいで隔てられている。その断崖の奥は山だ。パッと見て、巨大な山が海に浮かんでいるようにも見えなくもない。

　それなりに大きな街があるという情報だったが、こんなに崖がけや山に断絶されているとは想定外だった。ぐるっと迂う回かいするという手もあるが、位置的には山を越えればすぐに街がある……はずなんだが……。

「……どうしようかな」

　悩む。山越えはリスキーだ、だが、迂回しているような時間はあるだろうか。

　元近衛このえ隊員が街の場所を知っていて、地図にも印がしてある。特徴的な地形だし間違いようがない。それに、今回のメンバーの実力を考えれば──

「やっぱ山越えしよう。悩む時間がもったいない」

　そういうことにした。懸念の一つだった「船をどうするか」という問題も、人に見られる心配がなければ開拓村にしまってしまえば済む。港でなくても、浜辺近くに人がいる状況だったのなら、それも叶かなわなかったのだ。

　前回はイカダだったから乗り捨てても良かったが、今回の船は乗り捨てるには惜しい。木材も沢山使っているし、島に戻ってからもちょっと沖に出ての釣りや網を使った漁なんかに使うことができるのだから。

「山ですね！　モンスターの気配を感じます」

　陸地に近づくとレンが鼻をひくひくと動かしながら、そんなことを言った。

　実際、山だ。陸側がどうなのかは不明だが、少なくともこちら側は完全に未開発らしい。

　人手が入った様子は見られないし、東西に延びる陸地は、見える範囲でどこまでも山が続いている。

　まるで上陸を阻むかのようだ。こちら側の海に出て漁をしたりしないのだろうか？

　断だん崖がいのすぐ側そばにまで船を着け、そこからはアビスに「村の出口（東）」を持って崖がけをよじ登ってもらう。大人モードのアビスは身体強化に魔力を割くことで、レンと同等以上の身体能力を発揮することができるのだ。

　一いつ旦たんアビスが上まで登り、杭くいを刺したのを確認してから船とレンごと開拓村に入り、二人で村の出口（東）から出た。一瞬で、アビスが杭を刺してくれた地点に移動する。

「アビス、街があるとされる場所まで距離はどれくらい？」

「……距離はそんなにないと思う。半日くらい。迂う回かいした場合は……たぶん四日くらいかかってたと思う。私がわかるのは古い地形だけど、ここはずっと山が続いてるはず」

「また変なところに街作ったんだな」

　普通は街って海沿いに作るものじゃないのかな。山に囲まれた場所に街を作る意味なんてあるのか？

「とにかく山越えしよう。モンスターが出るかもしれないから、戦士君とレンとアビスは護衛を頼む」

「……まかせて」

「どんなモンスターも丸焼きです！」

「オサオサー！」

　そうして俺おれたちは鬱うつ蒼そうとした道なき道を登りはじめた。

　──のだが。

「よし、みんなで登る必要ないなこれ」

　すぐに諦あきらめた。外から見るよりも山は険しく、アビスやレン、戦士君たちならともかく、ただの人間であるところの俺には登るのが難しかったのだ。

「……じゃあ、どうするの？　マスタ。迂う回かいする？」

「いや、さっきと同じことをしよう」

「さっき？」

「アビスかレンに、いいところまで登ってもらってから、ワープで俺おれも移動する」

「あー、なるほどマイロード！　ズルい！」

「ズルいは余計でしょ」

　いや、ズルいのは間違いない。自分だけテレポートして楽しようとしてるのだから。

「じゃあ、わたくしちゃんとアビちゃんで登りますから、マイロードは戦士君と待っていて下さいね！」

「……いってきます」

「ちょっとちょっと、待ちねぇ待ちねぇ」

　勢いで突っ走っちゃいかんよ。

「杭くいを刺した合図を決めておかないと」

「あー！　そうですね。じゃあ、魔法を空にでも撃ちますか」

　空に魔法って、近くに街があるかもしれないのに目立ちすぎるでしょ。いきなり山が火を噴いた感じになるんじゃないの。

「真上じゃなくて、海に向けて斜めに撃つようにしようか」

「じゃあ、そうします！」

　アビスとレンが山を軽い足取りで登っていく。気付けばアビスは大人の姿になっていた。大人アビスは身体強化の魔法を使っているからだが、レンは素で運動能力が高い。金色の種から出た金色戦士君がレンなのだから、ある意味当然なのかもしれないが……。

　待っている間にヤギみたいなモンスターが一体出たが、戦士君たちが撃退してくれた。石製の武器しかないが、なにせ戦士君は数が多い。モンスター一体くらい問題にならない。

　山のほうからも、時々戦闘音と獣のうなり声が響いてくるので、アビスとレンもモンスターに襲われているのだろう。アビスはあまりモンスターに襲われる体質じゃないから、レンだけが狙ねらわれているのかもだが。

　そんなこんなで三十分。

　レンの魔法による合図があったので、開拓村から「東」の出口を経て、レンとアビスがいる場所までワープした。

　景色が一気に移ろう。もう中腹より少し上くらいだという。

　ここからはなだらかな登りで、切り立った部分もないし、俺でもいけそうだ。

「……思ったよりモンスター多いから、気をつけてねマスタ」

「まー、わたくしちゃんがすぐに返り討ちにするけどねー」

　本来なら危険な山なのだろうと思うが、このメンバーなら危険はなさそうだ。が、想像以上に山深い。植物の背も高いし、鬱うつ蒼そうとしていて山の向こうが見渡せるポイントがない。

「しかし、街の近くのはずなのに、やけに自然豊かだな……」

　ほとんど全く手付かずの自然だ。

　猟師が定期的にモンスター駆除に訪れているという様子もない。

「こんなにモンスターがいるんじゃ街に住むのも危なそうだよな。高い塀で護まもってるのか？　あるいは俺おれたちが間違えていて、こんな場所に街などないのか」

「それとも戦える人間が多いんですかね？」

「魔王の城の近くにある人間の村みたいにな」

　まあ実際にはモンスターなんて、そうは外に出てこないのかもしれない。

　うちの島だって、モンスターを島からすべて駆逐し尽くしたわけでもないだろうが、わざわざ近寄ってくるやつは希まれだ。

「とにかく行こう」

　まあどうせ街に着きさえすれば答えはわかるのだ。




「おかしい……。なんかずっと同じ所回ってるような気がする……」

「……ちゃんと進んでるよ？　もうすぐ頂上」

「あ、そうなの？」

　ちゃんと進んでいたらしい。これアビスがいなかったら１００％遭難してるぞ。地形もひたすら登ってるわけじゃなく、案外アップダウンもあるし。

　頂上についたら山の向こう側の様子も確認できるだろう。すでに夕方近いから無理に下山せず、落ち着けそうな場所で一泊したほうがいいかもしれない。

　なぜなら、すでにけっこう疲れているからだ。船旅の後なのに、強行軍で山登りを始めたのは失敗だったかな。なんかちょっと肌寒くなってきたし。

「ん？　マイロード、空からなにか来ます！」

「……ほんとだ、おっきい鳥かな？」

　レンとアビスが身構える。また新しいモンスターだろうか？

　空を見上げると、確かに大きめの鳥のシルエットがこちらに近づいてくる。詳しい姿は逆光でわからない。

「モンスターか？　先制攻撃しないのか？」

「待って下さい、あれには攻撃の意思を感じません」

　レンがアビスや戦士君を制止する。

　鳥のようなものは、俺たちの前にフワリと降り立った。二足歩行の──

「……鳥？　……いや、人間なのか……？」

　人間……それも、ちょっと派手な服装をした可愛かわいらしい少女だ。

　しかしその背中には、うっすらと青い大きな翼がある。

　鳥人間というべきか、天使というべきか。いや、足が鳥みたいな鱗うろこっぽい足だ。

「あなたたち、こんな場所でなにをしているの？　遭難したの？」

　普通に話しかけてきた。モンスターではない。亜人というやつだろう。

「い、いやぁ。まあそんな感じです。街に行きたかったんですが……」

　我ながら苦しい言い訳だ。まさか、空から地元の人が飛来するとは誰が想像しようか。

「この山が立ち入り禁止なのは知っているよね？」

　立ち入り禁止か。人の手が入っていないのも、それが理由だろう。

「知りませんでした。別の島から来たもので……」

　もうある程度は正直に話すより他にない。

　俺おれは、少し離れた島から来たこと。街に行きたかったが裏側に出てしまったこと。山を越えればすぐだと思ったことなどを話した。

「そっか……遭難……。ねえ、一つだけ教えて欲しいのだけど、そっちの娘たちはあなたの奴ど隷れい？」

　ん？　なんで急にそんなことを訊きくんだ？

「奴隷じゃないです、二人とも俺の家族ですけど……なにか？」

「ふたりとも獣人なのに？」
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「獣人？」

　レンはまさに獣人だ。キツネ娘だ。

　でもアビスは？　ツノが生えてるからか？

「いや、こっちは獣人ではないんですが……まあ、とにかく奴ど隷れいではないです」

「そうなんだ……。あなた人間よね？　ふーん。ところでもう夜になるけど、これからどうするの？」

　また話を変えてきた。奴隷云うん々ぬんにどんな意味があったのかは不明だが、キツネ耳やツノが珍しかったからだろうか。

「頂上のあたりで一泊してから、街を目指すつもりですけど」

　そこも素直に話す。俺おれは島でずっと野宿に近い生活を送ってたので、一日野宿するくらい余裕だ。慣れたものだぜ。

「……じゃあ、うちの村に来る？　なんにもないけど、寝る場所くらいは提供できるよ」

「近いんですか？」

「すぐそこ。この山の中だから」

　こんな山中に村が……？　とも思ったが、空を飛べるのだったら逆に山の中のほうがいいのかもしれない。人間が近づきにくいだろうし。

　問題は取って食われないかということだが……、まあアビスもレンも戦士君もいるのだし平気だろう。この鳥の娘からも悪意のようなものは感じない。

　ファーレー教で悪魔の姿とされる白髪にツノを生やしたアビスを見ても、なんの反応もないから、ファーレー教とも縁遠い種族のようだ。

　それに、せっかくのお誘いだ。野宿よりはマシというのもある。

「ではお邪魔でなければ、お願いします。あ、僕はカイといいます。こっちのツノの子はアビス、尻尾しつぽ生えてるのがレン。こっちの小ちっこいのは──」

「へぇー、コビト族？　昔いたって聞いたことあるわ」

「えっと………はい。そうです。名前は──たくさんいるから、まとめて戦士君と」

「オサ！」

　戦士君たちはコビト族ということになった。

　なかなか人種のるつぼ感出てきたな。素の人間は俺だけか。

「カイとアビスとレンと戦士君ね！　私はリーベル。見ての通り翼よく人じんだよ。じゃあ、すぐそこだから付いてきて」

　リーベルの後に付いていく。

　背中の大きな羽は折りたたまれているが、生活するには邪魔そうだなという感想が浮かぶ。足も人間のソレではなく鳥だ。靴くつのようなものは履いていないから、つまり裸足はだしということになるのか。

　まだ島に連れて来られる前に、この世界の亜人についての本は読んだものだけど、これが本物の翼よく人じんというやつなのだな。本によると、体が軽く、力は弱く、その代わり空を自在に飛べる種族ということだった。実際に見てみると実に不思議な気分だ。

「なんで、こんな山の中に村を作っているんですか？」

　道すがら気になっていたことを訊たずねてみる。

「んー。旅の人には奇異に見えちゃう？」

「そういうわけではないのですけど、街も近いらしいのに、なぜなのかなと」

　俺おれがそう言うと、リーベルは足を止めて振り返った。

「それは……理由があってね。そうだ、この山が立入禁止である以上、君たちがこの山に入ってたのは秘密にしなきゃならないだろうけど、私のこととか村のことも……街ではナイショにしていて欲しいんだ」

「それは構いませんけど、理由を訊きいても？」

「この山はいちおう聖域ってことになってるから。私たちの村も一部の人間しか存在してること知らないし。……私たちは、この山に秘密で住まわせてもらってるってコト」

「そんなこと、さっき会ったばかりの僕たちに教えてしまっていいんですか!?」

「えっ!?　だって、困ってそうだったし……、もう村のこと教えちゃったしさ。なにより、カイはいい人そうだしね！」

　屈託のない笑顔でそう答えるリーベル。

　単純にあまり人を疑うことがない気質なだけなのか、あるいは、あまり深くは考えていないだけかもしれない。まあ、俺もよそで喋しやべるようなつもりもないが。

「さあ、着いたよ！　ちょっと事情説明してくるから待っていて！」

　ピョンピョンと跳ねるようにして村を横切るリーベル。

（貧しい村だ）

　俺は、辿たどり着ついた村の見るからに生活の苦しそうな様子に、いきなり辛つらい気分になってしまった。村の周りは簡単な柵さくで囲まれているだけで、住居は初期の開拓村とどっこいの掘っ立て小屋。モンスター対策だろうか、村の中心には篝かがり火びが焚たかれ、わずかに耕された畑は雑草が伸びていて、あまり手入れされている様子はない。

　畑の横には、なにか石炭みたいなものがムシロを被かぶせられ積み上げられている。

　こんな手付かずの山中にある村だ、豊かであるはずがない。周りにはモンスターも多い。

　村には男性の翼人が数名表に出ていたが、リーベルが一人ずつ簡単に事情を説明してくれているようだ。

「あのマイロード、これ……宿泊は辞退したほうがいいんじゃ……」

　レンは意外と状況に対して理解力がある。まあ、なんだかんだで生まれてから一年以上経たつのだから、成長しているのかもしれない。

「いや、逆に泊めてもらったほうがいいんだよ」

「どうしてです？」

「泊めてもらったお礼ができるだろ」

「あっ、なるほど！」

　レンが感心したように声を出す。

　俺おれは善人じゃない。どちらかといえば偽善者だけど、こういうのは放ほうっておけないのだ。サラたちとの事でもう自覚した。すべてのものを救うことはできなくても、自分と関かかわった人に少しでも手を差さし伸のべられればいい。それすらできないのなら、島で国を作る意味さえ見失ってしまう。

「みなさーん。事情話したから、入ってきてー」

　リーベルがピョンピョンと戻ってきた。

　外から人が来るのが珍しいのか、リーベルの後ろにぞろぞろと男たちが付いてきている。大丈夫なのかなこれ。ガチで男しかいないけど。

　というか、リーベル以外に女性を一人も見ていない。

　翼よく人じんの男たちは、どこから来た？　とか、そちらはあなたの奴ど隷れいか？　とか、リーベルと同じような質問をした。どうしても奴隷かどうかが気になるらしい。

　リーベルに案内された小屋に入ってから、それとなく訊きいてみる。

「え？　どうして彼女たちが奴隷かどうか訊くのかって？」

「ええ、他の人にも訊かれましたし。なんでなのかなって」

「そりゃあ、二人共獣人だから。悪い人間は獣人を奴隷にするんでしょ？」

「そうなの？」

　悪い人間は獣人とか関係なく奴隷にしてるからな。一部分は正解といったところか。

「で、あなたは、彼女たちを奴隷にしていないみたいだから、良い人なのかなって」

「そんな単純な……」

　かなり危うい理論を展開するリーベル。騙だまそうとしたらコロリといきそうなタイプだ。大丈夫なのかこの人たち……。

　リーベルが小屋を提供してくれた後、少し休んでからせっかくなので村を見て回った。

　村はとても狭く、ちょっとした公園程度の広さしかない。学校のグラウンドよりかは遥はるかに狭い。こんな山の上にあるから、まさに隠れ住んでいるというのがぴったりくる。

　何を食べているのかは不明だが、どこか離れた場所にちゃんとした畑を持っているか、それとも狩りか、そうでなければ海まで降りて釣り……といったところだろう。

「あ、夕飯は自分たちで用意があるから大丈夫ですからね」

「えっ？　そうなの？　用意したのに。……ただの麦むぎ粥がゆだけど」

　暮らしが苦しそうなのに、なんて良い娘こなんだ……。

　リーベルが持ってきた鍋なべを覗のぞくと、粥かゆというよりは、おもゆという感じのものだった。そして、それでもお客さん用に無理をして作った気配が感じられ、俺おれはいたたまれない気持ちになってしまった。勢いで開拓村から食料という食料を大開陳してしまいそうになる。

「あっ、ありがとう。いただきます。リーベルさんもいっしょにどうですか。僕たちも少し食べるものを持ってきているので」

　そう返事するのがやっとだった。まさか本当に開拓村から食料を大量に出すわけにもいかないだろう。

　事前に出しておいた蒸ふかしイモを四つ、バナナの皮に乗せてリーベルに差し出す。

「わぁ、おイモだ。いいの？　もらっちゃって」

「僕たちはお粥もらいますから、どうぞ」

「じゃ、じゃあ貰もらうね！　ありがとう、みんなで食べるよー」

　そう言ってはにかみ、リーベルは大人たちのほうへ走っていった。

　圧倒的な現実感を突きつけられて、俺もレンも押し黙ってしまう。アビスはあまりよくわかってないのだろうが……。

「……カエデは連れて来なくてよかったな」

「はい。でもカエちゃんってあれでけっこう大人ですからね。何も言わずに飲み込むと思いますよ」

「レンはよく見てるな」

　レンはハイテンション系だがバカではない。というか、けっこう賢い。伊だ達てに金戦士じゃない。麦むぎ粥がゆは俺とレンで食べた。塩の味がしたよ……。




　日が暮れる前に、なんとなく村を歩いて回った。

　変に詮せん索さくするつもりもなかったが、なぜ彼らがこんな場所で暮らしているのか、いまいちよくわからなかったからだ。この山が立ち入り禁止になっている理由もまだ不明だ。

　隠れて暮らしているわりには俺たちに初見から親切だった。

　俺がほっつき歩いていても、男衆はにこやかに挨あい拶さつをしてくるだけで、誰も行動を咎とがめたりはしてこない。村の存在は秘密でも、村そのものには秘密はない……ということなのだろうか。

（…………ん？　あれは石炭なのかな）

　ムシロを被かぶせた石炭のようなものが積み上げられている。燃料用だろうか？

（いや、違うぞこれ）

　大きさは、それこそ人の頭ほどのサイズのものから、握りこぶしほどもないものまで、マチマチだが──

（なんだこれ、重い）

　手に取った瞬間の違和感。比重が違う、石炭ではない。

（石じゃない……、鉄……なのか？）

　鉄鉱石？　でも、鉄鉱石ってこういうものだっただろうか。

「その石に興味があるの？」

「わぁ！」

　後ろから突然声を掛けられて、心臓が飛び出しそうになる。

　振り返るとリーベルだった。

「いや、なんだろうなと思って見てたんですけど」

「それ鉄の元なんだって。私たちは、その石を拾う仕事してるんだ」

「おお、そうなんですね！」

　なんだ、いきなりビンゴじゃん！　これが鉄の元なら、これを仕入れさせて貰もらえば、今回の旅の目的が一つ、達成できてしまう。

　てか、仕事内容も別に秘密にしてないんだな……。

「これって、譲ってもらえないですかね？　もちろん十分な対価はお支払いしますけど」

「こんなのが欲しいの？　う～ん、譲ってあげたいのは山々なんだけどさ、これ全部先約があるんだ。ごめんね」

「ああ～、じゃあ仕方ないですね……」

　これだけの鉄なら売ればかなりの金になりそうだ。そのわりに村が貧乏そうなのは解せないが。鉄の価値が低い……とか？　いや、鉄の価値なんてそう大きな差があるとも思えない。マーニ連邦は前回行った街から、距離で言えば北海道から九州程度しか離れてない。船が普通に存在している世界で、価格の隔絶がそこまであるわけがない。

　ボラれてるのか……？　その可能性は高いような気がする。

「じゃあ、次に集まった時は僕が買うってのはどうですかね。たぶん、先約の人より良い条件出せると思いますけど」

　俺おれがそう提案すると、リーベルは申し訳なさそうに頭を搔かいた。

「ごめん！　あともうちょっとだけ……なんだけどさ。約束しちゃってるから……。次がいつになるか、わかんないし」

「そう……ですか」

　長い契約なのだろうか。やっぱりなにか騙だまされてるのではないかという気がするが、完全な部外者の俺にできることはない。その先約の人から契約をまるごと買い取るとか、そういう方法はあるかもしれないが、さすがにそこまでの資金は持っていない。

　結局、鉄は諦あきらめざるをえず、その日はそのまま休ませてもらった。

　そして深夜。

「……マスタ、起きて、マスタ」

「誰か来ます」

　アビスとレンに起こされる。外はまだ暗い。

　──なんだ……？

　確かに外から複数の足音が聴こえてくる。こんな深夜に用事があるとも思えない。しかし、足音は真まっ直すぐにこちらへ向かってくる。

「敵意は感じられませんが……なんでしょう……？」

　レンはそういった機微に敏感だ。殺意や敵意、相手の気配。獣分が多めだからなのか。

「わからんが、出たとこ勝負でいいだろう」

　俺おれたちがそんな話をしている間にも、足音が小屋の前まで来た。そして──

「あ、あのー……お休み中のところ悪いんだけど、起きてー！」

　普通にリーベルが起こしに来た。

「どうしたんですか、リーベルさん。まだ、夜中ですよね？」

「あっ、起きてた？　えっとね、昨日お父さんと話したんだけど、夜中のうちに街の近くまで送ってあげたらって話になってさ」

　ありがたいけど、なぜにこんな夜中に。

「昨日少し話したけど、この山って立ち入り禁止になってるんだよね。山の入り口にも、一日中人が詰めてるの。だから、普通にカイたちが降りていったら尋問されちゃうんだって。だから、夜のうちに、向こう側に下ろしちゃえば大丈夫だからって」

「一日中詰めてるって……、街の人間がってこと？」

「うん。街の人には私たちのことも秘密だから。だから、カイたちもナイショにしててね」

「そりゃもちろんだけど……」

「うん！　じゃあ支度して！　明るくなってからだと見つかっちゃうかもしれないから」

　支度というほどの支度はないが、こういう展開は予想していなかった。

　リーベルが小屋から出たので、昨日の内から開拓村で用意しておいたお礼を用意する。昨日、イモを嬉うれしそうにどこかへ持って行ったから、無難にイモにしておいた。イモなら日持ちもする。開拓村特製の水みず瓶がめに目一杯イモを詰め込んで、部屋に置いた。

「これだけあれば、しばらく食料に困らないだろう」

「三百個くらいありますもんね」

　準備を終えて、外に出ると村の男たちが総出で待機していた。

「あれ？　コビト族の子たちは？」

「……ああ、俺の祝福の能力でね…………小さくなってカバンに入ってるんだよ！」

「そうなんだ！　カイって祝福者だったんだね！」

「ええ、まあ、そうだね。そう」

　思いつきで変な噓うそをついてしまった。いや、開拓村というカバンに入っていると考えれば噓うそとは言えない……。というかどっちにしろ一言じゃ説明できないし。

「じゃあ、三人でいいってことね。これに乗って！　ちょっと揺れるけど」

「これ……？」

　幅広の布である。それが四本に分かれて、それぞれ男たちの胴体に括くくり付つけられている。

　嫌な予感しかしない。

「まさか、その……空を飛ぶってことですか？　秘密の道から抜けるとかじゃなく？」

「そりゃそうだよ！」

　俺おれは覚悟を決めた。

　翼よく人じんたちが羽ばたき、フワリと浮かび上がると、俺を乗せた布がピンと張り、ゆっくりと空中に浮かび上がってくる。月明かりだけの空は、闇やみに溶け込んでいくようで普通に怖い。すぐに地面との距離すらわからなくなってしまった。

　そうして翼人たちに命を預けて三十分。

　街の明かりがボンヤリと見える、周囲になにもない草原の上に下ろされた。

「はぁはぁはぁ……スリルあったなぁ」

「……おもしろかった」

「ねー、マイロードは怖がりですね！」

　アビスとレンは平気だったようだが、俺は怖かった。高いところが苦手という意識はなかったのだが、夜中のフライトは少し違うようだ。地面との距離感がないの怖い。

「じゃあね！　ひさしぶりに外の人とお話できたから楽しかった！　街はほらすぐそこだから、ここで朝まで待ってから入るといいよ」

「僕たちも助かりました。本当にありがとう！　借りてた小屋にお礼置いておきましたから、みなさんで食べてください」

「ん？　ありがとう！　じゃあねー」

　リーベルたちはさっぱりした挨あい拶さつと共に、また飛び立っていった。





　　　　◇◆◆◆◇






「さて、朝までに準備しちゃうか」

　前回、スコルパの街に行ったときと基本的に流れは同じだ。

　お金を稼がなければならないので、荷車に物資を満載して街に持ち込むこと。

　あとは、アビスとレンの姿の問題だ。

　アビスの姿は神しん殿でんが「悪魔」と称しているものと同じなので当然隠す必要があるが、レンについても耳と尻尾しつぽは隠しておいたほうがいいだろう。最悪、開拓村の中で待機してもらってもいい。

「アビスとレンはこれ着て」

　もともとアビスとレンを連れてくることは決まっていたので、事前にコロモに上手に耳が隠れつつ、うっかりフードが脱げることもないパーカーを作って貰もらっておいた。レンの尻尾しつぽもフレアスカートの中に上手に隠せる仕様だ。

　二人が着替えている間、俺おれは開拓村を訪れ街に持ち込む品を考えることにした。

「今回はかなり売り物がある状況なんだよな……。でも、鉄や薬も買うし、他にも欲しいものあるから、前回より稼ぎたい……」

「どうしたのカイ。もう決めてあったんじゃなかったの？」

　悩んでいるとエネルがゆで卵を食べながらやってきた。

　こいつは本当にいっつもなにか食べてるな。

「うん……そうだったんだけど、ちょっとした出会いもあったから。茶ちや碗わんとか売ろうと思ってたけど、食料メインの方がいいかもしれない」

「まあ、無難だからねぇ。陶器はかなり出で来きの良いものが出来てきてるけど、結局食べられるものでもないから」

　食いしん坊のエネルが言うと変なバイアスが掛かるが、しかし、そういうことだ。

　例えば、俺が地元の商人だったならば、出来の良い茶碗なんかを高額で売るツテを持ってたりするのかもしれないが、ゆきずりでは難しい。

　その点、食べるものなら間違いがない。まあ、地域によって需要の違いはあるだろうが、リーベルの反応を見るに、イモなら大丈夫だろう。

　結局、各家畜を一組ずつと、イモ、小麦、タマネギ、ミカンを大きな麻袋で荷車に積めるだけ積んでみた。陶器は売れそうなら出すということにしよう。

「そろそろ朝かな。レン、羊と水牛を逃がさないように気をつけて」

「大丈夫ですよ。わたくしちゃん、動物ともしゃべれますから」

「すげーな。百獣の王かなんかなの？」

　レンは元々戦士君語も異世界語も日本語もできてたわけだし、さらに動物語？までいけるとなれば、マルチリンガルもいいところだ。

　日が出てきたので、街に向けて歩き出す。

　俺たちが来た山からはけっこう離れているようで、遠くに稜りよう線せんが見える程度である。

　見えてきた街は、かなり古くからある街のようで、所々崩れた白石の外壁が時代を感じさせた。東から延びる水道橋が印象的だ。

　一度西側の街道方面に出てから、街の入り口を目指す。

　前回訪れたスコルパの街は、入り口でチェックなどなかったが……この街は大丈夫なのだろうか？

　…………大丈夫だった。

　一応兵士らしき男たちが詰めてはいるが、明らかな無頼者なんかの侵入を阻止したり、緊急時に門を閉めたり、閉める時間を稼ぐのが仕事なのかもしれない。

　俺おれのような荷車を積んだ商人を止めても利益がないし、コッソリ侵入しようと思えば、外壁なんてほとんど用をなしてないのだ。入り口で検問をやる意味はあまりない。

　さて、街はほとんどすべて石畳で舗装され、石造りの建物は二階建てのものが多い。

　どこにいても目に入るほどひときわ目立つのは街の中心近くに建っている城めいた建築物。通行人に訊きくと、ファーレー教の聖人を祭る大聖堂で、この街のシンボルなのだとか。

　どうやら、かなり神しん殿でんの勢力の強い街のようだ。普通に過ごしていれば問題ないだろうが、いちおう気をつけておこう。

　他に変わった事と言えば、真っ白な麻の貫かん頭とう衣いを着た一団があっちこっちウロウロしていて、異彩を放っている所か。みんなかなりの大荷物を背負っている。旅行者だろうか。

「とりあえず情報収集からだな。どっかでメシでも食いながらにするか」

　昨晩は麦むぎ粥がゆ涙粥だったから、油でギトギトの肉とかが食べたいぞ。

　スコルパの街でもそうだったが、この街にも屋台が出ている広場があったので、適当に肉にく串ぐしなどを食べながら情報収集をした。地域が変われば常識も変わる。知っておきたいことは多い。こういう時、屋台の親父おやじなどは、気兼ねなくなんでも訊けるので頼もしい。

「……というわけで、ある程度は聞けた」

「どうでした？」

「まず、この街の名前はザックス。何百年もの歴史がある都市なんだと。まあ、古こ都とだな。かつて近くの山で修行したルキアという聖女を祭っているのが、あのデカい聖堂でファーレー教の四大巡礼地の一つなんだとさ。四つ全部回ると御利益があるらしい」

　あの貫頭衣の一団は、つまり巡礼者なのだ。それにしても──

（ルキア……）

　屋台の親父からその名が出て、さすがにドキッとした。

　ルキアは俺の妹の名前だ。妹と俺の名前は父親が付けた。

　俺と妹は拾われ子で、父親とは血が繫つながっていない。俺と妹も偶然同時に捨てられていただけで、おそらく血の繫がりはないだろう。

　それにしても、俺と妹の名前は、ファーレー教の聖人からとったとは聞いていたけれど、まさかこんな場所で妹の名の由来に出くわすなんて……。

　元気にやってんのかな、あいつ……。

「……どうしたの、マスタ。つらそうな顔してる」

「えっ!?　いや、なんでもないんだよ。ちょっと妹のことを思い出してさ。名前があの聖堂で祭っている聖女と同じなんだよ。ルキアって言って」

　ルキアはお兄ちゃんっ子だったから、俺がいなくなってずいぶん泣いたはずだ。

　カエデが両親に無事を伝えたいように、俺おれも家族には無事を伝えたい。

　同時に……家族が無事でいることも確認したい。『邪神の祝福者』を出した家族が、どういう扱いになるのか。今の俺には、それを知るすべがない。

「……私も会ってみたいな。マスタの妹」

　アビスが小さく呟つぶやく。俺もアビスを妹に紹介したい。あいつは妹が欲しいとたまに言ってたから、喜ぶだろう。大人モードになったらアビスのほうが、ずっとお姉さんだが。

「ルキアはお調子者だけど、気のいいやつだから、きっとアビスも仲良くなれるだろうな」

「わたくしちゃんは？　わたくしちゃんは？」

「レンはモフモフし尽くされる」

　ルキアはネコとか好きだったから、レンと会わせたら狂喜乱舞してお触りするだろう。

　獣人に対する嫌けん悪お感みたいなものもないと思う。たぶん。

「でもま、俺のことはいいんだよ。先にカエデの街から見つけてやりたいからね」

「……同時に探せばいいのに」

「昔から、二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ずというものだよ」

　ラベルダ王国はまだどこにあるのかイマイチわかっていない。

　今回の旅でわかればいいのだが……。




　食事を終え、荷車を牽ひいて移動する。

　屋台の親父おやじによると、この街では商業組合が商品の買い取りを一手に行っているらしい。スコルパの街のように、商人が集まってそれぞれ売買する方式ではなく、かならず役所が間に嚙かむやり方だ。農協みたいなものだろうか。

　この方法が良いかどうかはわからないが、商品を購入する側からするとやりやすいかもしれない。在庫さえあれば買うことができるのだから。ただ、価格については売る方も買う方も交渉の余地がないので、一長一短だ。商売の独占という見方もできる。

　市場の場所を訊きいたときに、一緒に奴ど隷れい商館の場所も訊いてみた。奴隷を買う為ためではなく、サラの『奴隷の首輪』を外す方法を訊くためだったのだが、なんとこの国では奴隷の売買は禁止されているのだという。当然、奴隷商館もない。残念だが、サラの首輪を外す方法が見つかるのは、まだ先になりそうだ。

　街の中心部からわずかに西。商業組合の市場に到着した。

　組合市場はなかなか広い建物で、ちょっとした体育館くらいある場所に、所狭しと商品が並べられている。買い取りと販売を同時に行う方式のようだ。販売している人間は、商人というよりは組合の職員ということだろう。

　翼よく人じんたちの村に置いてあった鉄も、ここと契約してるから売れないという意味だった可能性が高い。が、普通にここで買えるのなら問題はない。一括方式で逆に良かった。

　商品の買い取りは、暇そうな職員に頼むという方式だった。

　商品を荷車に積み、買い取り待ちをしている商人があっちこっちにいて、押しが弱いとなかなか職員を捕まえられない。

　俺おれは、中でも腕利きにみえる職員に当たりをつけ、商談が終わるのを見計らって突撃した。職員はシャツの袖そでを綺き麗れいに肘ひじ上までまくり上げた中年男性で、優しそうな風ふう貌ぼうだが声が大きく、テキパキと商品を処理していて、実に仕事ができそうである。

「買い取りお願いします！」

「はい、品物のほうはどちらに？」

「あれが全部です」

　俺が家畜と荷車を見せると、職員は目を見開いた。

「すごい量ですね……品質も……。いったいどこから運んで来たのですか？　ロンディーネ？　それともメティス？」

　ロンディーネとかメティスというのは、近くにある街の名前なのだろう。

　あいにくどこでもないが、どう答えるかは待っている間に考えておいた。

「スコルパから船で来たんですよ。いえね、うちは代々熱心なファーレー教の信徒でして、巡礼を兼ねて訪れたわけです。それで、せっかくだから商品も持ってくれば旅費の足しになるんじゃないかって話になりましてね。あ、知ってます？　スコルパ。いい街なんですよ。今は、帝国の侵攻があって少しゴタついてんですが──」

「わかりましたわかりました。スコルパからとは、またずいぶん遠いところから、ようこそおいでくださりましたね。それでは検品をさせていただきます」

　セーフか。作り話でなんとか切り抜けた。

　スコルパはここからかなり離れた場所だ。裏を取ることも不可能だろう。それに、貿易は遠い場所から運んだほうが儲もうかるのは世の摂せつ理り。なにも不自然なことではない……はず。

「これは……小麦粉ですか……？」

「ええ、小麦粉──」

　いけね、製粉したのを持ってきてしまった。小麦の状態のほうが良かったか。

「スコルパのほうでは、こうして粉にして運ぶのが一般的なのですか……？」

　ええい、ままよ！

「そうですね。スコルパにはいい水車小屋があるので」

「そうなのですね……世界は広い……」

　なんとか納得してもらえたようだ。普通に考えて製粉したものを船で運んでくるとか、考えにくい。米でいうなら農家が精米した米を農協に卸してるようなものだ。

　まあ、文化の違いということで、納得していただこう。

「えっとあとは、こちらはイモ……ですね。この辺りではあまり食べないのですが」

「そうなんですか？」

　なんだ、リーベルが嬉うれしそうにしてたから、イモの需要が高いと踏んだのに。

「いえ、もちろん作られてはいますが、家畜の餌えさにすることが多いので……こちらは、あまり良い値段は付けられません」

「は、はあ」

　イモが家畜の餌か……。お礼にイモを大量に残してきたの失敗だったかな……。変な意味に取られてなきゃいいけど……。

「こちらの果物は初めて見ますね。なんというものですか？」

「あー、ミカンです。一つ食べてみますか。これはうちの主力商品でしてね。最高ですよ」

　ミカンは開拓村の一番最初の特産品でありながら、今でもずっと特産品から外れることなく君臨し続けている。ちなみに今の特産品は『ミカン』『小麦』『陶器』である。

　水牛君はわりとすぐ特産品から外れた。水牛は特産というより労働力の面が大きいからかもしれない。もちろん、開拓村からは革も肉もツノから骨まで取れるのだが。

　ミカンを剝むいて職員に手渡すと、少し訝いぶかしむ表情をした後、口に放ほうり込んだ。

「ん？　おお……甘いですね。それに、とてもスッキリした味です。これは美お味いしい！」

「でしょう！　まあ、そのぶんお値段は少し高めで出しているので、こちらでも買い取りはそれに倣ならっていただきたいわけですが」

「ええ、ええ。珍しい果物ですからね」

　あれだけ大きい聖堂があるのだ。高級果物も神しん殿でん関係者なんかに需要があるだろう。

　職員は、その他の家畜なども検品し、一度事務所に戻ってから（どうやらミカンの値段を協議してきたらしい）最終的に価格を提示してきた。

「やはり水牛と、ミカン……でしたか、あの果実がいいですね。まだこの街には入ってきていないものですし状態も良かったので、かなり色を付けさせてもらいましたよ」

　確か、前のスコルパの街でも水牛とミカンは大人気で、すぐに売り切れてしまったものだ。この街でも同じように需要があるようだ。

　職員から、金額の説明を受ける。ＯＫであるならば、事務所でその金額を受け取るというシステムらしい。もちろん、金額が気に入らなければ、売らないという選択肢もある。

「これは…………内訳も見せてもらってもいいですか？」

「もちろんです。先程も申し上げましたが、イモはあまり値が付けられませんでした」

　内訳表を見せてもらう。やはり水牛とミカンが断トツで高値だ。ついで羊。小麦粉もそれなりの量だったから、ちゃんと値が付いている。開拓村産の小麦粉は虫が付いていないし、実際出したばかりだから状態もよかったのが幸いしたか。

「問題ありません、これでお願いします」

　値上げ交渉は行わない。現段階で、前回スコルパで商品を売った金額をはるかに上回っている。新築で家が立つような金額だ。

　お金を受け取るため事務所へ赴き、売買証明書にサインする。

（名前……どうしよう）

　一瞬、躊ちゆう躇ちよする。俺おれのフルネームは『カイ・ハスクバーナ』だが、ここでそれを書いてしまっていいのだろうか。こんなの、ただの名前でしかない。別に偽名でもいいわけだが。

（偽名にしておくか）

　少しだけもじって「アイ・アラビアータ」と書き、料金を受取る。とりあえず、これでミッションの一つは無事終了だ。

「巡礼が終わったら、またこちらで商品を仕入れて帰ろうと思うのですが、鉄はこちらで買えますか？」

「鉄……といいますと？　鉄そのものですか？」

「そうですね。できれば素材の段階の……砂鉄とか鉄鉱石のようなものがいいのですが」

　鉄のインゴットでもいいかなと思うが、開拓村にそれを持っていっても加工品扱いにしかならない。つまり製鉄はスタートしないだろう。

　俺が狙ねらっているのは、あくまで製鉄そのものを開拓村が始めることだ。

　あの翼よく人じんの村で、あれだけの鉄の元を扱っていたのだ。ここで当然買える、そう思っていたのだが──職員は申し訳なさそうな顔をして頭を下げた。

「すみません、うちには鉄……置いていないんですよ。この国では製鉄は材料の調ちよう達たつから製造まで、神しん殿でんが一手に担っておりまして。原料はおろか、製品すら神殿を通して発注する有様でして……」

　神殿が!?

「そんなことありえるんですか？」

　神殿がいくら力を持っていると言っても、鉄は国の基幹を成す材料だ。

「それがありえるんです。この国では」

「つまり、事実上の宗教国家ということですか……」

「あまり大きな声では言えませんが、そうです。というよりマール連邦の州同士を結びつけているのが神殿なので…‥」

　職員は声のトーンを落としたが、おそらく公然の秘密の類だろう。

　しかし、これでは間違いなく今回も鉄を買うことができない。

「鉄製品なんかはどうしてるんですか？　いくつか欲しいものもあったのですが」

「さすがに、街の鍛か冶じ屋やや道具屋には出回っていますよ。注文もできます。ただ、大本を神殿に押さえられている……というだけで」

「そうですか……」

　まあ、最悪商品を大量に購入するという方向性でいくしかない。村の人口の少なさを考えれば、実用上はそれでも問題はないだろう。

　本当は、兵力という意味でも鉄が欲しいのだが。

　……というか、翼よく人じんたちがあの鉄を俺おれに売ってくれなかった理由は判明したな。買い取っているのは神しん殿でんで、村の生活を見るに相当安く買かい叩たたいている。

　やっぱり神殿汚い。
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　とりあえず、現金を手に入れたので、荷車を牽ひいて組合を出た。

「……マスタ、いまのところで買い物はしなくてよかったの？」

　アビスが不思議そうに訊きいてくる。

「一応、一家総出で巡礼に来てるなんて噓うそついちゃったからね。まあどうせ一泊はするし、明日でもいいかなって。情報収集もしなきゃならないし」

「……そうなんだ」

　それに、一番の目的である薬を神殿で買うのが先決だ。

「先に宿も取っておきたいしね。というか、大丈夫かこれ」

　外を歩いていると、朝方よりも巡礼者が増えている。どこからやってくるのか、もしかするとマール連邦の色々な島々からやってくるのかもしれない。

　それとも、聖人ルキアが特に人気があるということなのだろうか。

「さっきの職員さんから、おすすめの宿を教えてもらったから行ってみよう」

　巡礼者が多い街だけあって、宿の数そのものは多いらしい。宿には共通の看板があるし、どうしてもなければ野宿でもいい。我ながらたくましくなったものだ。

　宿に到着し、受付で飛び込みだが空いているか訊くと、空いているという。

　なんでも巡礼者は神殿が用意した詰め所に寝泊まりする場合がほとんどで、高い金を出して宿に宿泊する人はあまりいない……ということらしい。

　金を払い部屋へ案内される。宿の部屋は大部屋と個室の二種類があり、個室は少し割高となるが、カギもあるし訳ありな俺たちとしては、その部分の出費をケチる意味はない。

「さーて、やっと落ち着けるな。みんなお疲れ様」

「……おつかれさま。マスタは身体からだが弱いんだから、あんまり無理しないでね。もう寝る？」

　アビスはユーリに過保護と言われていたが、確かに過保護だ。まだ昼前だよ。

　というか、人造人間のアビスや、金色戦士なレンと比べたら、確かに格段に身体が弱いというのも事実なのが辛つらい。実際、この三人で一番疲れているのは俺だろう。

　二週間弱にも及ぶ船旅からの、山登り。翼人の村のバラックで一泊。夜中に起こされて、恐怖の翼よく人じんパラグライダー。疲れていないわけがなかった。

「いや、さすがにまだ寝ないよ。できることはやっておかないと……」

　寝たい気もするが、なにか一つでも片付けておきたい。

「とりあえず、カエデの実家確認だけしておくか。城もないし街の名前も違うが、あの聖堂を城だと思っていた可能性もある」

　実際のところその確率は低いだろうが、旅行で来たことがある……なんて可能性もある。もう一度、商業組合に行ってカエデの故郷の街『ゴディエ』のことを知っている人がいないか探してみてもいい。巡礼者がこれだけ多いのだし、そういう情報は得られやすいのではないか。うまくすればラベルダ王国の位置も分かるかもしれない。

　俺おれは『村の出口（東）』の杭くいを取り出し、部屋のフローリングの穴が空いている箇所に突き刺した。これで、出口ポイントとして設定完了である。

「じゃあ、すぐ戻ると思うけど、いちおう島の様子も見てくるから、休んで待っててくれ」

「……いってらっしゃい」

「あっ、風か邪ぜの子がいたら、人数数えてきて下さい。薬買えたらすぐ飲ませられますから」

「了解！」

　というわけで、開拓村経由で一度島に戻ることにした。ワープポイントを設定できる、「村の出口」は本当に便利だ。俺は開拓村を歩いて「北の出口」から出た。

　そこは見慣れた島の大樹の根本。「村の出口（北）」の杭を突き刺してある場所だ。

　とりあえず辺りには誰もいない。

（この時間ならお昼を食べてるとこかな）

　屋敷を見に行くと、ちょうど食事中でメニューはうどんだ。

　ここ最近はもうすっかり麵めん類が主食になってしまった。ここがうどん県になる日も近い。

「みんな、ただいまー」

　驚かせようと思って、唐突に部屋に入ると驚いた何人かの鼻からうどんが飛び出した。

　ある意味、感動的なほどだったが、さすがに怒られた。




　島のみんなには手早く事情を説明してから、カエデを連れて「東の出口」から宿に戻る。

「すごいね、お兄ちゃん！　島以外の場所久しぶり！」

　宿から外に出たカエデは、感激の声を上げた。

　カエデは、ほぼ一年島で暮らしていたのだ。もしかすると、一生外に出ることができないと悲観していた可能性すらある。ふと、カエデの横顔を見ると、涙が光っていた。

「それで……どうだ……？　知ってる街か？」

　そう訊たずねると、カエデは無言で小さく首を振った。

　やはり違うのか……。万が一の可能性を信じたかったが、残念だ。

　その後、カエデの住んでいた都市を知っているものがいないか、聞き込みを行った。この街には、たくさんの旅行者が来ている。旅行者ということは、ある程度地理には詳しいだろう。そうでなければ、この世界で旅などできるはずがない。

　巡礼者を中心に、何人かに話しかけてみたが、ゴディエという名の街を知っているものは見つからない。大きな城のある街だ。有名な街に違いないのだが……。

　しかし、声を掛け続け、何十人目かの男から、少し良い反応があった。

「ゴディエだって……？　あー、どっかで聞いたことあるな。なんだったか……」

「な、なんとか思い出してください！」

「街の名前だろ……城がある……えー、確かあれは軍を辞めてから巡礼に来たっていう人に聞いたんだったかな。ああ！　そうそう！　帝国だよ。ライムリーグ帝国の軍人だ！」

「帝国ですか！」

　ライムリーグ帝国は、ユーリたちの国『モンディアル公国』を滅ぼした国だ。島から見て西側の大陸のほとんど全土を掌握しているらしい、大国である。

「その人がゴディエから来たと、確かに言っていた。帝国でも特別古い街で、昔は首都だったとか言っていたな。今はもっと良い土地が手に入ったとかで、首都を移したそうだが」

　古こ都となら城があっても不思議じゃない。これはビンゴだろう。

「場所はわかりますか!?　地図で、だいたいこの辺りという程度でいいんです！」

[image: ]

「あー、さすがに場所はわからないよ。悪いな、兄ちゃん」

　場所はダメか。まあ人に聞いた程度ならそうだろう。地図がある世界で生きていた俺おれでも、日本の名前だけ知る市の場所を訊きかれたら、答えられない。

「ありがとうございました！　これ、よかったら食べてください」

「おっ、なんだいこれ。わりぃな」

　お礼にミカンを渡して、いったん宿に戻った。

「やったな、カエデ。街の場所はまだだけど、帝国の古い街だってことはわかったよ。そこがわかってれば、あとは帝国人を見つければ、探しに行ける」

「ホント……？　また、パパとママに会える……？」

「ああ、すぐには難しいかもしれないけど、必ず」

「よかった……。ありがとう、お兄ちゃん」

　もしかすると、『邪神の祝福者』の身内ということで、カエデの家族にも、なにかある可能性があるのだが、今はそれを考える必要はない。考えても答えは出ないのだから。
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　カエデを島に送り届けて、次の日。

　俺はアビスを宿に残し、早朝から神しん殿でんを訪れていた。レンは開拓村で待機。

　理由はもちろん薬を買うためだ。アビスは神殿が定めるところの悪魔の姿だし、レンもあまり普通の容姿とは言いい難にくい。俺もアラミラの祝福者であり、ちょっと危ない気もするが、そこはまあ聖せい印いんを見られなければ問題ないだろう。

　神殿で販売している水薬は、いくつかのランクに分かれていて、最高ランクのものは、いわゆる「特効薬」だ。

　どんな病気にも効くし、どんな怪け我がも治す。

　その代わり、値段も天井知らず。というか、俺も詳しい価格は知らない。

　まあ事実上の命のスペアだ。値段が高くなるのは仕方がないのかもしれない。

　今回、俺が欲しているのは一般的なランクの薬である。それでも一般的な月収分くらいの値段はする。神殿は収入源が多いが、この薬の販売だけでも相当な収益だろう。

　昨日、村に戻ったところ、五人も風か邪ぜをひいていて、そのうち二人は寝込んでいた。

　五人にはすぐに飲ませるとしても、余分も欲しいわけで、多めに買っておきたい。

　神殿の入り口には、何人かの衛兵がいる。中にも数名。売店にも数名。

　彼らは「神兵」と言われる神殿の兵士であり、事実上の軍隊であると言われている。普通はそんなもの維持できないと思うのだが、神殿はできる。それだけ、金があり、力があるということだ。

　ちょっとビビりながら売店で薬を購入した。かなりの高額ではあるが、次に買う機会がいつになるかもわからないので、奮ふん発ぱつして三十本も買った。

　普通に購入できてしまったので、少し拍子抜けしたが、よく考えるまでもなく、商売なんてものは売れればいいのである。誰が買ったかなんて、小売りでいちいち考えるわけがないのだった。いちいちビビりすぎているのかもしれない。神しん殿でんは苦手だ。

　薬が買えたので、急いで宿まで戻り一度開拓村経由で島に戻った。

　サラに薬はすべて渡し、風か邪ぜの五人にはさっそく飲ませてもらう。

　薬の効能は凄すさまじく、フウフウと息を荒くしていた元近衛このえ隊員も、アッと言う間に穏やかな寝息に変わった。これなら、すぐに良くなることだろう。

　神殿は悪いやつが多いが、祝福者の能力は本当に便利だ。

　島から、またザックスの街に戻り、再び神殿へ。売店を再度訪れ、今度は鉄が買えないかを訊たずねてみた。ダメで元々、何事もやってみなければわからない。

　──が、予想通りに断られてしまった。そもそも材料の小売はしてないとのこと。

「ではどこで仕入れているかだけでも！」

「あー、すみませんね。街の鍛か冶じ屋やに行けば購入できますので、そちらへどうぞ」

「いえ、素材のほうが欲しいんですよ」

　あーでもない、こーでもないと粘ってみたが、最後には屈くつ強きような神兵のオッサンにつまみ出されてしまった。

　こうなったら、翼よく人じんの村の鉄をなんとか分けてもらうしかないだろうか。運ぶ人がいるだろうから、それに袖そでの下を握らせれば、不可能ではないような気もする。

　とにかく、村に根付く程度には鉄の素材が必要だ。

（どうすっかな……）

　鉄を手に入れられなければ、何のためにここまで来たのかわからない。

　そんなことを道端で悩んでいると、ファーレー教のエンブレムをつけた、なかなか金のかかってそうな荷馬車がガラガラと運ばれてきた。

「……ん？　あれって……」

　荷車の荷物のほとんどはムシロで隠されているが、見える位置に、見覚えのある水みず瓶がめが置かれている。いや、見間違えることはありえない。俺おれが開拓村から出した瓶かめだ。

（あれ、リーベルの村にお礼として置いてきたやつだぞ）

　とすると、あのムシロで隠されているやつは、あの村の翼人が見つけてきた鉄か。

　しばらく見ていると、神兵が司教と思おぼしき老ろう齢れいの男を呼び戻ってきた。そして、御者をしていた男と話をし始めた。司教は神官とは服が違い、金糸をふんだんに使い豪華だから、すぐわかる。

　俺はこっそりと声がギリギリ聞こえそうな位置まで近づき、開拓村へと移動した。

　開拓村に入ると、入り口近くの切り株を利用した椅い子すに座っていたレンが、俺おれに気付いて耳をピンと立てる。

「あ！　マイロード！　待ちくたびれましたよ、私！」

　レンは薬を買う段階からずっと待機させていた。村の中では時間の流れが数倍だ。レンは丸一日放ほうっておかれたような感覚だったろう。

「レン、ちょっとそれどころじゃない。後で後で」

「どうしたんです？　そんなに慌てて」

　俺は走ってエネルの部屋に入り、テレビをつけた。

　作業をしていたコロモが、驚いて耳をピコピコさせる。

「よし、ドンピシャ」

　あまり、移動したときの位置がよくなかったのか、司教と荷車の男の姿は映っていないが、声はバッチリ聞こえてくる。

　俺はテレビのボリュームを上げた。

『──……参りましたよ、旦だん那な。人質をそろそろ返せ返せと、うるさくてかないませんわ』

『鳥どもか。約束の期限はいつだったか……』

『来月ですな。まだ少しあるとは言ったんですがねぇ。やつら栄養状態も悪いですし、そろそろ限界が近いんじゃないですか。気持ち悪わりぃくらいガリッガリっすから。騙だまされてるとは気付いてなさそうですが、もう十分元は取れましたし、バレる前に消したほうがいいのでは？』

『今回の分はどうだったのだ』

『まあまあ頑張ったようです。それなりの量ありましたしね』

『ならまだ絞れるのではないのか？』

『それはなんとも。それより人質……見せるんですか？　あんまりうるさいんで、祝福者の女だけ捕まえてきましたけど……こいつはまだ使うんでしょう？』

『あの状態の人質を見せられるわけがないだろう。まあいい、これ以上はお前が知る必要はないことだ。ご苦労だったな。処置は考えておこう』

『あ、あとなんか良さそうな瓶かめを隠し持ってたんで、それも回収しときました。なんかイモが入ってたんでそれは捨てましたけど』

『瓶……？　一体どこで手に入れたのかは訊きいたのか？』

『鳥のやることですからねぇ。盗んできたんじゃないですか？』

『バカ者！　奴らは絶滅したと街の人間は信じておるのだぞ！　奴らが誰かに見られでもしていたらどうするのだ』

『あー、それもそうっすね。まあでも、どうせもうそろそろのつもりだったのでしょ？』

『そういう問題ではない！』

　クロもクロ。真っ黒だ。

「……レン、行くぞ」

「アイアイサー！」

　まったく神しん殿でんってやつは、本当にクソッタレの集まりだ。

　レンと二人で開拓村から飛び出す。

「レン」

「はい、ここからリーベルの匂においがします！」

　ムシロを剝はぎ取とると、翼よく人じんの村にあった鉄と一緒に、猿ぐつわを嵌はめられ身体からだを縛られた状態で涙を流しているリーベルが横たわっていた。

「てめえら、なにしてやがる！　これが神殿の荷馬車だと知ってのことか！」

　男がなにか喚わめいているが、無視だ。

「リーベル大丈夫か？」

「う、ううむむむうー！」

　猿ぐつわを嵌められているが、ひとまず元気そうだ。

　神殿の薬は最高だったが、人は最低。特に上にいくほどクズばかり……か。

「てめぇ！　無視してんじゃねぇ！」

　男が激高する。

「レン。やりすぎない程度にビビらせてやれ」

「わっかりましたー！　獄炎の大魔ま導どう師しの力の一端、見せてあげますよ！」

　男が俺おれに摑つかみかかる直前。

　横にいたレンが、ほんの小さな炎を男に放った。

　炎は男の脚に当たりズボンを焦がす。

「あっちい！　なにすん……だ──」

　顔を上げた男が見た光景は、まさに絶望と言っていいものだっただろう。

　レンが練り上げた魔力が、真紅の炎の渦となり三メートルほどの高さにまで轟ごう々ごうと立ち昇っている。不思議と俺には熱が届いてこなかったが、男は腰を抜かさんばかりに驚き、半ば倒れ込むように大きく後ずさった。

　身体を包み込む炎で、コロモが作った服が灰になり、いつもの和服に戻り耳と尻尾しつぽが丸見えになっているが、そこは今更だろう。

「獣人の…………魔法使い……？」

　男の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。司教が我に返ったように屋内に駆け込む。逃げたか、あるいは仲間を呼びに行ったのだろう。

　まわりにいた神兵も、レンの炎を見てジリジリと距離を詰められずにいる。

　リーベルの戒めをすべて取ると、泣きじゃくりながら抱きついてきた。

「う、うぇええええ！　怖かったよぉ！　カイ、ありがとぉー！」

「ああ、偶然見つけられてよかった。危なかったな」

　あのまま、神しん殿でんの中に入られてしまっていたら、リーベルがどうなっていたかわかったものじゃなかっただろう。

　さて、レンの炎が目立ちまくっている上に、ここは大聖堂の近くだ。

　すでに群衆が周りに集まってきてしまっていて、普通に脱出するのは難しそうだ。神兵も続々と集まってきている。衆人環視の下だが、開拓村を使うしかない。

「ね、ねえ！　あれ翼よく人じんじゃない!?　やだ、まだいたの!?」

「あっちのは獣人だぞ……！」

「怖い！」

「神兵はなにをしているんだ!?」

「翼人も獣人もこの街から出て行け！　ここは人間が住む場所だ！」

　野や次じ馬うまの一人がレンに向かって石を投げた。石は大きく外れたが、まさかこんなことがあるなんて。翼人たちの生活ぶりからしてオカシイと思ってはいたが、つまりこの街では獣人や翼人は差別の対象になっているということなのか。

　最初に会ったとき、リーベルがやたらとアビスとレンが奴ど隷れいじゃないのかと訊きいてきたが、それが理由だったのだろう。

「なーんなんですか、あいつら！　どっちが悪いのかもわからないの？」

　石を投げられて暴言を浴びせられてもレンは全く堪こたえた様子もなく、逆に憤ふん慨がいしている。

「放ほうっておけ、どうせなにもできん。それより祝福者を呼ばれる前に逃げるぞ！」

　本当はこういう衆人環視の下で開拓村の能力を使いたくないが、やむを得ん。走って逃げるのでは限界がある。宿に入るところを見られても面倒だ。

「レン、なにか派手な魔法で視線を上に向けさせることできるか？　煙幕でもいい」

「煙幕はできませんが、派手なやつならありますよ、特別なやつが！」

「若干嫌な予感するが頼む。ある程度視線逸そらせたら逃げるぞ！」

「アイアイサッ！」

　俺おれの合図とともに、炎の弾たまを生成し、空へ打ち上げるレン。

　つい俺も目で追ってしまう。

「いきますよー、フレーイム・バーストッ！」

　魔法名とか口に出して言うんだな……という素朴な感想もつかの間。

　空で輝いた火球が、派手な音を立てながら爆発を起こした。強い光でつい一瞬目を閉じてしまうが、レンが作ってくれた時間を無駄にはできない。

　俺は、レンとリーベルの手を摑つかみ、さらに神殿の荷馬車にも触れながら──

「てのひら開拓村ッ！」

　すべてをかっさらって開拓村に移動した。





　　　　◇◆◆◆◇






「わっわわわわわわわ。なになに、どこここ、どこなにこれどこ!?」

　開拓村に着いてすぐ大騒ぎするリーベル。初めて開拓村に連れられて来た人はだいたい同じようなリアクションをとるから、もう慣れた。

「落ち着けリーベル。もう大丈夫だ」

「えっ、えええ？　そうなの？　でも……なんで、ここどこ……」

　徐々に、落ち着きを取り戻すリーベル。さすがに、一気にいろいろありすぎて脳みその処理が追いついていない感じだ。

「ここは俺おれの能力の世界だよ。安心していい」

　左胸の聖せい印いんを見せながら言う。荷車の男によるとリーベルも祝福者らしいから、この意味は理解してくれるだろう。

「こっ、これがカイの祝福なの……？　こんな能力あるんだ……」

　祝福者の能力は多岐にわたる上にまだ謎なぞが多い。

　リーベルもこういうのがあるのかと納得してくれたようだ。

「よし。レンもおつかれさま。最後の魔法、良かったな。あれなら移動の瞬間はほとんど見られてないんじゃないか？」

「うーん、それでも数人には見られましたよ。まあ、全員に見られるよりはいいですが。まあ、わたくしちゃんとしては全部殺してしまえばいいって思ったんですけどねぇー」

「悪レンが出たな」

　レンは実はけっこう武闘派だから、俺のように穏便なやり方を好むタイプではない。

　あの瞬間。レンの戦闘力ならば文字通りの皆殺しも可能だったのだろう。俺がそれを望まないからしなかったというだけで。

「おかえり、カイ。さりげなく鉄と荷馬車まで手に入れたじゃないか。テレビで見てたよ」

　エネルが貝かい串ぐしを食べながらやってくる。野球中継見てました、みたいなノリだ。

「まあ、成り行きでね……。ここからが問題だけど」

「出口、設定してあるの？」

「東は刺したまま。そうじゃなきゃさすがにあの場面では開拓村使えないでしょ」

　杭くいはアビスを待機させてある宿の部屋に、そのまま刺してある。

「変に噂うわさになる前に戻るよ。さすがにあの街にはもういられないから」

「気をつけてねー」

　村の中を探検したがるリーベルを引きずって、村の東出口から外に出た。




「アビスただいま。ちょっと問題が発生した」

「……おかえりマスタ。あれ？　リーベル。街で会ったの？」

「まあ、そんなとこ。リーベル、とりあえずここなら安全だから、なにがあったか話してくれる？」

「えっ、えっ？　また別の場所にいる……。さっきまで村の中だったよね……？」

「ああ、まあ説明すると長くなるから、それは後で」

　実際、めまぐるしくワープを繰り返している。理解が追いつかなくても当然だ。

「うん……。じゃああの後、何があったか話すね。カイたちを送った次の日にね、カイが欲しいって言ってた鉄を、神しん殿でんの人が取りに来たんだ」

「さっきの男がそうなんだね」

「うん。それで、みんなで荷車に積んだんだけど、その後にいつも村の中を見回るんだけど、カイが置いていってくれた瓶かめも見つかっちゃって……。みんなで食べようって外に出してあったから仕方ないんだけどさ。まさか、取られちゃうって思ってなかったし……」

「なんで取り上げられちゃったの？」

「それは……なんでかな……。私たちが、弱いから……なのかな……」

　うつむいて言いい淀よどむリーベル。翼よく人じんは力が弱いという。空を飛べるといっても弓で射掛けられたらひとたまりもない。なにより、数が圧倒的に少ない。

　要するに、弱者として虐げられているのだ。

「リーベルはなんで、捕まったの？」

「みんなそろそろ限界だったから、お父さんが、お母さんたちを返して欲しい、もういいんじゃないかって話をしたの。あの鉄集めるのだって、一ヶ月くらい掛かってるから、もう約束の期限まですぐだったし。そしたら、わかったって、私だけ来いって言われて、それで……」

　つっかえつっかえ話すリーベルだったが、だいたい理解できた。

　要するに、彼らの妻や娘……つまり女たちは人質として連れて行かれ、返して欲しければ言われたとおりに働けと、重労働を課せられていたのだろう。

「それで……山から降りた辺りで、グルグルに縛られちゃって、私怖くて……」

　なるほど、詳細はだいたいわかった。

「……私、縛られている間に、喋しやべってる声、聞こえちゃってたんだけど……、ねぇ、やっぱり私たち騙だまされてたってことなの？」

　リーベルが最も根本的な疑問を口にする。

　あれを聞いていたのなら、もう騙されてたこと自体は確定だと誰だってわかるだろう。

　だが、あれだけでは判断しきれないのかもしれない。信じたいという気持ちがあるのなら特に。翼よく人じんのことを鳥呼ばわりする奴らのことなど、信じる必要もないと思うが。

「もともとリーベルたちがどういう約束をしていたか知らないから、断言するのは難しいけど……うん。騙だまされてたと思うよ」

「そっか……」

　それきり黙ってしまうリーベル。

「……とりあえず街から脱出して、リーベルの村まで行こう。今後の方針を話すから」

「方針……？」

　顔を上げ、頭にハテナマークを浮かべるリーベルだったが、とりあえず時間が惜しい。我ながらお節介だと思うが、こうなったらもうやれるとこまでやってやる。

　窓からソっと外を見ると、なにやら騒ぎになっているようにも感じる。

　神しん殿でんの荷物をまるっと盗んだのだから当然だろう。この世界で神殿に反逆する人間なんて、どれほどもいるものか。まして、これだけ巡礼者がいるような神殿の強い街で。

　とにかく、さっさと脱出してしまったほうがよさそうだ。あるいは夜までここで待機するかのどちらかだが、それだと翼人の村が心配だ。あっちを先に押さえられたら負けだ。

「俺おれとレンは面が割れている。アビス、頼まれてくれるか？」

「……いいよ。なにするの？」

「東の杭くいを持って街の外……できれば、それなりに離れた場所まで行ってから、突き刺して欲しい」

「……わかった。簡単だよ」

　簡単といえば簡単だが、神殿がどのくらいのスピードで対応してくるかわからないので、それだけは注意しなければ。

　できるだけスピード勝負。なるべく早く行動していくほうがいい。

「とはいえ、変に走って外に出ると怪しまれるかもしれないから、ゆっくりな」

　ただでさえアビスはフードで角と髪を隠さなければならないのだ。

「マイロード、外に出てからどうするんです？」

「一度、リーベルの村に戻ろう」

　神殿がどういう動きをするかわからない以上、速度がすべてに優先するといってもいいだろう。だが、状況はそう悪くない。スピードという点では、俺の開拓村は最速だ。なにせ瞬間移動テレポーテーシヨンがあるのだから。

「じゃあ、アビス頼む」

「……杭を刺したら、どうやって伝えればいいの？」

　その問題があったか。時間を定めるというのも難しいし、悩むところだ。

「狼煙のろしでいいんじゃないか？」

「バレバレになりませんかね？」

「最悪バレても俺おれたちのほうが早いだろう」

「確かにそれもそうです」

　というわけで、無難に狼煙のろしを合図とした。

「……じゃあ、行ってくるね」

「危なそうだったら魔法使っちゃっていいからな。自分の身の安全を最優先に考えてくれ。俺たちはいざとなったら、どうにでもなるから」

「……うん、気をつけていくね」

　アビスが扉から外に出て、小走りで駆けていった。

（さて……あとは、合図まで待つだけか）

「……そうだ、リーベル。いろいろ訊きいておきたいんだがいいかな」

「うん、いいよ。なんでも訊いて」

　とりあえず、一番の疑問を訊こう。

「リーベルは祝福者なのか？　村の女の人は全員連れて行かれているのに、リーベルだけが残ってるのも、それが理由？」

「そうだよ。私の祝福は鉄を探すのに必要なものだったから、それで残されたの」

「女の人たちが連れて行かれたのはいつの話？」

「もう一年以上前……」

　長い。一年か……。

「…………最後に会ったのは？」

「もう半年くらい前……」

　リーベルは悲しげに言ったが、半年前に会ったということは、半年前にはまだ生きていたということだ。もちろん、今日までの半年の間に女性たちが殺されているという可能性はある。だが、わざわざ半年も生かす必要があるだろうか？　俺はもう全員殺されている可能性が高いと考えていたのだから、最悪の状況ではないのかもしれない。

　まあ、それでも半年会っていないというのは長いのだが……。

　俺には、翼よく人じんがこの世界でどういう扱いを受ける種族なのかがわからない。奴ど隷れいになっているぐらいなら、まだ良いほう……という結果にならなければいいが……。

「あのぉ、マイロードの考えていること、だいたいわかりますけど、多分大丈夫だと思いますよ？」

　レンが変なことを言い出した。エスパーか？

「なにが大丈夫なんだ？」

「あの神しん殿でんの奥のほうから、翼人の匂においがしてましたから。全員、ちゃんと生きてるんだって思います。匂いの感じでわかります」

「そ、そうなのか？」

　さすがレン！　キツネってそんな鼻良かったんだって感じあるけど、犬系だもんな。

「あー、そういう心配してくれました？　私も能力でお母さんたちが、あそこにいるってことわかってましたから、間違いありませんよ」

「便利な能力だな……」

　だからこそ利用されたとも言えるだろうけれど。

　なんにせよ、生きているのなら助け出す。やることはシンプルになったと言える。

　しばらく待機していると、北の空に狼煙のろしが上がったので、俺おれたちは一度開拓村に入り、そのまま東の出口から外に出た。もう宿に戻ることはないが、宿代は前払いで払ってあるから問題ない。

「おつかれアビス。ツケられなかったか？」

「……大丈夫だと思う。街を出てからは本気で走ってきたし」

　アビスが本気で走ると、オリンピック級だけど逆にそれ大丈夫なのか。いや、まあそういう些さ事じに拘こだわっている段階ではないな。

「よし、とにかく時間が惜しい。どんどんいこう。レンはリーベルの村の位置はわかるな？　アビスは？」

「当然わかりますよ」

「……私もわかる」

「じゃあ、二人で全速力で向かってくれ。検問があるらしいから、迂う回かいして山の中を抜けるルートで……いけるか？」

「わたくしちゃんにかかれば、問題にもなりませんよ！」

「……私も平気」

「じゃあ頼む。到着したらまた杭くいを刺して狼煙を上げてくれ。距離はあるがテレビでモニターできるだろうから」

　というわけで、俺とリーベルは開拓村に入って翼よく人じん村に到着するまでエネルの家でテレビを見ながら待機。

　俺たちが村に入るのとほぼ同時に走り出したらしいアビスとレンは、あっという間にテレビの視界から消えた。テレビはあくまで俺が開拓村の能力を発動した地点をモニターできるだけなので、今は周囲に誰もいないのを観測できるだけである。

　まあ、それでも遠くの空に上がる狼煙は確認できるだろうから、やはり便利だ。

「……私、もう考えるのやめました。わー、この果物おいしー」

　リーベルはめまぐるしく移動を繰り返したことにより、思考停止したようだ。エネルが差し出したミカンを一心不乱にパクついている。俺も、軽くなにか腹に入れておこう。




「ねえ、カイ。あの鉄はどうするんだい？」

　うどんをすすって狼煙のろしを待つ間にエネルに訊たずねられた。

　神しん殿でんの荷車ごと村に持ってきた鉄のことだ。厳げん密みつには鉄の材料。

「ああ、あれね。とりあえず、製鉄まで開拓村でやろうと思ってたけど、村人だけでなんとかできると思う？」

　俺おれだってちゃんとした知識を持っているわけではないのだが、最低限のことはわかる。作陶をスタートさせている開拓村ならば、あれを鉄にすることもできるのかもしれない。あくまで可能性がある……というレベルでしかないが。

「そもそもあれって、なんなのかな。鉄鉱石ってああいうものだっけ？」

　俺が感じたものと同じ疑問をエネルが口にする。エネルは俺と知識のベースが同じだから、俺が無意識レベルで知らないことはエネルも知らないのだろう。

　鉄の元というと、鉄鉱石か、それとも砂鉄か。見たところ砂鉄ではないし、やはり鉄鉱石なのだろうか。翼よく人じんといまいち繫つながらないが……鉱山での作業をやらされていたのか？

「あれはお空から大昔に降ってきた鉄の元なんだよー。これ美お味いしいね」

　リーベルが小魚の煮干しをボリボリ食べながら言う。

「空から……？　ああ！　隕いん石せきか！」

　隕石の中には鉄が主成分のものが多く含まれ、たしか隕鉄とか呼ぶはず。

　なら、あれらはみんな隕石ということか。

「って、あんなに集めたの？　隕石を？」

「いんせきっていうの？　うん、私の祝福がなかったら見つけるの難しいと思うけど、たくさん落ちてるよ」

「マジでか」

　地球では隕石なんて滅めつ多たに落ちてこないと思うけど、この星では多いらしい。あるいは、過去にやたらと隕石が落ちまくった時期があったということなのか。

「てか、リーベルの祝福ってなんなんだ？　訊きいても大丈夫？」

「あれ？　言ってなかったっけ？　捜し物の神ミスラの祝福だよ。捜し物がどこにあるのかがわかるの」

「捜し物の神！」

　地味だが有用な能力だ。

　それなら山中で隕鉄を見つけることもできるだろう。腑ふに落ちた。

「カイさーん。合図だよー」

　テレビを眺めながら編み物をしていたコロモが教えてくれる。

　テレビを見ると、遠くの山に一筋の煙が確かに昇っていた。

「エネル。鉄については、また落ち着いたら製鉄スタートさせる方向で行こう。とにかく行ってくる」

「じゃあ、とりあえず隕鉄は村に入れずに保留にしておくよ」

「そうだな。そうしてくれ」

　俺おれはリーベルを連れて村の出口（東）から外に出た。




　翼よく人じんたちの村は、一昨日訪れた時となにも変わった様子はなかった。

　突然現れた俺とリーベルに驚きはしたものの、前回と同じように歓迎してくれた。

「リーベル、それでどうだったんだ？　母さんたち返してもらえそうだったか？」

　リーベルの父親らしき翼人が、リーベルに訊たずねる。

　もともとリーベルは、そういう名目で神しん殿でん荷馬車の男についていったのだから、当然だろう。彼らはまだ神殿の本性を知らないのだ。

「お父さん！　私たち騙だまされてたんだよ！」

「騙されていた……？　どういうことだ、リーベル」

「返してくれない！　私まで捕まっちゃったけど、カイさんが助けてくれたの！　あいつら母さんたちを返す気なんてないんだよ！」

　リーベルは父親の襟元に食らいつくようにして訴えているが、父親のほうは困惑するばかりだ。

「どういうことだ……？　捕まった……とは？」

「あー、僕から説明します」

　本来なら俺は部外者だが、現状での一番のお尋ね者は俺とレンだろう。見方を変えれば、翼人たちは俺のお節介に巻き込まれたような格好である。俺は俺のやっていることに後悔はないし、良いことと信じているが、それはあくまで俺がそう思うというだけなのだ。

　彼らが、余計なことをするなと考える可能性もゼロではない。

「──というわけです、僕個人は、もう我が慢まんするポイントはとっくに超えたと考えます。女性たちを助けてここから離れるべきでしょう。神殿はあなた方を利用できるだけ利用して、あとはなにもなかったことにするつもりです」

　実際にどうか、厳げん密みつな部分はわからないのだが、見当違いということはないはずだ。

　街の住人の翼人に対する態度を見ても、彼らがあの街で幸せに暮らせる可能性はゼロだ。かといって、この村で慎つつましく暮らすことに意義があるとは到底思えない。

「しかし……そんなバカな……。彼らは、住む場所も失った我らに、安心して暮らせるこの場所と仕事を提供してくれたのだぞ……？」

「じゃあどうして人質なんてとる必要があるんです？」

「人質ではない。神殿での仕事に手を借りたいから、一年だけという約束だった！」

　なぜ一年という期限を区切ったのかはよくわからない。一年後にまた契約し直すつもりだったのか、そもそも翼人の女性が生かされている理由はなんだ？

　俺おれが神しん殿でんを信用していないせいで、必要以上に悪く考えすぎている可能性もあるが……。

「こんなに貧しい生活を強いられている理由は？」

「それは、街のほうも食事情厳しく、鉄もそのあたりに落ちているものだから、たいしたお金にならないからだ。それでも、彼らは我々のために良くしてくれていたんだ！」

　情報が限られているとこういう感じになるのか？

　……いや、彼らにとっては、神殿との繫つながりは唯一の生命線だ。話の裏も取れていない状態から、無条件に「そうだったんですか」と俺の話を信じられるものでもないだろう。

　一つ一つ解きほぐしていくしかないが、信じて貰もらえるだろうか……？

「あー……まずですね。街は食事情厳しくないです。市場は食べ物であふれてましたよ。それに鉄ですけどお金にならないどころか、かなり高額で取引されています。あなたたちがこんな生活を強いられているのは明らかに不当です」

「バカな……」

「さらに言うなら……翼よく人じんの女性たちについても、どういう扱いを受けているか、あまり考えたくないですね。最後に会ったのは半年も前だとリーベルから聞いていますが」

「そんな……、じゃあ我々はどうすればいいのだ……」

「彼女たちがいる場所はわかっています。取り返しに行きましょう」

　街ではもう騒ぎを起こしてしまっているのだ。

　今更やっかい事を少し追加したところでなんということもない。

「取り返す……？　神殿に？　街には衛兵もいるし、神殿には神兵や神官様もいるだろう……？　それに普通に頼めばわかってくれるのでは……」

　意外なほど神殿に懐柔されている。

　……いや、これぐらいがこの世界のスタンダードな感覚なのかもしれない。前世の記憶なんてものを持っている俺が異常なのだ。

「そりゃリスクはありますけど、向こうから返してくれる可能性はほとんどないですよ。まして、話し合いで解決ってのは難しいんじゃないですかね。リーベルは力ずくで猿ぐつわ嵌はめられて、縄なわで縛られて神殿に連れて行かれたんですよ？」

「しかし……」

　いまいち煮え切らない翼人の男たち。

　常識が邪魔しているのだろう。そもそも、神殿がそんなひどいことをするというイメージがないのかもしれない。

「私はやるよ！　私、あいつらの言ってること聞いちゃったもん」

　リーベルがひとり気を吐く。

　やるならリーベルの力は必要だ。人質がどこにいるのか能力でわかるというし。

「お父さんたちだって、本当は何か変だって思ってたんじゃないの!?　お母さんたち、返してって頼んだのに、逆に私が捕まっちゃったんだよ!?　返す気なんてないんだよ！　本当は私たちのことなんて、なんとも思ってなかったんだ！」

　だんだんヒートアップしていくリーベル。

　騙だまされてグルグル巻きに縛られた事が、相当頭にきてるらしい。

「だが……その後はどうなる？　彼らに逆らっては生きていけないだろう……」

「ああ、それならうちに来ればいいですよ。ここからはずいぶん離れた場所ですが、少なくとも衣食住に不自由はさせません」

　翼よく人じん全員くらい余裕で養える。新しい島民は大歓迎だ。

「カイもこう言ってるんだし、そうさせてもらおうよ！　もう私、こんな生活いやだよ。あんなに重たい鉄の塊を持ち上げて飛ぶのも、もうコリゴリなの！　人に見られないように、夜しか飛んじゃだめなのも暗い気持ちになるの！　食べるものがなくて、焼いたトカゲ食べたりするのも、うんざりなの！　お父さんも叔お父じさんも、みんなヘトヘトで頑張ってるのに、小さいおイモも満足に食べられないのは、もう嫌なの！　お母さんとも友達とも離ればなれで暮らすのも嫌なの！」

「リーベル……」

　感情を爆発させるリーベル。目には涙が浮かんでいる。

　大人たちは奥さんや娘のためと我が慢まんができても、子どもであるリーベルは限界だったのかもしれない。

　それにしても、夜しか飛んではいけないとは……。確かに先程、狼煙のろしを待っている間も飛んでいる翼人は見かけなかった。まさか、そんな条件を出されていたとは。

　あの街の住人が「翼人がまだいたの」と言っていたが、彼らは世間から隠されていたということなのだろう。あるいは──

「あの、ひとつ訊ききたいんですが、翼人ってここにいる人達と、人質になっている女性たちだけ……なんですよね？　……どうして、こんなに数が少ないんですか？」

　単純に、繁殖能力が低いだけ……という理由ならいいのだが……。

　俺おれの質問に、翼人たちは一瞬ざわめいた。そして、言い淀よどむ。

　翼人たちは、ここに十五人。人質になっている女性たちは二十一人だというから、合わせて三十六名しかいない。まあ、この場所に翼人が少ないだけで、どっかにはたくさんいるのかもしれないが。

「……俺の爺じい様さまのまた爺様の時代だ」

　リーベルの父親が静かに語り出した。翼人たちの歴史か。

「我々はもともと森に住んでいた。そこに、人間たちがやってきた。我々翼人は面白半分で射掛けられ、ほとんどが殺されるか、奴ど隷れい……いや見世物にされたらしい」

　あの街での差別感を見るに、それほど意外性のある話ではない。元いた世界の歴史でも同じような話はいくらでもある。

「それでも我々が全滅せずにすんだのは、ファーレー教の教義があったからだ。ファーレー教は我々のような者でも受け入れてくれたのだ……」

「なるほど……」

　あまりファーレー教の教義に詳しくはないが、確かに種族間の抗争や迫害なんかは禁止されてたはず。俺おれの知識は神官である親父おやじの蔵書からのものが多いが、亜人の種類が書かれた本も確かに差別的なニュアンスはなかった。

　だから、この世界にはあまり種族間差別はないのだと思っていたくらいだ。

　実際に翼よく人じんが生き残ることができたのも、教義のおかげだろう。この世界で強い影響力を持つファーレー教だから、翼人の迫害を禁止することができたということ。

　つまり、昔は神しん殿でんもマトモだったということなのだろうか……？

「でも今は街にも住めずにいるじゃないですか」

「……我々の姿に嫌けん悪お感を示す者がいるのは、仕方がないことだ……。だから神殿も我々に人間が近寄ることのない住処すみかを用意してくれた」

「なるほど」

　こりゃ、なかなか手て強ごわい。

　彼らは、平等がなにかなんて最初から知らないのだ。自分たちが被害者であるという認識があるかすら怪しい。ただ、間違いなく恩義はある。その事実が決断を鈍らせている。

「しかし、カイ君の言うことが真実だとすれば、我々はどうすれば……。リーベルを縛り上げたという一事だけでも許されないことだ」

　彼らもわかってはいるのだ。だが、決断ができない……そういうことだろう。

　俺が提案しているのは、明確に神殿に刃向かう行為だからだ。相手のほうが強く、ずっと服従に近い状態であったならば、騙だまされていたからといって、すぐ刃向かえるものではない。そんなガッツがあったのならば、ここまで良いようにされてはいない。

　少し攻め手を変えてみることにする。

「では、こうしましょう。もうすぐ約束の期限ですし、一度奥さんたちと会わせてもらいに行きましょう。向こうに温情があるなら、それくらいしてくれるんじゃないですか？」

　まあ、実際。もしかしたら返してくれるかもしれないのだ。神殿の狙ねらいはイマイチわかっていないのだから。

　だが、あの感じはもう返す気などない……と思うのだけどなぁ。

「マイロードマイロード。お話中のところすみませんが、人が来ますよ。けっこうな人数です。金属の擦こすれる音がするから、武装してるかも」

　レンが耳打ちしてくる。この山は一般には開放されていないらしい。

　となれば十中八九、神殿の兵士……つまり神兵だろう。

「あとどれくらいで着く？」

「おそらく三十分程度です。対応早かったですね」

　早いなんてもんじゃない。早すぎる。

「おそらくリーベルを連れて逃げたからだろう。さて、どうするか」

　希望的観測は捨てたほうがいいように思う。

　武装した人間を複数送ってきている以上、最悪のケースもありえる。というより、その可能性が最も高い。

　街ではレンの姿を見られている。その魔法使いがいる可能性があるのに、躊ちゆう躇ちよなく攻めてくるからには、魔法使いを無効化できる方法があると見て間違いないだろう。

「みなさん、ちょっといいですか。山に人間たちが登ってきているようです。おそらく、僕がリーベルを連れて逃げたからでしょう」

「なぜ、そんなことがわかる!?」

「うちのレンは耳と鼻がいいので」

「だが、人が来ているなら丁度良いじゃないか。リーベルの件はなにかの間違いかもしれない。さっき、カイ君が言っていたように、一目女たちに会わせてくれと頼んでみれば……」

　なかなか今の生活にも未練があるらしい。

　まあ、俺おれの誘い方も胡う散さん臭くさい自覚はある。どちらかというと、俺のほうが詐欺師くさい。

「では、話し合い……してみて下さい。僕たちは隠れていますから」

　結局、翼よく人じんたちは神しん殿でん関係者と対話を試みることになった。

　リーベルの件は説明を求めると言っていたが、彼らとしては何かの間違いだと思いたいようだ。一応、俺のことは見ず知らずでリーベル自身も気づいたら街の外にいた……と説明してくれるらしい。

　まあ、どうせ話し合いなど決裂するだろうが、本人たちの覚悟を決めさせるには丁度良い儀式かもしれない。




　神殿の人間たちが山を登ってくる間、俺はレンとアビスと作戦を考えていた。

「問題は、未知の祝福者を連れてきた場合だ」

「そうですね……。ハッキリ言って並の魔法使いならば、私とアビちゃんで対処できます。肉弾戦ならば戦士君を出せばいいですし。でも知らない祝福者の対応だけは、未知数です」

「いちおう祝福者には戦闘用の能力はないということになっているが、どこまで本当なんだか……」

　ユーリの盾の神の祝福みたいなものもあるのだから、もっと戦闘向きなものもあると考えておいたほうがいいだろう。

「祝福者は奇襲で黙らせるしかないだろうな。アビスの電撃なら対処できまい」

　能力者の弱点は、なんといっても能力の名前を口に出さなければ、なんの異能も顕現させられないところにある。単純に「言葉にする」タイムラグだけでも、歴戦の戦士相手ならばどうしようもない隙すきとなるに違いない。

「あとは、翼よく人じんたちを守れるかどうか……だな」

　翼人は足が鳥のそれだからか、動き方が独特で速く走ることができない。飛び立つ時も大きく羽を羽ばたかせてから浮かび上がる。一事が万事、動きが遅いのだ。

　飛ぶことさえ出で来きれば、高さというアドバンテージを手に入れられるが、それでも弓矢には弱い。鳥と比べたら絶望的に的が大きい上に、飛ぶ速度も速くないという。

「とにかく、交渉が決裂して戦闘になりそうになったら、レンとアビスは翼人を護まもってくれ。とくに弓矢には注意して。必要なら戦士君も出すが、あまり神しん殿でん関係者には見せたくない」

「ねえ、マイロード。返り討ちにしちゃいましょうよ。殺してしまえばわかりませんって。山にでも捨てておけば、死体はモンスターが食べるでしょうし」

　レンはその辺りの考え方がドライだ。

　確かに殺してしまえば死人に口なし。時間も稼げる。

「ダメだ。殺しはやらない。彼らにだって、それぞれに人生があって大切な人だっている。あくまで今この瞬間に考え方が違うから対立することになっただけだ。本当に殺す必要がある場面が来たら躊躇ためらわないつもりだけどさ、今回はまだその時じゃない」

　もちろん、レンの言い分もわかる。

　わかっているが、俺おれはもっともらしいことを言って誤ご魔ま化かした。本当は、俺自身がまだ殺しというものに覚悟を持てていないだけなのに。

　実際、神殿関係者と事を構えるのは危険だ。神殿と関係がない人間ならば、アラミラ神の不思議な能力を見ても、神殿が秘匿しているなんらかの神の能力だろうと考える。だが、神殿関係者に見られたら、いずれはアラミラへと辿たどり着ついてしまうだろう。

　アラミラの祝福がどういうものかは、わざわざ島流しを実行している神殿のほうが俺よりも詳しいのは確実なのだから。

「アビスはさっきも言った通り、祝福者を最優先で黙らせてくれ。殺さないように、いつもの弱めの電撃で」

「……うん。わかった。リーベルはどうするの？」

「リーベル？」

　アビスの視線の先を見ると、俺の斜め後ろにリーベルが立っていた。

　すっかり泣なき腫はらした後のようで、目が真っ赤だ。

「ごめんね、カイ……。お父さんたちわからず屋で……。絶対に、神殿は私たちを騙だましてたんだって、何度も言ったのだけど、『事情があったのだろう』とか『あの男の独断だったのではないか』って聞いてくれなくて……」

「まあ、すぐには仕方ないよ」

　この世界ではファーレー教の影響力は計り知れない。いきなり、やってきたポッと出の男のことを信じて、自分たちの人生を投げ打つことなどできないのは当たり前だ。

「私……なにかできること……ないのかな」

「できることか……。多分、戦闘になるだろうけど、リーベル自身には……あ、リーベルの能力って、『祝福者』を見つけられる？」

「祝福者を？　えっと、やったことないけど……」

「捜し物を指定して見つけるんだろう？　ならできるのでは？」

「そういえばそうだね。やってみる。『鵜うの目、鷹たかの目、神様の目！』」

　リーベルが能力を発動し、目を閉じてなにか思案に耽ふけるような顔つきになる。

「……どうだ？」

「あー、はいはいはいはい。見えた！　目の前に一人いる！」

「それは俺おれだ」

「あと、山の中腹に……二人」

「二人も!?」

　マジかよ。せいぜい一人だと思っていたが二人か。

　まあ、あんな大聖堂があるのだ。祝福者だってたくさんいるのだろう。

　しかし──

（翼よく人じんを説得できなかったのが痛いぞこれは。未知の祝福者二名と戦闘しなきゃならない）

　説得に成功していたら、さっさと村を放棄して逃げるという選択もあった。

　村の出口の杭くいが二本あるから、決行する時まで島で待機という手段も取れたのだ。無用な戦闘はできれば避けたい。

「……って感じだったよ。祝福者の場所もわかるなんて自分の能力ながら盲点だったなぁ」

「リーベル、その能力って集団から個人を特定したりもできるか？　これから登ってくる奴らの誰と誰が祝福者かわかれば先手が打てるんだが」

「あ、わかると思うよ！　っていうか、祝福者はたぶん神官様の服着てくるんじゃない？」

「そうかもしれないけど、それ以外の可能性もあるからさ」

　祝福者を二人も連れてきているってことは、レンのことを警戒しているのだろう。となれば、一目で祝福者とわかる服装では来ないかもしれない。もしかすると、囮おとりとして全然関係ない人に神官の服装をさせてくるなんて可能性すらある。

「とにかくリーベルは俺たちといっしょに小屋の陰に隠れて、誰が祝福者か教えてくれ」

「うん、わかったよ！」

「あと、もう一つ。この話し合いが終わったあとにさ、リーベルにはお父さんたちを説得して欲しいんだ。交渉はまず間違いなく決裂して戦いになる。そうなったらもう時間に余裕はない。明日には捕まっている女性たちを助けに行く」

「え、お母さんたち助け出してくれるの……？」

　なぜか驚くリーベル。

「そりゃそうだろ。そのつもりでいたけど、なんでリーベルが驚くんだ」

「だって……戦いになるって言ってたし。今なら私たちだけでも逃げられるって意味なのかなって……」

「違うよ。全員で逃げるんだ」

「……なんで、そんなに良くしてくれるの……？　つい、こないだ会ったばっかりなのに。別に私たちなんにもカイにしてあげてないよ？」

　なんでだろうな。俺おれが元日本人で、それが出で来きるだけの力があるから。多分、そんな理由だ。俺は別に勇気があるわけでもないし、善人でもない。ただ、偶然自分にそれができる力がある。だからやるというだけ。強いて言うならば、俺と会ったリーベルの運が良かったというだけ。きっと、これはただそれだけの話だ。

「そろそろ来ますよ、マイロード」

　俺が答えずにいると、レンが耳打ちしてきた。

「リーベル、それとなくどれが祝福者かだけ教えてくれ」

「うん、まかせて」

　俺とレンとアビスは、小屋の板の隙すき間まから動向を見守ることにした。

「来たな」

　大人の翼よく人じんたちが並んで、人間を出迎える。

　対する人間は──

「ここに翼人の娘とそれを攫さらった男と獣人が来ただろう！」

　集団のリーダーと思われる、筋骨隆々の男が威圧するような大声で言い放つ。

　予想通り武装した屈くつ強きような男ばかりの集団だ。全員が剣を帯び、弓を携帯している。身体からだの半分くらいを板ばん金きん鎧よろいで包み込み、頭にはファーレー教の紋章が刻印された兜かぶとを被かぶっている。こりゃガチですわ。

　そして、その中に若い女が二人。変装することもなく神官服を着ている。

「リーベル」

「うん、間違いないよ。あの二人が祝福者」

「よし、もうリーベルは出てもいいぞ。……アビス、聞いてたな」

「……うん。いつでも撃てるよ。ここからなら外さない。いつでも言って」

　とりあえず、悪くない状況だ。あとは、祝福者の能力がどういうものかだが、まずは話し合いがどうなるかだ。

　翼よく人じんたちは代表としてリーベルの父親が話をすることになったようだ。

「……娘は帰ってきましたが、男と獣人などは存じません」

　武装にビビったのかしどろもどろに説明するリーベル父。

　約束通り、俺おれとレンのことは秘密にしてくれた。最悪、「ここにいます」と紹介されてしまうケースもありえたし、その時はその時と考えていたのだが。

「娘！　お前はあの男と知り合いか」

　小屋からこっそり出てきたリーベルが見つかり、早速詰きつ問もんされる。

「いえ知りません。私、縛られてたし、気付いたら山の麓ふもとに寝かされていたので」

　リーベルは度胸があるのか、淡々と答えた。

「……偽りではないだろうな!?」

「滅相もありません」

「……だ、そうですよマリエラ様」

　隊長格の男が、若い神官服の女の一人のほうを向いて言う。

「えー、魔法使いいないの？　こんなチャンス滅めつ多たにないのになぁ」

　マリエラと呼ばれた女は、黒髪をなびかせた神官のわりに派手な女で、なんというか非常に神官らしくない。神官服もちょっと着崩して、胸元とかはだけ気味だし。

　しかし、チャンスとは……？　どういうことだ？

「ま、仕方ないわね。さっさと祝福者ちゃんだけ回収しましょ」

「わかりました。おい！　娘はこっちに来い。母親たちに会いたいのだろう？　連れて行ってやろう」

「お断りします。さっきそれで捕まって縛られて怖い思いをしたばかりなので」

　キッパリと断るリーベル。なかなか肝が据わっている。

「我々は縛ったりなどしないし、神しん殿でんで祝福者は神官として遇される。安心しろ」

「それでもお断りします。私は神官になるつもりもないし、家族と離れるつもりもありませんから」

　リーベルが神殿で神官として遇されるという話は、噓うそか誠か微妙なところだ。祝福者は貴重な人材。もしかすると本当に神官として登用するという可能性もゼロではないのかも。

　まあ、いずれにせよリーベルに行く気がないのだから関係ないのだけど。

「あー、もう面倒くさいわね。どうすんのよ」

　派手な女神官がリーダー格の神兵に向かって言う。

「司教様からは、任意で同行していただくようにと仰おおせつかっておりますから……」

「そうなの？　まったくあの二枚舌のジジイは……。いいわ、私がやるから」

「マリエラ様が？」

「埒らちが明かないって言ってるのよ」

　女神官のうちの一人が、神兵たちを押おし退のけて前に出る。

　その視線はハッキリとリーベルを捉とらえている。

「いちいち煩わしいこと考えずに、力ずくでいいと思うんだけど…………ま、せっかく来たんだから、ね！『魂たま縛しばりの傀く儡ぐつい──」

「アビス！」

「……ん」

　祝福者の女がリーベルを指差し、能力名を言い終わる直前。

　バシュッという音と共にその身体からだが浮き上がる。そして、そのまま倒れ伏し次の言葉がその口から発せられることはなかった。アビスが小屋の板の隙すき間まから電撃を放ったのだ。

「え？　マリエラ様？」

　起き上がるそぶりすらなく、ビクビクとけいれんするマリエラ。間一髪だった。なんの祝福かはわからないが、使わせないほうがいいだろう。

「……もう一人のほうもいっとく？」

「やろう」

　神官は二人。どんな能力を持っているかもわからない。先手必勝だ。

　アビスが俺おれの指示に従い、次の電撃を準備する。

「マリエラッ！　なっなんなの！　攻撃なのっ!?『いくさお──」

　バシュッ！

　もう一人の祝福者も能力を発動する前に、電撃で黙らせた。

　祝福者、能力なければ、タダの人。つい川柳を読みたくなるほど弱点がわかりやすい。

　二人ともピクピクとけいれんして倒れている。

　神兵たちはなにが起きたのか、すぐには理解できなかったようで、しばし呆あつ気けに取られていたが、リーダー格の男がすぐに部下に指示を出し伸びている神官を回収した。

「なっ、なにをした！　きさまら、こんな真ま似ねをしてただで済むと──」

「じゃあなにもしなかったら、ただで済んだんですかね？」

「貴様はッ！」

　もうこうなったら、翼よく人じんたちに話をさせても意味がないので、俺が出ることにした。

　本来は、もっと話し合いが進んで、ちゃんと決裂してから出て行こうと思っていたのだが、祝福者がいたせいで少し予定がズレてしまった。

　相手は、武装した兵士が二十名。けっこう連れてきたなという感じがするが、祝福者さえ押さえておけば問題にならない。もしかすると、魔法使いが混ざっている可能性もあるが、多くても一人だろう。一人ならアビスかレンだけで押さえられる。

「お前たち、噓うそをついたな！　男も獣人も知らぬと言っていたではないか！」

　俺がレンとアビスを引き連れ出ていったことで、リーダー格の神兵は激高して、リーベルの父親を糾きゆう弾だんした。

「そ、それは……」

　しどろもどろになるリーベルの父親。噓うそをつかせてしまったのは素直に申し訳なかった。

　だが──

「あー。いいんですよ、みなさん。この人たちのほうが噓についてはエグいですから」

「なんだ！　貴様がなにを知っているというのだ！」

　俺おれは、噓つきが一番やられたくないことがなにかを知っている。

　妹がそれの祝福者だったからな……。

「わかりますよ。『真実の瞳ひとみ』！」

「イデアの祝福者だとっ!?」

　もちろん俺は真実の神イデアの祝福者ではない。だが、妹がそうだったから、祝福の使い方もスキル名もわかるのだ。妹は相手の両手を握って発動してたけど。

　まあ、スキルはやった振りをするだけでも大丈夫だ。聖せい印いんの光は淡すぎて夜中でもない限りは、服の上からわかることもないし。

「おー、見えます見えます。おー、これは酷ひどい」

「くっ……」

「どっ、どういうことなんですか、カイさん。教えて下さい」

　俺をイデアの祝福者だと信じたらしい翼よく人じんの一人が言う。やはり、この人たちは簡単に人を信じすぎではないだろうか。

「ええとですね、まずこの人たちは武装してあなた方を皆殺ししに来たということですよ。当然、人質にしている女性たちに会わせるつもりもないそうです」

　でまかせというか、俺の推測でしかない。間違ってたらそのときはそのときだ。

「そんな……！　どうして……！　我々がなにをしたというんですか！」

「知らん！　知らん！　上からの命令だ！　私はなにも知らん！　貴様もイデアの祝福者なら見えるだろうが！」

　誤ご魔ま化かすのは無理と判断したのか、自分には非がないと答える隊長の男。

　うーむ。まあ、いいか。細かいことは、女の祝福者に訊きけばいい。

「レン、アビス」

　レンとアビスが俺の横に来て、炎の魔法を発動させる。

　魔法使いは一人で兵士百人分とも千人分とも言われる。それが二人だ。

　二十名程度のただの兵士が勝てる道理はない。

「投降しろ。刃向かっても、逃げても、殺す」

　俺がそう告げると、神兵たちは静かに武器を地面に下ろし、両手を挙げた。




　男たちを麻あさ縄なわで縛り上げ、武器防具などの所持品をすべて回収する。

　鉄はすでに手に入れているが、武器防具などは高価なもの。利用できるものは利用するのが俺おれのやり方だ。……ただの貧乏性とも言うが。

「さて、問題は祝福者のほうだなぁ」

　祝福者はまだ気絶したままだ。

「そうですね、あ、これ神官服はゲットしないんですか？」

「さすがに女性の服剝はぐのはなぁ」

「甘いですよ、マイロード！　神官服は今後の為ためにも手に入れておいたほうがいいですって！　歩く身分証明書なんですから！」

　なんなのレンって。本当に俺から生まれたのか？　変に賢すぎるでしょ。

「まっかせてくださいよ。私が剝いできます」

「待て待て、別の服出してくるから」

　移動を見られないように小屋の陰で開拓村に入り、麻の服を二着持って出る。

　入れ替わるように、レンが気絶した祝福者二人を連れて小屋に入っていく。

　縄で縛られた神兵たちは、ただ押し黙って座っている。いちおう彼らもプロの兵士だ。余計な事は言わないように訓練されているのかもしれない。

「お前らに訊ききたいことがある。翼よく人じんの女性たちを神しん殿でんで見たことは？　奥の施設にいることはわかっている。なぜ、捕まえた？　何のためだ？」

「知らん。見たこともない。奥の施設に立ち入りできるのは、神官殿と司教様だけだ」

　なるほど。やはり祝福者のほうに訊いたほうが早そうだ。

「しかし、あんたたちも命令だからって罪もない翼人を皆殺しにしようなんて、よくそんなんで神兵を名乗れたもんだよ」

「……翼人は間引かなければ人間に害を与える存在だと聞いている」

「どういうふうに」

「彼らは自身で畑を耕し実りを得ることができない。だから空からやってきて根こそぎ収穫物を奪っていくのだと。実際そうなのだろう？　この山に隠れ住み、近くの農家から盗みを働いていたそうじゃないか」

　どうやら、本当にそう教えられて信じ込んでいるようだ。

「そんなこと、私たちしてないよ！　盗んだりなんて！　隠れ住んでるのだって、そう言われたから、言われたとおりに見つからないように気を付けていたのに！　なんなのよ！」

　リーベルが翼を広げて反論する。

　あれは、自分の姿を大きく見せようとするジェスチャーなのか？

「まあ、とにかく彼らはあまり情報を持っていないようだから、後は神官に訊いてみますか。レンのやつ遅いな」

　服を剝はぐのにどんだけ掛かってるんだ。

「アビス、ちょっと見てきて──」

　アビスに様子を見てきてもらおうと頼んだ矢先、

「アーハッハッハッハー！　油断したわね！　油断したわね！　これで、この魔法使いは私のものよー！」

　なんかアッパーな声が聞こえてきた。あの派手系神官の声だ。

　たしかマリエラとか言ったか。

「アビス、なんかしくじったみたいだ。気を付けて」

　アビスにそう告げ、小屋のほうを見ていると、麻服に着替えさせられたマリエラが小屋から出てきた。後ろからレンが魂でも抜け落ちたかのようにボンヤリと付いてくる。

「レン！　どうした!?　おい、なにをしたんだ！」

「私の傀かい儡らいにしてやったのよ！　途中で気付いてたけど気絶した振りしててよかったわー。私って冴さえてるわよね。さーて、魔法使いさん、あいつら全員まるコゲにしてやってー！」

　どうやら、本当にしくじったらしい。相手の能力を食らったようだが、また傀儡とはエグい能力だ。本当に神しん殿でんろくでもない。

「アビス、やれるか!?」

「……レンは私より強い。ちょっと自信ないかも」

「マジかよ」

　レンが魔力を活性化させ、その身体からだが炎に包まれる。

「すっごーい！　こんな魔法使える獣人なんて、見たことないわ！　まさか、こんな拾いものが出で来きたなんて！　売ったら金貨千枚……いえ、一万枚はいくわよ！」

　めちゃくちゃテンションが高いマリエラさん。

　レンはと言えば、どうやら、本当に操られている様子──

「ん？」

　よく見ると、マリエラの後ろにいるレンが、ウインクして舌を出している。

　そして、口をパクパクさせてなにかを訴えているようだ。

「……レン、情報引き出せって言ってるよ」

「操られてないのか？　あいつ」

「……たぶん」

　よくわからんが、操られた振りをしているらしい。

「うわー！　レンを奪われたら俺おれたちに勝ち目はない！　どうしよう！」

　ちょっと大げさにアクションしてやると、マリエラは犬歯を剝むき出だしにして笑った。

「はっはっはー！　残念だったわね！　さあ、どうするどうする？　そんな鳥どもに肩入れして、死ぬことになってどんな気持ち？　ねぇ、どんな気持ち？」

　めちゃくちゃ煽あおってくるな、この人。よくこれで神官なんてやれてるよ。

「ああああー！　死ぬ前に冥めい土どの土産に教えてくれ！　どうして、翼よく人じんの女たちを攫さらったんだ？　なぜわざわざ一年間も生かしている？」

「はぁー？　そんなこと知りたいの？　これから死ぬのに？　私のプロフィールとか知ってから死んだ方がいいんじゃないの？」

「プロフィールも興味ありますけど、お願いします！」

「んまぁーいいけどね。鳥女たちは、売る為ためよ。今、乱獲が原因で鳥女減ってるでしょう？　あんなのでも好きな金持ちが結構いるからね」

　売る為か。まあ、そんなところだろうとは思ったけど。

「では、なぜ一年も？　売り手が見つからなかったとか？」

「違うわよ、鳥女はね……食べる量が少ないから、なかなか難しいのだけど、栄養をたくさん与えると、とある特徴が出るのよ」

「とある特徴」

　なんだそれ……？　その特徴が出るのを待っていたということなのか？

「さあ、もういいでしょ！　私、さっさと帰ってこの獣人ちゃん自慢しなきゃならないんだから！」

「そうだな。もう、いいぞ、レン」

「はぁ？」

　マリエラが怪け訝げんそうな顔で振り返ると。レンがすばやくマリエラを拘束して口に布を詰め込んだ。そのまま、手際よく全身を縛り上げる。

「んむむむー、むーむむむー！」

　全身をエビのように動かすマリエラ。さすがに想定外だったらしい。レンがそのまま、少し離れたところにいる神兵たちのところに放ほうり投げてから、戻ってきた。

「うーん、わざわざ一芝居打ちましたけど、そんなことしなくてもベラベラ喋しやべりそうでしたね、この人」

「まあ、確かにそうだけど、お前大丈夫だったのか？　相手の能力食らったんじゃないの」

「食らいましたけど、わたくしちゃん、祝福で生まれた存在ですからね。マイロードもご存じのように、異なる神のスキルは二重掛けされませんから」

「ん？　そうなの？」

　知らなかった。というか、

「なんでそんなこと知ってるんだ？」

「私、カエちゃんと毎日遊んでたでしょう？　その時に検証したんですよ」

　話によると、カエデの能力によってサラの『魔封じの首輪』に命を与えることができなかったことで、カエデに相談され、それで二人で検証したとのこと。

　その結果、祝福の能力が掛かっているものには、別のスキルを上乗せできないという結論に至ったらしい。例えば、俺おれが能力で出した物品に命を与えることはできたが、能力が掛かっているもの、「創造の種」や「出口の杭くい」には命を与えられなかったのだという。

「とはいえ、ちょっとした賭かけでしたけどね。さっき言いかけた能力名でなんとなくわかってはいましたが、操り人形にする能力とは、ちょっと危険でした」

「万が一ということもあるから、そういうのは一言云いってから頼むよ……」

「了解です。少し勝手しすぎました」

　まあ、なにはともあれ、ＯＫだ。翼よく人じんの女性が殺されない理由もなんとなくはわかった。

　もう一人の祝福者はまだ気絶していたので、小屋から引きずり出した。

　あとは女性たちを奪還しに行くだけ──なのだが。

「魔封じの首輪で思い出した。この人がなにか知ってるかもしれない」

　操り人形にする祝福の能力と、操り人形にする首輪。しかもあの首輪には、なんらかの祝福の能力がかかっている。関連性がある可能性は極めて高い。

「じゃあ話、聞いてみますか？　能力は『魂たま縛しばりの傀く儡ぐつ糸いと』。気をつけて下さい」

　祝福者の能力は、基本的に『能力名』を口に出すだけで発動する。

　レンには効かないようだが、俺やアビスにはどうかわからない。

「では、マリエラさん……と言いましたっけ。少し訊ききたいことがあるんで、猿ぐつわ外しますけど、能力……使おうとしたら縛り上げた状態で山奥に捨てますから、そのつもりでよろしく」

　マリエラが真っ青な顔で、コクコクと頷うなずく。

　念の為ため、正面にレンを立たせ、俺は背後から質問することにした。

「それで、なにを訊きたいわけ？」

「魔法使いの奴ど隷れいに嵌はめる首輪のことですよ。あれの外し方を訊きたい」

「はぁ？　奴隷の首輪？　教えて私にメリットあるのかしら」

「殺さずに逃がしてやってもいいです」

「そう……。ま、別に減るもんでもないし、教えたっていいけどさー。まず、あれって私の祝福とは関係ないものよ？　私の祝福、相手の心を殺すような強力な能力じゃないもん」

「そうなのか？　相手を操り人形にする能力なんだろう？」

「そうだけど、似てるだけ。あの首輪って旧文明の遺産だから。あなた、あれ持っているの？　買うとものすご───く高いのよ？　それでも元が取れる魔法使いの女の奴隷にしか使われないような代物なんだから」

　旧文明の遺産だと……？　つまり、アビスと同じ文明系で作られた品ということか。

「しかし、あれにはなんらかの祝福の能力が掛かってるだろう？」

　カエデの能力を弾はじくということは、そういうことのはずだ。

「ああ、それにも気付いてるんだ……。確かに能力掛かってるわよ」

「なんの能力が？　別の洗脳系の神の祝福とか？」

「違うわよ。もっと単純なことね。壊せなくなる祝福の能力が掛けられるって噂うわさ」

「また曖あい昧まいだな」

「仕方ないじゃない。詳しいこと知らないんだから。というより、私でも噂程度にしか知らないくらい、神しん殿でんでも秘密にされている能力なのよ。私もほら、こういう性格だから、神の謎なぞとかね、こっそり追求したんだけど……ダメね。どの神の能力なんだかサッパリだわ。まあ、とにかく、あの首輪には壊せなくする祝福の能力が掛かっているってことは、間違いなさそうね」

　なんやかんやでなんでも喋しやべってくれるけど、こんなにおしゃべりで神官なんて務まるのか？　心配になってしまうな。

「じゃあ外す方法はないのか？」

　問題はそこだ。壊れないなら壊れないでもいいが、とにかく外れる方法を知りたい。

「一度発動した首輪は外せないけど、ただ嵌はめただけなら条件を満たせば普通に外せたはずよ。別に壊せないってだけで、通常の運用はできるんだし──って、もう！　あんまり詳しくないって言ってるじゃない。私、奴ど隷れい商じゃないのよ!?」

「だが、あの首輪は神殿で扱ってるものなんじゃないのか？　祝福の能力が掛かっているんだろう？」

「確かに神殿が売ってるものだけど、私はただの地元の神官でしかないんだから」

　要するに、『壊せなくする』祝福が掛かった、『魔法使い用の奴隷の首輪』ということになるだろうか。

「ただ嵌めた状態の首輪を外す方法だけ、なんとか思い出せ」

「ああ、うっかり嵌めちゃった時用のね……えっと、そう。首輪を外すために設定した呪じゆ文もんを唱えるのよ。首輪を付けた人間が知っているはずよ」

「は？　つまり首輪を付ける時にパスワードを設定するということなのか？」

「ぱすわーど？　だから、呪文なんだってば！　主人を決めた時に首輪の能力を解放する際にも呪文を唱えるのよ」

「マジかよ……」

　つまり、スコルパの街の奴隷商の親父おやじだけが、外すことができるということだ。

「それ以外では、壊せなくなる祝福の能力が切れるのを待つしかないわね。確かそんなに長くないはずだったわよ。売るときに早めに使えって指導するし」

「そうか……。有益な情報どうも。ところで、もう一人の子はなんの祝福者だったんだ？」

「あーあの子ね。まるで役に立たなかったわね。盾の祝福者なのに」

　盾かぁ。やはり使う人次第なのだ。ただの女の子に力を持たせても持て余すだけだ。

「最後に、あんたの祝福の神の名を訊きいておこう」

「はぁ？　神官に神の名を訊いちゃうわけ!?　言えるわけないでしょうが」

「虫に体の内側からジワジワと食われるのって、どんな気持ちだろうな……」

「はいっ、言います言いますぅ！　眠りの神『リスミー』ですぅ」

　眠り？　操り人形にする能力が、眠りの神のものだってのか。

「なによ、その顔。リスミーの祝福者でも、傀く儡ぐつ糸いとを使えるのは私のようにハイレベルな神官だけなんだからね？　普通は、ただ相手を眠らせる術しか使えないんだから」

「だから、やけに偉そうだったわけか」

「まーね。序列高めだからね。こー見えて、高位神官ってやつだから、私。さあ、これでもういいでしょ？　虫はやめてね？」

　偉そうなんだか、下手なんだか、よくわからん女だ。

　きっと十二歳で祝福を得てからずっとチヤホヤされて頭がおかしくなったに違いない。




　必要な情報が得られた俺おれたちは、神兵と祝福者の二人を再び電撃で気絶させ、村の一番奥の家の中に放ほうり込んだ。いずれ見つかるだろうが、しばらく時間を稼げるだろう。

　あとは、翼よく人じんの女性たちを助けに行くだけなのだが、闇やみ雲くもに突撃すればいいというものでもない。どうするべきか考えなければ。

「まず、向こうの兵力だが、それなりの数の神兵と祝福者がいるらしい。俺がリーベルを攫さらったことで、警備も増員しているとか」

「衛兵なんてのもいますしねぇ。どうします？」

「どうすっかなぁ……」

　方法としては電撃作戦が手っ取り早い。

　俺とアビスとレンとリーベルだけで、深夜の館やかたに忍びこんで翼人の女性だけを攫ってくる方法だ。多少の警備があったとしても、これなら実力でなんとかできるだろう。

　だが、まあこれはあくまで、ただ助けるだけの場合だ。

「カイくん、ちょっといいだろうか」

　作戦を考えていると、リーベルの父親が呼びに来た。

　後ろには翼人たちが勢せい揃ぞろいで立っている。

「どうしました？」

　立ち上がり、話を聞こうとしたのだが、翼人たちは突然一斉に頭を下げた。

「すまなかった……！　カイくんが言ってくれていたのに、信じ切ることができなかった……！　カイくんがいてくれなかったら、我々は全員殺されていただろう」

「まあ、なかなか急に信じろってのも無理がありましたから、問題ありませんよ。頭を上げて下さい」

「しかし、それでは我々の気が済まんのだ。それに、女たちの救出まで手伝ってくれるつもりなのだろう……？　我々にはなにも差し出せるものがないのに、そこまでしてもらうわけにもいかん。女たちの救出は我々も戦うよ。どうせ死ぬはずだった命だ。矢避よけ程度にはなる」

　結果的に覚悟が決まったらしい。矢避けに使うつもりはないが、立ち向かう気になってくれたのは素直に嬉うれしい。

「そうですね……。じゃあ、翼よく人じんのみなさんにも手伝ってもらう方向で考えましょうか」

　というわけで、全員で力を合わせて翼人女性の奪還作戦を決行することになった。

　電撃作戦もいいが、せっかく人員がいるのだ。別の方法を考えよう。




　その日の夜。

　俺おれとレンは恐怖の翼人パラグライダーで飛ぶ用意をしていた。

「マイロード、これ別に一緒じゃなくていいのでは？」

「いやダメだ。矢を迎撃する能力をお前とアビスしか持ってない」

「まあ、わたくしちゃんはいいんですけどねー。アビちゃんが嫉しつ妬とに狂った目で見てますけど、大丈夫？」

「んなわけないだろ、いくぞ」

「オサオッサー♪」

　深夜のフライトである。まずは相手の情報を知らなければ話にならない。女神官のマリエラからは、それなりに情報が引き出せたが、どのみち裏を取らなければ、完全に信用しきって作戦を立てるのは危険だ。

　というわけで、俺とレンと戦士君の三人乗りで翼人たちに飛んで貰もらい、大聖堂周辺の調査をすることにしたのだ。

　深夜だから暗くてわからないかもだが、そこはいろいろ考えてある。

「じゃあ、しゅっぱーつ！」

　リーベルが元気に宣言して飛び上がる。他の翼人たちも翼を羽ばたかせ、そして徐々に体が浮かび上がってくる。

「い、いいいい。やっぱ慣れないな、これ」

「あん、マイロードったら、そんなにくっついちゃって。アビちゃんが嫉妬に狂った目で見てますよ」

「んなわけないだろ。それより頼んだぞ、レン」

「はぁい」

「オサオサ～♪」

　月明かりだけの空を、ゆっくりとしたスピードで飛んでいく。
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　初めての空の旅に戦士君はご機嫌だ。俺おれはまだちょっと慣れない。

　街の明かりが見えてきたら、目的地はすぐそこだ。大聖堂の奥にはけっこう広い広場があり、そこにいくつかの大きい建物がある。翼よく人じんたちが捕らえられているのは、その中のどれかで間違いない。

「そろそろだ。リーベル、索敵！」

「はい！『鵜うの目、鷹たかの目、神様の目！』」

　深夜ということもあり、ほとんど建物の輪郭程度しか見えないが、リーベルの能力があれば、いろいろなことがわかる。

「祝福者は、全部で二十八！　魔法使いはゼロです！　お母さんたちは、変わらずあっちの建物にいるみたいですが、そちらには祝福者が何人か詰めてます！」

　よし、魔法使いがいないというのは良い情報だ。

　こういう神しん殿でんが強い国家では、魔法使いは少ないだろうとは踏んでいたが。

　いっそのこと、このまま救出してしまおうかと考えた矢先。

　レンが、小さな炎を下に向けて撃ち放った。

　炎は、螺ら旋せんを描きつつ、飛来した木片のようなものを灰にしていく。

「マイロード、見つかりました。矢です」

「早いな、つまり向こうにも『捜し物の神の祝福者』がいるということか。それとも、夜目が利く祝福でもあるのかな？」

　そうこうしている間にも、敵は断続的に矢を撃ってくる。レンの魔法迎撃により、矢がこちらまで届くことはないが、意外なほどこちらを警戒している。

（そうか、向こうからすれば一年も掛けて育てた翼よく人じんを、売り払う前に横取りされる──。そういう状況なのか）

　だとしても、こちらも引くつもりはない。

「よし、レン、一度明かりで照らしてくれ」

「はーい。じゃあいきますよー。ブレイズ・ボール！」

「やっぱり魔法名あるんだ……」

　レンの手のひらからいくつもの炎の塊が飛び出していき、空中で花火のように爆発四散した。その瞬間、闇やみ夜よが炎で照らされ、地上の様子がよく見えた。

　右往左往する神兵が見て取れる。神官服の人間も何人か見えるので、こんな深夜まで寝ずの番をさせられていたということだろう。

「戦士君、あの場所だ。あの茂みの中」

　戦士君にあるポイントを指さして教える。

「オサ！」

「よし！　じゃあ引き上げるぞ！」

「はーい！」

　リーベルが返事をして、山へ引き返す。

　途中まで矢を撃ってきていたが、すべてレンが焼き落とした。

　ある程度、街を離れてから高度を少し下げて貰もらう。

「じゃあ、戦士君。さっきの場所にこれを刺してきてくれ。わかるか？」

「オッサー♪」

　戦士君がピョンと跳ねて返事をする。

「簡単だって言ってます。戦士君はこう見えても方向感覚良いですからね、大丈夫ですよ」

「じゃあ、見つからないように、よろしく」

「オサオサ！　オッササー♪」

　ピューッという効果音が出そうなスピードで、走って行く戦士君。

　しばらくその場所で待っていると、二十分程度で戦士君は帰ってきた。

「どうだった？」

「オサ！」

「刺して来たって」

「おお、さすが！　戦士君は本当に頼りになるな」

　戦士君は動きが機敏で素早く、なによりサイズが小さい。人に見つかった可能性はあるだろうが、見られても野犬かなにかだと思われただろう。

　なにより、戦士君は「捜し物の神ミスラの祝福者」に観測されない。人間でも祝福者でも魔法使いでもないからだ。

「とりあえず、これで事前準備はＯＫだ。あとは明日上う手まくやろう」




　夜が明けて、次の日。

「では準備はいいですか？　もうこの村には戻りませんからね」

「ああ、大丈夫だ。もう未練はない。……しかし、あの者たちはどうするんだ？」

　神兵と神官はまだ、そのまま縛り上げたままだ。

「そのうち誰かが見つけるでしょう。放ほうっておけばいいですよ。そんなことより、行きましょう。この作戦は、ある程度は賭かけです。でも上手くいけば、神しん殿でん関係者に一泡吹かせることができるかもしれません」

　神殿のことは信用していない。だが、俺おれの親父おやじは神官である。妹もおそらく神官をやっているはずだ。そして、親父は本当に善良な人間だった。

　つまり、神殿のすべての人間が悪いわけではない。

　だが、大きい組織の常なのかもしれないが、悪い奴もいる。それもとびきり悪い奴が蔓延はびこっているのだ。

　レンを開拓村に待機させ、翼よく人じんパラグライダーで街の近くに降り立つ。

　開拓村からレンを出し、俺とアビスとレンの三人はフードを被かぶった。




　全員で、真っ正面から神殿に行く。

　そして、真っ正面から嫁と娘を返せと訴えるのだ。





　　　　◇◆◆◆◇






「妻を返せ！　娘を返せ！」

「神殿は我らの妻と娘を人質に取り、我々に重労働を課したのだー！」

「妻を返せ！　娘を返せ！」

「神殿が暴利をむさぼっている隕鉄は、我々翼人が手に入れてきたものであるー！」

「人質を返せ！　神殿は罪を認めろ！　翼人差別は教義違反だー！」

　デモである。

　開拓村で作った木製のプラカード。さらに横断幕まで持って翼人たちが目抜き通りを練り歩く。

　翼人に対し差別的発言をしていた街の住人たちも、その異様さに言葉を失っている。

　なぜ、俺おれがこんなことをしようと思ったのか、その理由は──

「神しん殿でんが人質を……？　本当なのか……？」

「差別……？　亜人の差別は教義で禁止されているよな……？」

　この街を大量に訪れている、巡礼者たちだ。

　彼らは、他よ所その国から来ている者がほとんどだ。この街の大聖堂は四大巡礼地の一つとして数えられ、巡礼者はその四つすべてを回るのを目標にしているという話。

　そして、当然他所の国ではファーレー教の正しい教義に従っているはずだ。すなわち、亜人も人も平等……というものである。

　彼らが教義上で異端としているのは『悪魔』のみなのだ。

「翼よく人じん差別は本当にあったのです。彼らは山奥に住処すみかを与えられ、神殿に人質を取られ隕鉄集めの重労働を課せられていたのです。ご存じですか？　この街では、鉄の製造販売のすべてを神殿が行っているんですよ。ええ、はい。商人を介さずにです。いったい、どういう手段で鉄を手に入れていたのか……それの答えがこれです」

　巡礼者たちにデモの理由を説明してまわる。

「にわかには信じられんが……。しかし、噓うそでこんな真ま似ねをするはずもないか……」

「もちろんです。しかも神殿は、彼らの妻や娘を売りつける為ために、どこかに閉じこめて太らせている真っ最中という話……。これは許されないことですよ」

「ああ、本当ならば審問ものだ」

　深い泉のように透き通った瞳ひとみをした若い巡礼者が、事の深刻さを理解してくれた。

「できれば、他の巡礼者にもこの事実を伝えてください。彼らの妻や娘が帰ってくるように。彼らは争いを望んでいるわけではないのです。ただ、愛するものを返してほしい。それだけのことなんです」

「ああ。もちろん協力させてもらうよ」

　さすが他所の信者は違う。正義感が強い。

　最初に声を掛けた青年が他所の巡礼者にも熱心に声を掛けてくれ、巡礼者の味方が増えていく。巡礼者は基本的に信徒の中でも熱心な者が多い。当然、教義も理解している。

　この街に暮らしている者たちは、翼人や獣人に対して忌避感があるようだが、それが世界の常識だと思ってもらっては困る。

「神殿は妻を返せ！　娘を返せ！」

「神殿は妻を返せ！　娘を返せ！」

　翼人たちの後を巡礼者たちが付いてくる。そして、その後ろには街の住民が群がる。

　半分は野や次じ馬うまだろうが、それでいい。騒ぎになること、人目があることが大事なのだ。

　衛兵たちも集まってきているが、規模が大きくなりすぎて手を出せずにいる。これだけの規模になれば、もうそう簡単には解散させられないだろう。この世界はそこまで職業意識が高いわけではない。昨日の女神官も自分がヤバくなったら秘密でもベラベラ喋しやべったし、そんなものだ。もちろん、人による部分はあるだろうけれど。

　よって、衛兵たちも遠巻きに、どうするどうすると見守るのみだ。

　そして、いよいよ大聖堂の前にまで辿たどり着ついた。

「神しん殿でんは妻を返せ！　娘を返せ！」

「神殿は妻を返せ！　娘を返せ！」

　翼よく人じんたちの声がひときわ大きくなる。彼らも鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのだろう。最初にこの案を出したとき、あまり乗り気ではなかったのだが、今では感極まって涙を流さんばかりになっている者もいる。

「何事ですか、騒がしい。ここは聖域、お静かに願います」

　煌きらびやかな神官服を着た男が出てきた。昨日、荷馬車の男と話していた最高位神官。

　すなわち司教だ。

「司教様……」

「司教様だ……」

　民衆たちから声が漏れ出る。司教は聖堂の管理者だ。つまり、この街の神殿関係者で一番偉い人ということ。

　やたらと落ち着き払って出てきたが、これが余よ所そ行ゆきの態度なのだろう。

「もう約束の一年は過ぎたはず！　妻と娘たちを我々に返していただきたい！」

　リーベルの父親がハッキリと告げる。

「……なんのことですか？　私はあなた方とは初対面ですが……」

　なかなか悪人だ。うろたえることすらなく、シラを切った。

　翼人が何人集まろうと、うまく誤ご魔ま化かしさえすれば何もできない──そう考えているのだろう。

「お前たちは、神の名を騙かたる悪党だ！　暴利を貪むさぼり、彼らの妻や娘を売り飛ばす悪魔の所業で、私腹を肥やそうとしている！」

　俺おれも糾きゆう弾だんに参加してみる。

「悪魔……？　神の御み前まえでそのような事ばかり口にするようならば、我々も強硬手段に出ざるを得ませんよ？　集まっている皆様方もこのような世よ迷まい言ごとを鵜う吞のみになさらないようお願いします」

　ざわつく巡礼者たち。彼らにとっては司教の言うことのほうが、正しく聞こえるのかもしれない。

「では、神殿では翼人の女たちなど知らないと、そう言うわけだな！」

「そう言っております」

「では、この翼人たちに生きるか死ぬかの条件で過酷な労働をさせたことは？」

「そのような事実はありません。なぜ、我々聖職者がそのような真ま似ねを？」

　こうした問答をしている間にも、周りに神兵が集まり始めている。

　最終的には力で押さえつけ有う耶や無む耶やにするつもりなのだろう。

「では、翼よく人じんの女たちがいたのなら、あなたは自分のしたことを認めるのですね？」

「ありもしない罪を、どうやって認めるのか……。なかなか深い話ではありますね」

　こいつは、徹底的に煙に巻くつもりだ。

「……アビス、行ってくる。みんなのこと護まもってやってくれよ」

「……うん。マスタもがんばって」

　俺おれはアビスに後を頼むと、レンと二人でいったん巡礼者たちに紛れこみ『開拓村』に移動した。そして、あらかじめ杭くいを刺してあった「東」の出口から出る。

「よし、周りに誰もいないな。レン、どうだ」

「大丈夫。翼人たちはすぐそこの建物です」

「スピード勝負だ。行くぞ」

　ここは大聖堂の奥の敷地内。昨夜、戦士君に出口「東」の杭を刺してきて貰もらった場所である。これから俺とレンと戦士君たちで奪還作戦を決行する。

　大聖堂の前のデモは、あの人数だ。しばらくは膠こう着ちやく状態が続くだろう。神しん殿でんサイドも、そう簡単には排除はできないはず。なにせ、あれだけ人の目があり、その大部分が他よ所そからの巡礼者なのだから。

　俺は開拓村から戦士君を二十名出し、全速力で走った。

　門兵を倒し、レンの魔法で扉を破壊し建物の中に入る。

　石造りで窓のほとんどない堅けん牢ろうな建物だ。大聖堂ほどではないだろうが、中はなかなか広く、室内は薄暗い。

　俺たちはレンの鼻を頼りに、一直線に翼人の女性たちが捕らえられている部屋を目指す。途中で何人かの人間に出会ったが、例外なくレンちゃんパンチや、戦士君の木刀の一撃で沈んだ。もしかしたら、なんらかの祝福者がいたのかもしれないが、能力名を口に出す時間を与えなければ問題ない。

「マイロード！　ここからです！　ここから翼人の匂においがします！」

「良し！　開けろ！」

　扉を開くと、そこは広い空間だった。

　そこには、確かに翼人の女性たちが────

「デカい！」

　素直な感想が漏れてしまった。

　山の村にいた翼人の男たちとリーベルはとても瘦やせていた。空を飛ぶ種族だから、体が軽くなくてはならないからだろうと、なんとなく思っていたのだが……翼人の女性たちは、なんというか、ひたすら肉感的な姿だった。

　神官のマリエラが言っていた「翼よく人じんは、栄養を与えると、とある特徴が出る」ってのは、つまりこのことなのか。翼があるから大胸筋が膨らむのかな。

「あの……あなた方は……？　新しい歌の先生でしょうか……」

　すぐ近くにいた翼人の女性がおずおずと話しかけてくる。歌を唄うたわされてたのか？

「いえ、先生ではありません。みなさんを逃がす為ために頼まれて来ました。すぐに準備してください」

「えっ、えっ……しかし、私たちにはもう行き場所なんて……」

「旦だん那なさんたちが待っていますよ。みんなで逃げて生活する場所も用意があります。もちろん奴ど隷れいとかではなく」

「旦那……？　全員事故で死んだと……」

　あー、そのパターンか。

　女たちには希望を与えない為に、もう男たちは全部死んだと教えていたってことだろう。

「それは神しん殿でんの噓うそです。あなたたちの里心をなくす為のね。みんなちゃんと生きています」

「ほっ、本当に!?　本当ですかっ!?」

　急に詰め寄ってくるものだから、とある特徴がバルンバルンと……。

「本当ですよ。とにかく今は急いでください。すぐ出ます」

　翼人の女性たちは、大人と娘たちで合計二十一名。支度を三分ほどで終え、全員で外に出る。戦士君たちとレンで前後を固めて、大聖堂の入り口まで走った。





　　　　◇◆◆◆◇






　大聖堂の前では、すでに翼人たちが神兵たちに取り囲まれる寸前だった。

　だが、一部の心ある巡礼者たちが、必死に翼人達を護まもってくれている。神殿側もさすがに巡礼者にまで危害を加えるわけにもいかず、膠こう着ちやく状態に陥っていた。

「この街の人間ならば、翼人に対する差別があることは誰でも知っていることです！」

「それは、これだけ広い街ですから、一部には心ない者もいるでしょう」

「あなたが我々のことを、鳥と呼んでいたことを聞いた者もいるのだ！」

「そのようなバカなことがあるわけがないでしょう」

　相変わらず、司教は追及をのらりくらりと躱かわしているようだ。

　だが、それも終わりだ。




「捕まっていた翼人の女性たちを見つけて来たぞぉおおおー!!」




　俺おれは、あらん限りの声を振り絞って叫んだ。

　普段からなにもない島で暮らしていたから、かなり大きな声が出るようになっている。大聖堂の裏からやってきた俺たちに注目が集まる。

　翼よく人じんの女性たちが家族を見つけて、リアルに飛び上がらんばかりに涙をぽろぽろと零こぼしながら、家族の元へ走る。

　翼人の男性たちも、手に持っていたプラカードや横断幕をかなぐり捨て、走った。

　感動の再会である。巡礼者たちも拍手を送っている。

　よかったよかった。めでたしめでたし。

　──では終わらない。

　俺はアビスとレンを引き連れて、右往左往している司教の元へ。

「さて、どう落とし前付けるつもりですか？」

「しっ、知らん！　私は何も知らん！　部下が勝手にやったことだ！」

　部下がねぇ。んなわけないでしょうに。

　だが、この司教を裁ける存在など、この国にいるのだろうか。この国の司法がどうなっているのか知らないが、神しん殿でんが権力を握っているのは確か。その権力のトップを裁くことのできる人間など、いると思えない。

　では俺が裁くか？　……それはそれで難しいだろう。結局、相手に屈辱感を味わわせられたことだけが、収穫ということか。

「見事な手際でしたね。正義の人」

　突然後ろから声を掛けられた。

　振り返ると、最初に話を聞いてくれた巡礼者の青年だった。

　深い深い泉のような透き通る瞳ひとみが、まっすぐに俺の目を見つめている。

「ああ、あなたは。そちらも巡礼者をとりまとめてくれていたようで、ありがとうございました。なんとか上う手まくまとまりました。ですが、この司教を裁くことは難しいのでしょうね、実に遺憾です」

「いえ、裁くことはできます。彼……いえ、この街の神殿関係者はすべて洗う必要があるでしょうね。ルキア様が殉教なされた聖地での愚挙……到底許すことはできません」

　青年が、涼しい笑顔で、しかし底冷えする温度のない視線を司教へと送る。

　俺はこの視線に奇妙な既視感がある。いつだったかわからないが、確かに──

「まったくの偶然ですが、私も神殿関係者でしてね。今日は本当に偶然、この街を巡礼に訪れていたのですが…………これも大神ファーレーのお導きというものでしょう」

「そうだったのですか。お願いします。まだまだ黒い部分がたくさんありそうですから」

「任せてください、正義の人」

　ニカッと爽さわやかに笑う巡礼の男。

「なんなんだ貴様は。私を裁くだと!?　誰がそんな権限を持っているというのだ！」

「残念ながら私が持っているのですよ。私の名前は、ビーエ・クラウザー。聞いたことは？」

「ビーエ!?　特級審問官のビーエか!?　くそっ、どうしてこんな時に審問官が……」

　一瞬──

　背中を悪寒が駆け抜けた。

　審問官。確かにそう言った。特級審問官と。

「はっはは。帝国がラベルダに攻め込むという情報を手に入れましてね、逃げ出してきたのですよ」

　そして、男は俺おれの故郷の国の名前を言った。

　こいつは、俺を島流しにしたあの審問官なのか……？　あのとき、審問官は黒い覆面をしていた。声は……「邪神」という一言しか聞いていない。

　この男が同一人物か判断できない。

　──いや、同一人物だとしてもなんだというのだ。この青年があのときの審問官かどうかはわからない。だが、もしそうだったとしたら、顔も覚えていないということなのだ。

　自分が捨てて、殺したかもしれない人間の顔を。

　俺は、小さく礼をして、踵きびすを返そうとした。その背中に──

「カイ！」

　名を呼ばれた。

　審問官に。ハッキリと俺の名を。

「…………え？」

「あなた、まるで伝承にある聖人カイのような活躍でしたね。あなたも敬けい虔けんなファーレーの信徒なのでしょう？」

「え、ええ。そうですね。この街で翼よく人じんと知り合って、その窮状に耐えかねまして」

「素晴らしい。あなたのような人を神々は見守っておられます。これからも活躍期待しておりますよ」

「あ、ありがとう……ございます」

　俺は、そそくさとその場を後にした。

　レンはともかくアビスの姿をフードで隠していてよかった。

　俺は再会を喜び合う翼人たちと合流し、歩いて、街の外へ出た。

　そのまま、山へ向かう。本当はすぐにでも開拓村から島へ帰ってしまいたかったが、野や次じ馬うまが何人か付いてきてしまっていた。

　しばらく歩き、山の麓ふもとに来る頃には誰もいなくなっていた。

　街での出で来き事ごとなど何も知らない入り口の兵士を電撃で黙らせ、山を登る。

「……マスタ、おつかれさま。うまくいったんだよね？　なんか元気ない？」

「いや、大丈夫だよ。ちょっと思わぬ出会いがあってね」

「……いい子いい子。大丈夫だからね」

　ふわりと、アビスに抱きしめられ、頭を撫なでられてしまう。

　どこで覚えてきたのか、しかし抵抗する気も起きなかった。

　想像以上に心が波立ち、平静な気分ではいられずにいた。

　審問官があの場所にいたということは、今回の件の調査のどこかで、怪しい祝福者の存在に気付くかもしれない。そうなったら、それがアラミラの祝福者だと彼らならば気付くのではないか。アラミラの祝福者を島流ししている張本人なのだから。

　それに、帝国がラベルダ王国へ攻め込もうとしているという情報まで入ってきた。

　頭がパンクしそうだ。




　ほとんど無意識に、開拓村の能力を発動させ、全員そろって島へ移動した。

「島だ……」

「島ですよ！　マイロード！　翼よく人じんたちも全員助けて、帰ってきたんですよ！　元気出してください！」

「そうだよー、カイ！　元気出してくれないと、私たち申し訳なくって死んじゃうよ！　お母さんも友達もみんな帰ってきて、これから新しい生活が始まるんだから！」

「レン……リーベル……。そうだな。俺おれが気合い入れてかなきゃな」

　振り返ると、三十六名の翼人たち。

　俺が落ち込んでいたからか、全員どことなく不安そうな表情だ。

　俺は両手で自らの頰ほおを叩たたいた。そして、努めて笑顔を作った。

「さあ、みなさん。僕の島へようこそ！　まだまだなにもない島ですが、食べるのに困ることはありません、楽しく暮らしていきましょう！」

　神しん殿でんとのこと、この島のこと、故郷のこと。不安はいくらでもある。

　だが、俺にできるのは目の前のことに必死で取り組むことだけだ。








エピローグ






「ここだよ！　この真下が一番近いし量もたくさんありそうだよ！」

　リーベルが指し示した場所は、奇くしくもカエデがゴーレム君と一緒に作り上げた大浴場のすぐ隣。屋敷から歩いて五分程度の場所だった。

「本当にここか？」

「うん。他にもけっこう通ってるけど、屋敷から近いほうがいいんでしょ？」

「そりゃあね。じゃあ、さっそく掘ってみるか！」

　リーベルたち翼よく人じんが村にやってきて一週間。

　さすがに何世帯もの家族がいる翼人たちまで城で暮らしてもらうわけにもいかず、島民全員で彼らの屋敷を突貫で作り上げた。そして、少し余裕ができたころ俺おれはリーベルを呼び出し、彼女の能力である探し物の神ミスラの力で、『一番近くにある水脈』の位置を探してもらったのだった。途中で諦あきらめていた井戸作りを本格的に再開するためである。

　井戸を作るには地面を深く掘り進める必要がある。水が出るか定かでない状態で作業をするのは、まだ開拓半ばのこの島ではリソースの無駄遣いだったのだ。

　だが、確実に出るとわかっているのならば話は別だ。

「あと、他にも頼んでおいたやつはどうだった？」

「うん。粘土と石炭と鉄ね。全部この島にあるみたい！　でも、鉄はなんか変なんだよ、島の向こうのほうにたくさん集まってるみたいで」

「量があるってことか？　それなら単純に嬉うれしい情報だよ。とにかく助かる。すごい力だ」

「アハッ、ありがと。神しん殿でんとはアレになっちゃったけど、神様には感謝しなきゃね。カイたちと出会ってなかったら、今頃みんなどうなってたかわからなかったし！」

　朗らかにリーベルは笑う。確かに偶然とはいえ俺があのタイミングで通りかからなかったら、翼人たちの運命がどう転んでいたかわからない。

　瘦やせていたリーベルも翼人の男性たちも、栄養のあるものが食べられるようになったからか、この一週間足らずで見違えるように血色が良くなってきている。

　逆に、血色が良すぎるぐらいだった捕らえられていた女性たちは、翼人目線では「太らされた」ということで、現在猛ダイエット中だ。あれだけ余計な脂肪が付くと、飛ぶことができなくなるらしく、それは種族のアイデンティティに関かかわる大問題らしい。

　だがまあ、彼女たちも、すぐに飛べるようになるだろう。この島に彼女たちを無理に太らせようとする者はいないのだから。

「じゃあ、カイ。私、パトロール行ってきます！」

「ああ、鳥型のモンスター出るかもしれないから気を付けろよ」

「はーい」

　青い翼を大きく広げ、フワリと空に舞い上がるリーベル。彼女には、捜し物の神の能力を最大限に発揮できるパトロール係としての仕事を頼んだ。

　ここでの生活で一番の脅威は外から来る人間だ。だから、それが近づいてきたときに、リーベルに真っ先に発見してもらう。こちらはこの島に隠れ住んでいるのだから、煮炊きの煙一つでも見つかるわけにはいかない。

　太陽の光を一杯に浴びて大空をゆっくりと飛ぶリーベルをしばらく眺めてから、俺おれは自分の仕事に取り組み始めた。

　戦士君たちとゴーレム君たちに指示を出し、リーベルが教えてくれた水源があるという場所を掘る。戦士君たちが土を運び出し、力持ちのゴーレム君がひたすら掘ることで、効率良く作業が進む。どれほど掘れば水が出るかはわからないが、このペースならそうは掛かるまい。

　井戸掘り作業の監督の次は、開拓村に移動して製鉄にチャレンジだ。

　鉄の原料は手に入ったが、要かなめである製鉄に関する知識は中途半端なものしかない。

　鉄を溶かす為ための炉をレンガで制作し、とにかく鉄を溶かすところからの出発だ。火力そのものは、レンの魔法だけでなんとかなる。だが、鉄製の道具を作るとなるとまだしばらく時間が掛かるだろう。

　それが終わったら開拓村から出て、島を巡回し、これからの開拓計画を考える。

　何が足りていて、何が足りないのか。優先順位は何か。村人たちに不満はないか。

　考えること、やらなきゃならないこと。仕事はいくらでもある。だが──

　──帝国がラベルダに攻め込む。

　島のことを第一に考えようと思いながらも、その情報が俺の心を確実にむしばんでいた。

　ラベルダには家族がいる。

　親父おやじも妹も祝福者であり、兵士ではない。戦争に巻き込まれる可能性は低いだろう。神しん殿でんは国を超えた組織であり、ラベルダが兵力として俺の家族を徴用することもありえない。しかし、だからといって心配せずにいられるだろうか。

　そうでなくても、自分の故郷が戦場になるなんて。俺はあの場所で十二歳まで暮らしていたのだ。知り合いだって多い。

　──できれば助けに行きたい。

　だが、今の俺にはラベルダ王国の場所すらわからない。調べる為には、また別の街へ行かなければ。それには、どうしたって時間が掛かる。

　翼よく人じんたちが来て、島の人口は五十名になった。

　ユーリに言われてその気になったわけでもないが、俺は王だ。国を作ると宣言した以上、自分に向いてるとか向いてないとか言っている場合でもない。

　だから、全員に対して責任がある。私情を優先していい状況ではないのだろう。




　そんな、日々が続いた春のある日。

「お兄ちゃん。何も訊きかず、ちょっと来てください」

　俺おれが島の探索から帰ってくると、腰に手を当てたポーズでカエデがそう宣言し、強引にゴーレム君に担ぎ上げられてしまった。そのままカエデが先導しズンズンと歩いて行く。

「ちょ、ちょっと！　カエデどこ行くんだよ。自分で歩けるって！」

「お兄ちゃんは黙ってて！」

　カエデの謎なぞの剣けん幕まくに言い返すこともできず、結局運ばれるがままされてしまった。

　運ばれた先は、カエデが作っていた大浴場だ。いつのまにか浴場のまわりが垣根で覆われ、丸見えではなくなっている。

　井戸からはもう水が出て普通に使えるようにはなっているが、まだ一度も湯を張ったことはなかったのだが、まさか──

「では、服を脱いでもらいまーす！　あ、開拓村に逃げるのはナシだよ」

「ちょ、マジかよ。やっ、やめてっ！」

「ヴィー！」

　つい女みたいな悲鳴を上げてしまう。想像以上に手先の器用なゴーレム君三体が俺の服を強引に脱がしていき、ついにはすっぽんぽんにされてしまった。

「はい、どうぞー！」

　カエデがゴーレムに指示を出し、大浴場入り口のノレンをくぐると、そこには石で出で来きた無骨な露天風ぶ呂ろが──

「……はだいろッ！」

　俺は思わず絶句してしまった。いや、絶句せずにいられるだろうか。こんなことに耐性があるわけないのだから。

　大浴場には、大勢の先客がいた。いや、もともと何人も一度に入れるお風呂というコンセプトなのだから、おかしなことはない。

　だが、こういう状況は想定していなかった。

　アビス、レン、サラ、ユーリ、リーベル。それ以外にも元近衛このえ隊員や翼よく人じんたち。

　女性ばかり十名以上が入っている。もちろん、お風呂なのだから、全員裸だ。水着なんていう洒落しやれた物は存在しない。

「じゃ、ゴーレム君、放ほうり込んじゃって！」

「ヴィ！」

「えっ！　噓うそだろ！」

　ゴーレム君がカエデの命令に従い、ゴミでも捨てるかのようにポイッと俺を風呂に放り捨てる。一瞬の浮遊感の後、ザブンと適度に温かいお湯が体を包み込み、肌を刺すような感覚が訪れる。ありえない状況なのに、それでも何年ぶりかの風ふ呂ろに体が反応してしまう。

「プハッ」

　湯面から顔を上げると、一糸まとわぬ姿のみんなのド真ん中だ。

　みんな、少し照れくさそうな顔をして、でも笑って歓迎してくれた。

「カイ、ようこそー、さあいっぱいみんなで温まって羽休めしよ！」

「一杯癒いやしてさしあげますからね。さすがに裸同士というのは恥ずかしいですけど……いえ、お風呂ですから普通ですわよね。レンさんがそう言ってましたし」

「わたくしちゃんは、エネル姐ねえさんから聞いたんですけどねー。姐さんは、マイロードの分身みたいなものですから、アドバイスは的確中の的確！　のはず！　きっと、一生忘れられない冒険になるって言ってました！」

「……マスタは、あったかいのが好きだから、お風呂と私たちで温めたら、いつもの二倍嬉うれしい。レンの言う通り。うんうん」

「いやぁ、大浴場ってのは初めてだけど、いいものだねぇカイくん。私は、この島に来てから、たくさん楽しいことを見つけたよ」

「オッサオサー♪」

　みんな笑顔で、お風呂を楽しんでいる。

　前世でも、混浴では変に気にせず風呂を楽しむのが紳士の嗜たしなみと聞いたような覚えもあるし、俺おれが気にしすぎているだけで、この世界でもお風呂ってこういうものなのかも。

　いやいや、だとしても一体どうしてこんなことになったのか。お風呂が完成した記念セレモニーかなにかで、みんなで入ることになったのか？　それとも、レンがエネルになにかを聞いたとか言ってたから、あいつの入れ知恵なのか。

「湯加減はどう？　お兄ちゃん？」

「カエデ」

　少し遅れて、カエデも風呂に入ってくる。

　お風呂はかなり大きめで、十名以上いっしょに入っているが、まだ余裕がある。

「最高だよ。お風呂も良い出で来きだな」

　意図がよくわからないので風呂を褒めておく。実際、良い風呂だ。

　カエデの住んでいた街では浴場がたくさんあったそうで、ならばと風呂作りはカエデに任せていたのだが、想像以上に良いものを作ってくれた。

「ありがと！　ゴーレム君の力がなかったら無理だったけど、我ながら良い出来！」

「うんうん。カエデはこういう才能あるに違いないよ」

「そうかも！　──って、そんなことはどうでもいいの！　今日はお兄ちゃんが主役なんだから！」

　俺おれが主役？

　なんだろう、誕生日でもないし……建国記念日なんて制定すらしてないし……。

　俺が首を傾かしげると、なんだか全員がこっちを見ているような気がする。

　特にユーリなどは、うずうずと今にも飛び掛かってきそうな野性味を感じる。

「帰ってきてからお兄ちゃん元気なかったでしょ？　だから、どうしたら元気出るか、みんなで考えたの。どうかな、元気出た？」

「そうだったのか……嬉うれしいけど、俺、そんな元気なかったか？」

「元気なかったよ！　時々、遠くなんか見つめて溜ため息いきなんかついて、そのくせ相談はしてくれないし、ずっとなにかおかしかったもん！」

　マジか。……いや、審問官に会ってしまったことや、帝国とラベルダが戦争になるらしいという情報で、心乱されていたのは確かだ。元気がない……という風にも見えたかも。

「悪い。みんなには、心配掛けたな。でも、こうしてみんなでお風ふ呂ろに入って、ノンビリしてると、なんだか元気出てくるよ」

　なぜエネルが、みんなで風呂に入れば俺が元気になると説明したのか謎なぞだが、まあ確かに悪くない。さすがに目のやり場には困ってしまうけれど、心を無にして風呂や景色に集中すれば……。

「マイロード！　エネル姐ねえさんに伝授された『カイを元気にする方法』はこれからですよ！　さあ、みなさん始めちゃいましょう！」

　レンが謎の号令を出すと、いっしょに風呂に入っている女性陣の目が光った。

「な……なにを……？」

「カイ様～♡　一番のりは、このわ・た・し！　ですわ♡」

　すぐ近くにいたユーリが、お湯を搔かき分わけて俺に身体からだを寄せて、一瞬躊ちゆう躇ちよした後、腕にギュッと抱きついてきた。柔らかい感触がダイレクトに脳に伝わり、固まってしまう。

「おっ、おい──」

「……ユーリはいつもズルい。マスタは私のマスタなのに」

　反対側の腕にくっついてくるアビス。

　さらにリーベルも後ろから元気に抱きついてきた。

「カイはこういうのが好きなの？　それだったら、私、毎日やってあげるよ！」

　そりゃ嫌いではないけど、誤解を生みそうな話だよ！　確かに王様っぽいけど！

「さあ、みんなも続いてください！　ほら、サラさんも！　マイロードの上に乗っちゃっていいですから！　ほらほら！」

「うっ、さすがにそれは……しかし、他に空いてないし、仕方ないのかな。よし……」

　よし、じゃないよ！

　確かに嬉しくないといえば噓うそになるけど、心の準備なしに、いきなりこれはレベルが高すぎる状況！　精神年齢は高いけど、リアル経験値は全然低いんだから！
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「カイ様～。気持ちいいですわね？　元気になってきました？」

　ユーリがわかってるんだかわかってないんだか、腕に胸を押しつけながら囁ささやく。

「じゃあ、失礼するよカイくん。はっはは……真正面から見られると、少し恥ずかしいな……私は君よりも年上だが、そういう経験があるわけじゃないんだ」

　サラがそう言って、顔どころか身体からだまで真っ赤に染めながら、俺おれの肩に手を置き、しずしずと俺の太もものあたりに座った。

「ああ……胸がドキドキする……。ただお風ふ呂ろに入っているだけなのに……」

「い、いえ、この状況は『ただお風呂に入っている』という状況ではないかと……」

　俺だって未いまだかつてないほどドキドキしている。審問官に捕まって船に乗せられた時以上かもしれない。

　さらに、他の女性たちも俺を取り囲んで、キャーキャーと黄色い声を上げながら、グイグイと体を押しつけてくる。

「ね、わかりましたでしょう？」

「なにがだよ！　全然わからないんですけど!?」

「みんなが、カイ様のことが……好きだってことがですよ」

　もみくちゃにされる俺の横で、ユーリが諭すように言う。

「カイ様は十分に慕われている王だってことです。最近、あなたがなにかに悩んでいたのは、みんな気付いていました。でも……悩む必要なんてないのではないですか？　あなたの思うままにやればいいのですよ。それでも悩むなら、相談して下さいませ」

「そうだとも、カイ君。私の首輪のことだって後回しでいいのだし、悩みがあるのだったら、いくらでも相談して欲しい。私はあまり物を知らないから、いい答えが出るかはわからないが、みんなだっているんだからな！」

「サラの言う通りです。どれほど優秀でも王一人では国は作れません。私たちを信頼して、相談するのも王の仕事のうちですわ」

　相談か……。相談、そういえばしてなかったな。島の開拓のことじゃない。ラベルダのことは誰にも話していなかった。審問官のことも。

　一人で抱え込んでたのか、俺おれ。

「確かにユーリの言う通りだ。最近ずっと一人で悩んでた。自分個人の問題のような気がして、なんとなく言えずにいたよ。心配かけてゴメン。これからは、相談するようにする」

　それに相談すれば、良いアイデアだって出るかもしれない。

　レンがエネルから訊きいてきた『元気を出す方法』は意味不明だったが、ユーリには感謝だ。一国の王女だったことは関係ないと思うが、よく見てくれている。

　この島は、俺の能力頼りなところが大きい。だからこそ、俺はもっと積極的にみんなといろいろな事をわかちあうべきなのだろう。それが国を作るということなのかもしれない。

　冴さえ渡わたる空を見上げる。今の季節は春。

　次の冬までには余裕がある。時間的にも、資源的にも。

　ラベルダの俺の家族も、帝国の古こ都とにいるらしいカエデの家族のことも、サラの首輪のことも、なによりこの島での生活のことも。

　すべてを上う手まく回すような方法が、きっとなにかあるはずだ。

[image: ]








あとがき






　ご無沙汰しております。この度は『てのひら開拓村で異世界建国記』をお買い上げいただき誠にありがとうございます。作者の星ほし崎ざき崑こんです。

　こうして無事に二巻を刊行することができたのも、読者のみなさまのおかげです。本当にありがとうございます。

　今回ものんびり無人島ライフを楽しめていただけたなら幸いです。

　さて、私はいわゆる「なろう系」というものを、かなり読んできました。なにせ、小説ＷＥＢサイト「小説家になろう」出身ですから、ランキング上位の作品などは片っ端から読んだものです。それは別に、マーケティングの為ためとか、そういういやらしい動機からではなく、単純に好きだったからです。

　異世界召喚とか、異世界転移とかが、大好きなんです。今も昔も。

　やはり、なんといっても異世界には夢があります。男の子なら誰だって剣を振るってゴブリンとか退治してみたい。スプラッタが苦手だったら、魔物は死んだら魔石を残して消滅する仕様にすればいい。魔石を集めたらギルドで換金して、新しい武器を偏屈親父おやじ（ドワーフ）の営む鍛か冶じ屋やで購入してみたい。ひょんなことから、エルフ娘と仲良くなって一緒に冒険してみたい……。

　誰だってそう。私だってそう。きっと読者のみなさまもそうでしょう。私の作品も、そういった異世界の喜びを読者さまに届けられていれば幸いです。

　次巻ですが、上の例でいえば、てのひら開拓村は鍛か冶じ屋やの親父おやじから武器を買うパートが次に来ます。今回やっと鉄を手に入れましたから、製鉄からの武器作製！　ああ、なんて夢がある響きなのでしょう……。これだから異世界はやめられない……。

　ところで、話は変わりますが、これを書いている九月二十五日は、実は私のデビュー日、つまり最初の作品である『ネトオク男』の一巻が出た日なんですね。それで、なんと作家デビューしてから、丸四年になりました。わー、やったー。

　はじめは、ＷＥＢ小説からの書籍化デビューなので、その後も商業作家を続けることができるのか、ものすごく不安だったのですが、こうして書き下ろし新作を出すことができて、しかも続巻まで出来て感謝の極みです。

　このまま作家生活十年目指して頑張っていきます！

　それでは謝辞を──。イラスト担当のあるや様。今回も、素晴らしいイラストの数々、本当にありがとうございました！　担当編集のＴ氏、刊行が危ぶまれるレベルでご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。これからもよろしくお願いします！　そしてＭＦ文庫Ｊ編集部の方々、本書の制作に関かかわったすべての方、なによりここまで読んで下さった読者の方々に最大限の感謝を。ありがとうございました！







特別付録　書き下ろし短編







「じゃーん！　できましたよ、オーバーコート！　羊の革を贅沢に使った丈夫で暖かい逸品です！　これなら多少寒くったってへっちゃらですよー」

　ある日、俺が開拓村を訪れると、出来たばかりのコートを持ってコロモがやってきた。

「さあさあ、試着してくださいよ。もし気になるとこあったら直しますし！」

　品物が完成した時のコロモはいつにもましてハイテンションだ。

　コートはフード付きでモコモコのファーが付いたもので、内側も分厚く生地が貼られていて、とにかく防寒性が高そうだ。丈も太ももの中程まである。

　羽織ってみると手に持った時の重量感はナリを潜めて、噓みたいに軽い。サイズも体にフィットして実に動きやすい。コロモ、流石の仕事ぶりである。毎度思うが、これだけのものなら前世の日本でも相当な金額を積まなければ手に入らないだろう。

「最高だよコロモ。今年の冬は島民も増えて不安だったけど、これだけのコートがあれば確実に乗り切れるよ。ありがとう！　天才！」

「いや～、照れるぜ！」

　耳をピコピコ動かして頭を搔くコロモ。

　実際、本当にコロモは有能だ。例えば、革のなめしなんて、コロモが来る前は樹液なんかを使って煮たりして、どうにかこうにか実用にまで持っていったくらいで、腐らないようにできはしたものの、ゴワゴワで服として使うにはかなり不適当な代物だったのだ。

「それにしても、コロモはこの革、どうやってなめしてるんだ？　技術を村に入れてくれれば、革製品の製造技術もグッと上がるんじゃない？」

　この羊革の柔らかい事！　この技術が伝播されたら開拓村はさらに発展できる！

「ダッ、ダメです！　製造方法を見たら魔法が解けてしまうものなんですよ！」

　鶴の恩返しみたいなものか。

「じゃあ、私、次のコート作りますから！　あー、忙しい忙しい」

　逃げるように作業部屋へ引っ込むコロモ。まあ、今の開拓村には彼女の技術はオーバーテクノロジーだということなのだろう。それか、本当に魔法的手段を用いているかだ。

「……カイ。……カイ。こっちこっち」

「ん、どうしたのエネル。壁にひっついて、そんな小声で」

「シッ。静かに。……ここ、覗いてごらんよ」

　エネルが指さす場所に小さな穴があいていた。向こう側はコロモの作業部屋だ。

「いや、まずいだろ。見ちゃダメって言ってたし」

「大丈夫、大丈夫。あの娘の言うほどの理由なんてないから」

　好奇心もあって、つい覗いてしまう。

　そこには、羊の生皮を両手で持ち、一心不乱に嚙みほぐすコロモの姿があった。

　……確かにある意味魔法が解けたよ。



















てのひら開拓村で異世界建国記２




～増えてく嫁たちとのんびり無人島ライフ～




【電子特典付き】








星崎崑





ＭＦ文庫Ｊ





2017年10月25日　発行





ver.002





©Kon Hoshizaki 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『てのひら開拓村で異世界建国記２　～増えてく嫁たちとのんびり無人島ライフ～』

2017年10月25日　初版第一刷発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
CONTENTS






item/image/kuchie-002.jpg
TREVHOZOQILERIGONINGG

| KIGWIZIHEIOTI02-23
N ai.m@mmﬁ;?

<<





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章



		第二章



		エピローグ



		特別付録　書き下ろし短編



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/allcover-001.jpg
(L]

2ABELEN. [#MIUBORLLRERES| TF
Ea—, RERLAT. MEEWSERICH LT
ESNDREDHECETLEXLTCUESBHNSD.
BEORLBEERBR— RS —A [FhollT 01—
X OBERF.

Twitter @medici

52r=5]

B3P

wan

WEPF 0505 —0F T4 MEBERBDITED
&,

BI—ASRN BB BT AFTERGLOW

$
)
Z
<
&
e
5
=
19}
A
()
5]
&
A
B
B4

S

TOUSHIEH TR FRERD ~8A T 5L OLTDRABS 1 I~

NBTESLSOREEDIT LI NS, BEEKOIE. 1—-UPLHTD
YSEMMICNR. & N TBSULERDT i

REIZEROITHBOMSE. [TOUSHIEN] RICNEHERD ANTERLAIL
DF T, EFRIT o ZRISIED TLELE
DHBIT, TOBORSHEFOTRIRBRERSIE ! (MRCRICKBICRUE LI
NARE. WOBVEETHR S AL B—ET THEESRBHEN, BARID
ZFI [TOUSHIER] ZRELTRCKE | ? REROAUDRER. $234!






item/image/cover.jpg
=
==

il

Hoshizaki Kon
lllustration
BB

2=l

OQK

In!

X

\

A % -
I
|}






item/image/p135.jpg
\

ny
L
[ ‘

/ ‘V7~






item/image/p256.jpg





item/image/p094.jpg





item/image/p226.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p106.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p065.jpg





item/image/p260.jpg
e —— -

“ALAMILLAS Grpg )

g TOUSHEH Yook

BEOLUAIVES0TY .
Hm@.ﬁﬁlﬂl\zan‘—d—m—c?o
REE S (R RSO T,
NEXT LEVEL : BEEORE

IRADE] 650A

[#EH] 300000ni

HsER] (ShV]
(5D
[KpEdx)

PRI —TIVT] =310
(=]=kS)

[ 2 )

19y &Y

O AR e

of NSNS i)

(RS NI8EN]

; (#ZH]
(R ok =[e[) [HoEOER)]

_ \,\/ (mam (FUE]
\£ « (ZRTpILYavEYTInew!






item/image/p167.jpg





item/image/p124.jpg
BEOUAIVIER7TY .
H@%Eﬁlﬂl\lﬂl(—ﬂ'ﬂjt“?o
Bﬁ?ﬁﬁlﬂﬁiitﬁﬁwiﬂ’é?o

NEXT LEVEL : fﬁkﬂ!ﬂﬁOA]’&Eﬁﬁ

bal
B A
T
LA
T
20
. R ADE] 400A 5%
& | EE 170000 2 A
B pEER (S8 5 2
"2 (%\ () ¥ g
28 (GE) kD
= PRI F—TILT] [ZRIV] LIS
B G (OOE)
! [ ? ] (— A
@ nael (AR f \
wozodnl LG ﬁ\b\
(HO®OG] 5 /5
[EaR) 5%
[FLE]new! ( / \
/)
/e





